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仮面花嫁～極上社長は偽り妻を乱したい～










プロローグ




　乱れたシーツの上。隼はやとは腕の中でくたっとした優ゆう莉りを引き寄せ、額にキスをした。

　彼女の呼吸はまだ整わず、その肩は小さく上下している。なめらかな肌は汗ばんで甘い香りを放ち、今しがたの〝行為〟の激しさを物語っていた。

「優莉」

　名前を呼ぶだけで隼が目眩めまいを覚えるのは、夕食のときに飲んだワインのせいだけではない。彼女の魅力に酔っている証あかしだ。

　ひと回りも年下の優莉が見せる、無邪気さと色香とのギャップに隼は全面降伏。完全に参っていた。

　だから何度でも貪どん欲よくに彼女を求めたくなる。もっと優莉を感じたいと欲張りになる。

　額から鼻先、唇をたどった隼のキスが、首筋から胸元へ下りていく。

「……隼さん？」

　まさかという思いか、隼を呼ぶ優莉の声は戸惑いに満ちていた。

「まだ足りない」

「えっ、まだするの？」

　優莉の質問にキスで答える。

　自分の痕跡を残すべく彼女の胸の谷間を少し強く吸い、赤い印をつけた。

「隼さん、ちょっと待って」

「待たない」

「だって何回……っ」

　隼は体を起こし、目を見開いて驚く優莉をベッドに優しく組み敷いた。これが何度目なのか、もはや隼自身もわからない。それだけ優莉が愛しくてたまらないのだ。

「優莉がかわいいから悪い」

「そんなっ」

　抵抗を見せていた優莉だったが、隼に弱い部分を攻められて呆あっ気けなく陥落したようだ。切れ切れの甘い吐息を唇から漏らした。

　できることなら、彼女とずっとこうしていたい。

　繋がっては解ほどけ、また交わる――。

　そんな時間が永遠に続くことを願いながら、隼は再び優莉の体に溺れていった。










花より団子、色気より食い気




　おいしいものは世界を救う。

　幼い頃、優莉の父親がよく言っていた言葉である。

　お腹が満たされればイラつかず、争いも起こらない。それがおいしいものなら、一緒にいるのがたとえ敵だとしても至福の時をともに過ごせると。

　世界を救うかはべつとして、今この場でそんな言葉を思い出しながら確実に幸せな気持ちになっている人間がひとりいる。

　花はな崎さき優莉、二十二歳。

　彼女は盛り上がるパーティー会場の片隅でひとり、のせられるだけの料理を皿に盛り、フォークでひとつずつ口に運んでいた。煌きらびやかな装飾やホールの華やかな雰囲気などどこ吹く風。

（――ん、これもおいしい！）

　小鹿のように優しげな目を真ん丸にしてから細める。やわらかそうな唇からは、うっとりするようなため息が漏れた。

　レフォールソースと相性抜群のローストビーフが口の中でとろけ、跡形もなく消えていく。

（これ、お母さんや真ま由ゆ香かに食べさせたら喜ぶだろうなぁ）

　そう思い、自然と顔が綻ほころんだ。

　次なるターゲットは砂すな肝ぎものコンフィ。優莉は頬にかかった栗色の長い髪を耳にかけてからフォークを刺した。

　優莉が勤める『クールブロン』は、フレンチレストランを関東近郊に展開する会社である。昼間は気楽に食べられるカジュアルなスタイル、一転して夜には本格派のフレンチを出すという二面性のある店だ。

　記念すべき三十店舗目がオープンしたお祝いと称して、新年早々、外資系高級ホテルで全社員を招待したパーティーが開かれていた。

　片側の壁一面に和食やフレンチはもちろん、中華やイタリアン、スペイン料理が並ぶ立食形式のため、出席者たちはそれぞれ皿を片手に料理を楽しんだり、あちらこちらで輪を作って歓談したりしている。

　クールブロン自じ由ゆうが丘おか店に勤める優莉も招待客のひとりだ。大学を卒業して入社したのは昨年の四月。研修期間を経て、現在は店舗のホールスタッフとして働く新入社員である。

「さぁ、皆様、大変お待たせいたしました！　本日のラストを飾るにふさわしい大抽選会をはじめたいと思います！」

　マイクを握った司会者が高らかに宣言し、出席者たちの間から期待に胸を膨らませた歓声があがる。

　抽選会よりも豪華な料理に目を奪われている優莉は、「え？　もう終わりなの？」と思わず漏らした。

　もう少しゆっくり食べていたいのにと、つい恨めしげに司会者を見るが、顔を紅潮させた彼は当然ながらそんな優莉の気持ちを知る由よしもない。

　なんでもその抽選会は一等の二十万円分の旅行券からはじまり、ホテルの宿泊券や食事券、エステやスパの利用券など豪華なプレゼントが用意されているという。

「なんかドキドキしちゃうね、優莉」

　同期の林はやし明あ日す美みが優莉の腕を引っ張る。彼女は同じ店で働く同僚でもある。

　丸く大きな目がチャームポイントの明日美は、彫りが深く日本人離れした顔立ちをしており、丸みを帯びたショートボブがとてもよく似合う。ついでに言うと、グラマラスな体にフィットしたサファイア色のワンピースは大人びた彼女にぴったりのため、今日のパーティーでも注目を集める社員のひとりである。

　黒いレースの無難なＡラインのワンピースを着た優莉は、すっかり引き立て役だ。

「でも当たらないでしょ？」

　出席者は四百人以上。会場に入るときに受付でナンバリングされたカードを配られたが、優莉はバッグの奥底にしまったまま。数字も見ていない。

「当たる人は必ずいるんだから、そうとは限らないでしょ？」

「それはそうだけど」

　明日美はともかく、少なくともくじ運の悪い自分は外れだろう。懸賞に当たった経験はこれまで一度もないから期待するだけ損。それなら今、目の前にあるおいしい料理を食べている方がずっといい。

「明日美は当たるといいね」

「当たるなら社長との一日デート券がいいんだけどな」

「そんなのもあるの？」

　食べる手を止めて明日美を見る。

　そういった景品までラインナップされているとは。

「やだなぁ、知らないの？　だから女子社員たちが色めきたっているんじゃない」

　明日美に言われ、周りを見た優莉は納得だった。

　頬を上気させて祈るように両手を合わせる者、近くの社員と「当たったらどうしよう！」と声を弾ませる者、キラキラした目で司会者の方を見る者、女子社員全員といってもいいくらいに浮かれモードなのだ。尋常ではない。

「デート券は、一等の旅行券より断然価値があると思う。本当に当たらないかなぁ」

　明日美は力説しながらうっとりした表情を浮かべるが、そもそも彼女は彼氏持ち。大学時代から付き合っている五歳年上の銀行員の彼氏がいる。彼は結婚を意識しているらしいが、明日美本人はまだ考えられないらしい。

　そんな彼氏持ちですら虜とりこにしてしまう男の名は霧生きりゅう隼、我らがクールブロンの社長である。

　創業からわずか数年で人気レストランへと押し上げた敏びん腕わんぶりは、今や業界でも注目の的だ。なにかにつけて雑誌にも取り上げられ、若手イケメン実業家として名高い。

　三十四歳にして独身。恋人の存在は知らないが、きっと華々しい恋愛経験をしてきたに違いない。

　アーモンド型の知的な双そう眸ぼうに美しいラインを描く鼻筋。薄い唇は少し冷たさを感じさせるが、明日美に言わせるとそれがまたいいのだとか。

　司会者の後方に置かれた椅子に腰を下ろした姿は、それはもう見目麗しい。パーティーのためか光沢のあるネイビーのスーツは、おそらく海外仕立ての有名ブランド。ゆったりと組み替えた足は、優莉の腰より高い位置に股下がありそうだ。

　とにかく容姿についてあげたら短所はないくらいにパーフェクトである。そのうえ数多くのレストランを経営する社長となれば、女性が目の色を変えて見つめるのも仕方がないのかもしれない。

　がしかし、優莉にとっては、だからなに？となる。遠い存在、雲の上のような人だから現実味がないのだ。

　テレビやスクリーン越しに観るイケメン俳優と同じような感じといえばいいのか。優莉の生活圏には関わりのない人にほかならない。

　そのため明日美やほかの女子社員たちのようにウキウキできないのである。華やかな世界にいる彼と、一夜限りでもいいからお付き合いしたいという女子たちの意見が優莉には信じられない。

「イケメンじゃ、お腹いっぱいにならないのにな」

　ボソッと呟つぶやいた優莉に明日美が「なに？」と顔を近づける。

「ううん、なんでもない」

　笑って取り繕い、空っぽになった皿に今度はデザートをのせていく。色とりどりのマカロンやフルーツタルトにフロマージュ。どれもひと口サイズのため、いろいろと味わえるのがうれしい。

　抽選会よりやっぱりこっちの方がいいと、順番に楽しんだ。

「さて！　続きましては五等の高級エステ利用券！　こちらの抽選をさせていただきたいと思います！」

　ドラムロールが鳴り響き、会場を盛り上げる。一段高くなったステージ上で、大きなボックスの中から司会者が番号札を一枚選んで取り出した。

「九十八番！　九十八番です！」

　手を高くあげて会場内にカードを提示すると、真ん中あたりで「あっ俺！　俺だ！」と声があがる。スポットライトをあてられた男性が「俺にエステ券かよっ」とツッコミを入れると会場内はドッと笑いに包まれた。

　その後も四等、三等と抽選が続き、一等の旅行券まで大いに盛り上がった会場は、残る特別賞の発表を前にさらにヒートアップしていく。

　緊迫感すらある中、優莉はそれにかまわずせっせとスイーツを口に運んでいた。

「女子社員お待ちかねの特別賞！　霧生社長との一日デート券を手にするのは……」

（これで男子社員だったらおもしろそう）

　明日美にそっと耳打ちしようとしたが、本気で怒られそうだと思いなおして口をつぐんだ。

　これまで以上に長い時間、ドラムロールが鳴り響く。「引っ張りすぎ！」と場内からツッコミが入るほど引き延ばした後、ようやくぴたりとやみ、司会者が声高らかに発表した。

「百二十四番！　百二十四番です！」

　会場内が一気にどよめき、誰なのかと隣近所とカードを見比べる。「あぁ、違う……」と方々から残念がる声が漏れるが、なぜか名乗り出る者はいない。

「百二十四番さん、いらっしゃいませんか？」

　スポットライトが出席者たちの顔を照らしては円を描くように移動していく。司会者が首を伸ばして会場内を見回すものの、それでも誰ひとりとして手をあげようとしない。

　もしかしたらひと足先に帰ったのではないか。優莉と同じように抽選会には興味がなく、当たらないだろうと考えた可能性もあるだろう。

「ねぇ、まさか優莉じゃないよね？」

　食べ続ける優莉のワンピースを明日美が引っ張った。

「えぇ？　まさかぁ」

　くじ運のない自分に、みんながほしがるようなものが当たるわけがない。

「カード番号は？」

「何番だろう」

「やだ、見てないの？」

　呆あきれる明日美にうなずき返す。受け取った後、見もせずにそのままバッグに入れたのだ。

「ちょっと見せて」

　明日美は優莉が腕にかけていたバッグを奪い、中を物色しはじめた。

「あ、ちょっ……」

　自分で取るからと手を伸ばすが、明日美はまったく取り合わない。なにか予感めいたものでもあるのか、必死にバッグの中をごそごそと引っかき回す。

（そんなふうにしたらぐちゃぐちゃになっちゃう！）

　優莉の気持ちも、完全に無視だ。

「あった」

「何番だった？　違うでしょ？」

　首を傾げる優莉の前で明日美の目がみるみるうちに丸くなり、今にもこぼれ落ちそうになる。

「嘘うそ……、優莉だよ」

「え？」

「優莉が百二十四番！」

　顔を上げた明日美は、優莉の腕を掴んで体を揺すった。

「もう、明日美ってばやだな。こんなときに冗談はやめてよ」

　明日美が握るカードを軽い気持ちで見た優莉は、手にしていたフォークをフロアに落とした。毛足の長い絨じゅう毯たんに鈍い音を立てて跳ね返る。

「ここ、ここです！　百二十四番、ここにありまーす！」

　明日美が手をあげてぴょんぴょん跳ねる。

「花崎優莉が百二十四番でーす！」

　会場内をぐるぐる回っていたスポットライトがサーチライトのごとく優莉にあたり、その眩まぶしさに一瞬目がくらんだ。

　あちこちから「いやー！」「うそー！」といった悲鳴にも似た声があがる。羨うらやましさも妬ましさも混ぜこぜだ。

「花崎さん、おめでとうございます！　さぁ、こちらへどうぞ！」

　司会者がステージで手を大きくかざしたら、人垣がサーッと退いて道ができた。まるでモーゼの十戒のよう。会場内すべての視線が優莉に向けられる。

「ほら、優莉、行かないと」

「えっ、でも！」

　男子社員はさておき、出席者の中でもっともふさわしくないと言える自分でいいのか。なにしろデート券をはじめとした豪華商品よりも、おいしいものに気をとられるような女だ。プレゼントする立場の社長にも失礼ではないだろうか。

　とはいえ百二十四番が優莉だと大々的に晒さらされた以上、公然と辞退もできない。そんなことをすれば社長の面目は丸つぶれ。それこそクビも免れないだろう。

（ここはいったん受理して、パーティーの運営事務局に後でこっそりお願いするしかないか）

　優莉は明日美にせっつかれるようにして、一身に視線を集めながらステージ上へ向かった。

　これほど多くの人から注目されるのは人生初。あまりにも緊張して、途中なにもないのに躓つまずきそうになり、クスクス笑われた。情けない。

　ステージに上がると四方八方からライトを浴び、会場内の熱気と相まって、冬だというのに暑い。逆光で社員たちの顔が見えないのはとても助かった。

「花崎さん、おめでとうございます！　こちらが見事ゲットされました、霧生社長との一日デート券です！」

「ありがとう、ございます……」

　ひと昔前のクイズ番組で使われそうな大きなパネルには〝霧生社長とドキドキ!?　一日デート券〟と、ハートマークのロゴ入りで描かれている。大きさのわりには軽いが、明日美ならきっと『価値に換算したら相当な重さだよ』と言うだろう。

「全女子社員の羨せん望ぼうの眼差しが向けられていますが、今のお気持ちはいかがですか？」

「えっと、はい……光栄です」

　満面の笑みでマイクを向けられてボソボソ答える。もらっても困るという正直な気持ちはぐっとのみ込んだ。

「社長とはどんなデートをしたいですか？」

「えっ？　あ、そうですね……」

　どう答えたらいいというのか。デート自体、経験はないに等しい。

　司会者が腰をかがめてニコニコと優莉の顔を覗き込む。どんな答えを期待しているのか定かではないが、キラキラした世界観を求めているのは間違いない。

　優莉が目を白黒させて返事に窮していたら、彼はさらにぐっと顔を近づけた。

「……楽しく過ごせたら、と思います」

　体をのけ反ぞらせて彼から離れ、なんとか答える。具体的にどうしたいかなんてわかるはずもない。

　その後も投げかけられた質問に曖あい昧まいに答え、なんとかその場を切り抜ける。

　うしろからうっすらと感じる冷ややかな視線は社長である隼から発せられるものに違いないだろうが、振り返って確かめる勇気が優莉にはなかった。










ハプニングだらけの企画デート




　ときに未来は、自分の思惑とは正反対に向かう。

　自宅アパートの玄関に座り、黒いショートブーツを履いた優莉は、「よいしょ」と声をかけて立ち上がった。

　おばさんくさいなぁと思いつつ、そうしないと立てる気がしない。気の重くなる予定が、この後に控えているためだった。

「はぁ……」

　気持ち同様に重いため息をついてから、「いっけない。幸せが逃げちゃう」と吐いた息を吸い込む。

「よし、行こう」

　気分を切り替え、ドアを開けた。

　優莉が特別賞を引き当てたパーティーがあったのは先々週の木曜日。その十日後にあたる日曜日の今日、賞品である〝霧生社長とドキドキ!?　一日デート券〟が行使される。

　パーティーの翌日、優莉は早速、運営事務局に電話で問い合わせたが、結果は無情なものだった。その権利をほかの人に譲ったり放棄したりできないというのだ。

　せっかくの賞品だから、本当にほしがっている人にあげた方がいいのにという優莉の気持ちはまったく届かずじまい。社長に対して失礼だと逆に叱責され、踏んだり蹴ったりだった。

　アパートの前に停まっている白い高級車に気づき、優莉の背筋がピンと伸びる。

　事務局の人が『社長はご自身のお車で花崎さんのご自宅に迎えに行くそうです』と言っていたから、あれがそうだろう。

　午前十一時の約束ぴったり。二階建ての木造アパートに似つかわしくないピカピカの車の運転席から、社長の隼が降り立った。

　その瞬間、そこだけパッと華やかな空気になる。なんの変哲もない普通の住宅街が、ワンランクもツーランクも上の高級な街並みに見えた。

　ざっくりしたゲージの白いニットにベージュのチノパンを穿はいたカジュアルなスタイルの隼を見るのは、当然ながらはじめて。スーツとのギャップのせいか、彼に対して特別な感情がなくてもその容姿に見み惚とれてしまう。

　面と向かうのははじめてのため思わず立ち止まり、まばたきも忘れて優莉が見入っていたら、隼の方から口を開いた。

「おはよう」

「お、おお、おはようございます。花崎優莉です」

　つかえながらの残念な挨拶には自分でも苦笑いしかない。

　優莉が足を踏み出すと、後部座席のドアが突然開いた。そこに誰かが乗っているとは思いもしなかったため、つい「ひゃっ」なんてかわいげのない声が出る。

　現れたのは同じくクールブロンの社員、宇う賀が武たけ志しだった。総務部所属で三十歳そこそこの社内報担当だ。優莉が入社したてのとき、社内報に掲載される〝新入社員紹介〟の記事について電話でやり取りをした過去がある。

（でも、どうして宇賀さんがここに？）

　スーツ姿の首には一眼レフカメラが下げられている。ひょろっとした体形にふわっとしたパーマヘアは、茎の長いたんぽぽのよう。

「おはようございます」

　丁寧に頭を下げられ、優莉もペコッと下げながら挨拶をする。

「霧生社長とのデートは、僕が取材を担当します」

「取材、ですか？」

　優莉は目をパチッとまたたかせた。

「おふたりの様子は社内報に掲載される予定ですから」

「え？　社内報？　掲載？」

　なにがなんだかさっぱりだ。

「あれ？　事務局の文書は読んでいませんか？」

「読みました、けど……」

　今日の案内は、店宛ての社内メールに添付されて三日前に届いた。きちんと目を通したと思っていたが、そんな注意書きはあっただろうか。首を捻ひねって考えても、記憶にない以上思い出せるはずもない。手元になければ確認もできない。

「ともかく行こう。ふたりとも乗って」

　傍観者と化していた隼が助手席側に回り込み、ドアを開ける。

「は、はい」

　彼に背中をそっと押されて乗り込んだ。

　後部座席に宇賀が乗ったのを確認してから、隼が車を発進させる。

　走りだしのなめらかさが心地いい――と思ったのも束の間。背後からカメラの気配がして息を止める。

　恐る恐る首を回して振り返ってみたら、カメラのレンズが間近にあり、びっくりさせられた。

　視線をパッとフロントガラスに戻す。止めていた息が我慢しきれずに口から漏れた。

「あ、僕のことは気にしないでください。黒子に徹しますので」

「そう言われても……！」

　気にしないでいる方が無理だ。

「おふたりはどうぞデートを楽しんでください」

　よくそう言えるものだ。遠くからこっそりならまだしも、こんな近距離で撮影されて普通に振る舞えるわけがない。

　しかも、その様子を社内報に掲載するなんて、いったいなんの罰ゲームなのだ。これが特別賞だというのだから、優莉のくじ運はやはり悪いと言うしかないだろう。

「宇賀さん、撮影をいったん止めて」

　隼は車を路肩に停め、ハザードランプをつけた。

「はい、承知いたしました」

　隼が左手で宇賀を静かに制し、素直に従った彼がカメラを下ろす。

「花崎さん」

「は、はいっ」

　不意に隼から呼びかけられ、優莉はシートで背筋が伸び、声は裏返った。

　そんな優莉を気にも留めず、彼が続ける。

「とりあえずデートはしなければいけないそうだ。会社で公に出された賞だからね。でも俺も忙しい身だから、それほど時間はとれない。それは悪く思わないでほしい」

　言葉の端々から、嫌々ここへ来たのがわかる。義務感が漂っていた。

　これは優莉の勝手な想像だが、運営事務局からデート券の賞品化を無理やりお願いされ、渋々引き受けたため気が乗らないのではないか。恋人がいるとしたら、なおさらそうだろう。

「それなら私もちゃちゃっと済ませていただいて大丈夫です」

　むしろその方が好都合。隼と同じく優莉も義務感を抱いているのだから。

「え？」

　隼の目が点になる。

「ほかの人に譲ってはいけない、権利を放棄するのもダメと言われたので」

　隼の気持ちの負担を軽くするために正直に打ち明けたが、仕方なくここにいるという言葉はさすがにのみ込んだ。

　隼は目をぱちくりとさせてから、ふっと軽く笑った。

「まさかそうくるとはね」

「……はい？」

「あ、いや、なんでもない」

　隼は頭を振り、「じゃあ行こう」とシフトレバーをドライブに入れた。

「なにかリクエストは？」

「はい？　リクエスト？」

　要望を聞かれるとは思いもせずオウム返しになる。

「行きたい場所だとか、こんなふうに過ごしたいとか。具体的になにか希望があれば。まぁ、気が乗らないみたいだから、そんなものはないか」

　ククッと笑って肩を揺らす。なぜか楽しげだ。

　気が乗らないのは事実に違いないが、だからといってすべてを隼に任せるのも失礼だろう。自己主張があまりにもないのはどうかと思う。

　とはいえ、社長などという大それた人と一緒になにをしたらいいのやら。社会人一年目の優莉には見当もつかない。

　強いて言うならば……。

「おいしいもの」

「え？」

「おいしいものが食べたいです」

　それに尽きる。おいしいものはなによりの幸せだから。

　でも、そう言ってから不適切なリクエストだったかもしれないと不安になる。フレンチレストランを経営する社長を相手に、口にしていい要望ではないだろう。おいしいものが食べたければ、クールブロンへ行けと言われそうだ。

　ところが優莉の心配をよそに、隼の横顔に笑みが浮かぶ。

「よし、任せておけ」

　頼もしい言葉を聞き、優莉はひとまずホッとした。




　一時間後、車が停められたのは海のそばにある大きな水族館だった。敷地内には遊園地もあり、観光地として人気のあるエリアである。

（ここにおいしいものが……？）

　どこかのレストランで昼食をとるのだろうと考えていたため、降り立ったものの優莉は不可解でならない。

「ここ、水族館ですよね？」

「べつのものに見えるのだとしたら、それはそれで興味深いね」

「少なくともレストランではなさそうです」

　率直に答えると隼は「ぷっ」と軽く吹き出した。

　でも優莉にしてみても、こういった場所で助かったのが正直なところではある。というのも今日の優莉の服装は、とても高級レストランに入れるようなものではないから。モヘアの真っ赤なセーターにスリムなデニムという、しゃれっ気のないスタイルなのだ。

　もしかしたら隼はそんな優莉だからこそ、こういった場所を選んだのかもしれない。

「ここにキミの希望するものがある」

「この中にですか」

「そう」

　隼はどこか得意げに言うと、「よし、行こう」と入園ゲートを親指で差して歩きだした。

　その背中を追いかけながらチラッと振り返ると、カメラを構えた宇賀も当然ながらついてくる。

　ここへ到着するまでの車の中では、ひっきりなしにシャッター音が聞こえていたため優莉の体は強張ったまま。おかげで隼から話しかけられても、ぎこちない受け答えしかできなかった。

　これがずっと続くのかと思うと気が重いが、きっとここでなにかを食べたらそれで解散だろう。それまでの我慢だ。

　優莉は自分にそう言い聞かせ、チケットを購入した隼に続いてゲートを抜けた。

　一月中旬で風は冷たいが、日差しのせいか穏やかだ。

　晴れた日曜日だけあって人の出は多い。家族連れはもちろんカップルの姿があちこちにあり、少し羨ましくもある。

　隼は水族館の大きな建物には入らず、敷地内の奥へずんずん足を進めていく。

　足が長いだけあり、彼の歩くスピードの速さといったらない。置いていかれないように優莉は必死だ。デートというよりは追いかけっこといった方が正しい。うしろの宇賀も、足をもつれさせながらついてきた。

　ベビーピンクのワゴン車の前で隼がようやく立ち止まる。風にはためくのぼりに〝クラブハウスサンド〟とあった。地面に立てかけられた黒板には手書きのメニューがあり、ポップ体の文字にセンスのよさを感じる。

　隼は優莉に希望を聞きもせずに注文して、胸ポケットから財布を取り出した。

　自分の分は支払おうと思ったが、ここは隼に甘えるのが筋だろうと、おとなしくうしろに控えて待つ。

「お待たせいたしました！」

　キャップをかぶった男性スタッフから包みを受け取った隼が、そのうちのひとつを優莉に手渡した。

「ほら、できたぞ」

「ありがとうございます」

〝黒子〟の宇賀の分もきちんと用意されているのに驚く。さすがにモテる男は気遣いが違う。

　離れた場所にカメラを構えて立つ宇賀を手招きで呼び寄せて渡したら、彼は「えっ、いいんですか？」とびっくりしていた。

　石畳に配置された木製のベンチに並んで腰を下ろす。海の近くのためか風が少し強いのが難点だ。暖かい季節になれば気持ちよく過ごせるだろう。

　隼は早速包みを開けて豪快にかぶりついた。フォークとナイフで優雅に食べるのとは違うのに、なぜか妙に絵になる。イケメンとはなにをしても様になるものらしい。

「食べないのか？」

　つい見入っている優莉を、隼が横目でチラッと見た。

「いえっ、いただきます」

　ごそごそと音を立てながら開けた瞬間、いい匂いが鼻をかすめる。目玉焼きにベーコン、グリルチキンにトマト、たっぷり挟まれた具材は見た目も美しい。

　大口を開けようとしてカメラの存在を思い出し、急いで口を小さくすぼめた。

「んん！　おいひい！」

　行儀が悪いと思いつつ、口に含んだままつい叫ぶ。目まで真ん丸に見開いた。

　シャッター音が風に紛れて聞こえたためハッとしたが、今さら口を押さえても手遅れだ。

「だろう？」

　隼は、まるで自分の手柄のようにニッと唇の端を上げた。

「はい！　薄めのトーストの香ばしさ！」

「チェダーチーズがコクを出してるだろう」

「あぁ、チェダーチーズだったんですか。いいアクセントになってますね」

　あまりのおいしさに興奮しながらふた口目に突入。今度はさっきよりも深く口に入れた。

　宇賀とカメラ越しに目が合った気がしてとっさに顔を背ける。

　隼は被写体として抜群だろうが、自分は背景だとしても不十分。撮影なんて本当に厄介だと不満でならない。

「カメラが気になるのか」

　優莉の変な挙動に気づいたのか、隼が宇賀を見てから視線を戻す。

「気になりますよ。全社員に見られるんですもん」

　こんな企画を考えたのは誰なのだ。

「まぁそうだよな」

「この企画、何回目ですか？」

　慣れている様子から察するに今回がはじめてではなさそうだ。

「二回目。前回は男とのデートだった」

　隼の苦笑いに優莉も笑う。抽選だからそうなる確率は二分の一だ。

「どんなデートをしたんですか？」

「そのときは真夏だったから男ふたりで海水浴」

「え!?　ふたりで海に!?」

「肌を小麦色に焼きたいっていうリクエストだったんだ。水着と巨大なサメのフロートを買いながら海に直行」

　隼は人差し指を使ってゴーサインのようにした。

「なんだか楽しそうですね」

　男ふたりで大盛り上がりで海に向かう画えが浮かぶ。

「ナンパばっかりでうんざりしたよ」

　隼が肩をすくめてからサンドを一気に口に入れる。包み紙を丸めて袋にポンと投げ入れた。

「あぁ、社長ならそうなるでしょうね」

　歩くだけで様になるような男だ。ナンパの聖地とも呼べるビーチならなおさらだろう。今だって前を行き交う人たちの視線はチラチラと彼に向けられている。目が吸い寄せられ、見ずにはいられないのだろう。

「モテるのも大変ですね」

「キミは俺にはまったく興味がなさそうだけどね」

　そう言って片方の口角を器用に吊り上げる。自虐的な笑みに見えた。

「今回の賞品も返品しようとしていたんだろう？」

「そうですね。あっ、そうというのは興味がないと社長を全否定する意味じゃないんです。ただ社長は雲の上に住んでいるような人だし、私はどちらかというとおいしいものの方がいいなってだけで」

　慌てて訂正して言いなおす。いくらなんでも勤め先の社長に失礼だ。

「なるほど。俺はそのクラブハウスサンドより劣るってわけだ」

「やっ、違いますって！　そういうつもりではなくて」

「色気より食い気ってやつか」

「そう、それです！」

　まさにその言葉が最適だ。

「〝おいしい〟は最強です」

　思わず空いている方の手で握り拳こぶしを作る。

「おいしいものは世界を救うからね」

　優莉の座右の銘めいともいえるワードが隼の口から飛び出した。

「そうなんですよ。私は救われっぱなしです」

　クールブロンで働きはじめてからは特に。昼や夜に出されるまかない飯のおいしさといったらない。生まれてきてよかったぁと思うのは決してオーバーではないのだ。

「それに社長だって、私みたいな小娘には興味がないでしょうからイーブンです」

　洗練しつくされた大人の男である隼と、大学を卒業したての優莉。まだまだ子どもっぽすぎて女性としては見られないだろう。

「入社一年目だっけ？」

「ふぁい」

　サンドを頬張りながらうなずく。

「となると、ひと回り違うのか？」

「私は来月、二月の誕生日がきたら二十三歳です」

　ゴクンと飲み込んでから答えた。

「俺は三月で三十五歳だから、やっぱりひと回りか」

　顎を手で擦さすりながら目を少し見開く隼に「同じ干え支とですね」と返す。

「すみません、私のような者がデートの相手で。せめてもっと大人の女性の方がよかったですよね」

　ひと回りも年下の優莉では子ども同然。優莉が美人ならともかく、〝ザ・平均〟と書かれた顔立ちと体型では話にならないだろう。

「キミこそひと回りも年上はごめんだろう」

「ピンとはこないです」

　正直に答える。優莉にしても、そこまで年上の男性との恋は想像もつかない。そもそも恋愛すら経験のないお子様だ。

「ところで社長は、ここのサンドをよく食べに来られるんですか？」

　それこそ場所柄、デートでよくここへ来るのかもしれない。今のような企画のデートではなく本物のデートで。

「まあね」

　わざわざ入園料を払ってまで食べるのだからよほどだろう。

「以前は街中に出店していたんだけど、昨年の秋からこっちに移動したって聞いて」

　これだけ飽食の時代。普通の人なら店がなくなればそこで終わりだろうに。それをここまで追いかけるのだから、隼の食への探求心は並々ならぬものなのかもしれない。

「なにか飲み物を買ってきますね」

　食べ終わったサンドのゴミを折りたたみ、隼が手にしていた袋に入れて立ち上がる。

「じゃ、これで買っておいで」

　隼が財布を差し出してきたが、断固として拒絶した。

「飲み物くらい私にごちそうさせてください」

　バッグを持って自販機へ走る。好みを聞きそびれたと思い出したのは、ずらっと並んだ飲み物を前にしたときだった。

「寒いからあったかいお茶でいいかな」

　独断で決め、ホットのお茶を三本購入。もちろん宇賀の分もある。隼の気遣いを見た後で彼の存在を無視するわけにはいかない。

　優莉が小さなペットボトルを抱えて戻ったら、隼はふたりの女性に話しかけられていた。ほんの数分離れていただけで声をかけられるのだから、隼の容姿端麗ぶりは正真正銘のものだ。

　すごいなぁと思いながら三人の様子を少し離れた場所でうかがっていると、隼が立ち上がってやってきた。

「悪いけど今デート中なんだ」

　ふたりの女性に爽さわやかスマイルで言い置き、優莉の腰に手を添えて歩きだした。

　つい「ひゃあ」なんて声が出てしまい、隼が自分の唇に「しー」と人差し指をあてる。顔がいきなり近づいて、どぎまぎさせられた。

「ナンパですか？」

　こっそり聞いたら、「ああ」と短い回答だ。

「さすがですね」

「なにが」

「ちょっとの間にナンパされるなんて」

　優莉は心底感心しているのに隼は不満らしい。梅干しでも食べたような渋そうな顔で優莉を横から見下ろす。

　居心地の悪さを回避しようと、抱えていたペットボトルを肩から提げていたバッグにいったん入れた。

「とことん俺には興味がないみたいだな」

「さっきも言いましたけど、興味がないというか生きている世界が違うんです」

「世代？」

「世代じゃなく、世界です」

　せ・か・いとはっきり発音する。どうやらひと回りの年の差が引っかかるようだ。

　優莉が訂正しても納得がいかない様子で、隼は「ふうん」と言った。

（機嫌を損ねるようなことは言ってないのにな。どちらかといえば褒めたんだけど）

「つくづくだな」

「はい？」

「いや、なんでもない」

　首を傾げながら歩いていると、なぜかゲートとは違う方向に足が向いている。

「どこへ行くんですか？」

「せっかくここまで来たんだからデートらしくしよう」

　もしかして水族館へ入るつもりなのか。サンドを食べたら終了だと思っていたため、行動が読めない。

「でも時間がないって」

　優莉のアパートに迎えに来たときにそう言っていたはず。

「予定はあくまでも仮の計画。変更になる可能性があってあたり前だ」

「それはそうですけど。大丈夫なんですか？」

「キミは心配しなくていい」

　隼がそう言うのなら優莉は従うだけ。もともと今日はこの企画のために一日空けてある。そもそも休みの日でも特別な用事は普段からないに等しいけれど。

　それに水族館は久しぶり。お腹も満たされたし、美しい熱帯魚を見るのもいいかもしれない。

　青い光に満ちた館内に足を踏み入れると、シロイルカのレプリカが優莉たちを出迎えた。記念撮影スポットらしく、列を作って順番を待つ人がいる。

「社長、あそこで花崎さんと写真撮影しましょう」

　いきなり宇賀に話しかけられ驚く。ずっと遠くに離れていたから声をかけられるとは思いもしなかったのだ。

　ナンパのおかげで渡せずにあったお茶を優莉が差し出したら、宇賀は「え？　いいんですか？」とうれしそうに受け取った。

「社長の分はどうしますか？　私が持っていて大丈夫ですか？」

「そうだな。後でもらうよ」

　一度取り出したお茶を再びバッグに戻す。

　ほどなくして順番が回ってきて、シロイルカの前にふたり並んで立たされた。

　優莉たちの後に並ぶ人たちの視線を浴び、なんとも居心地が悪い。隣に立つのが自分には不釣り合いなイケメンだから余計だ。

「もう少しくっついてください」

「もっとにこやかに」

　宇賀から難しい指示が飛ぶごとに優莉の顔が赤くなっていく。

「社長、もっと花崎さんを抱き寄せて」

　なんて無茶苦茶な！と思ったそばから肩を引き寄せられ、左半身が隼にぴったりとくっついた。

（わわ……！　なにしてるの！）

　たくさんの好奇の目にうろたえながらぎこちない笑みを浮かべた瞬間、シャッターが連続で押された。

　一眼レフなどという本格的なカメラのせいか、「雑誌かなにかの撮影？」という声があがる。隼はそう思われて当然でも、優莉が相手では話にならない。隼を見てから優莉に視線が向き、「違うでしょ」と聞こえた。

　雑誌には違いないが、読者は極めて狭い範囲の社内報である。

　気まずい撮影をなんとか終え、ようやく奥へ足を進めていく。十メートルはあろうかと思われる大きな水槽群が並ぶ様は圧巻だ。

　珊さん瑚ごの海と銘打ち、小さな熱帯魚がひらひら泳ぐ。いちいち立ち止まって水槽をじっくりと覗き込む優莉を隼はうしろからゆっくり追いかけた。

「わぁ、きれー」

　誰に言うわけでもなく連呼する。優莉の目を一番引いたのはチンアナゴだ。細長い体が砂からにょろにょろと何本も出ていて、なんとも奇妙である。

　これに綿帽子をかぶせたら宇賀のようだなと思った矢先、「花崎さん」と宇賀本人から声をかけられた。

「な、なんでしょうか」

　あまり驚かせないでほしい。

「今度はここで記念撮影しましょう」

「え？　またですか？」

　黒子に徹すると言っていたのは戯ざれ言ごとだったのか。

　隼は肩をすくめて両手を広げる仕草をした。外国人チックなジェスチャーがよく似合う。

「はいはい、そこに並んでください」

　ほかのお客を整理して、宇賀がふたりを立たせる。大きな水槽をバックに二度目の記念撮影。「肩を抱け」だの「恋人っぽく」などと無茶振りも先ほど同様だった。

　それから再び順路に従って進んでいくと、自然の海を再現した巨大な水槽が現れた。

「うわぁ、すごーい」

　水槽の深さも広さも半端がない。これまで見てきた小さな魚ではなく、エイが空を飛ぶように泳いでいる。太陽の光が水中深くまで伸び、キラキラと輝いて美しい。

「社長はあまり興味がないですか？」

　水槽にへばりついたまま、優莉が隼に振り返る。さっきから淡々としているし反応が薄い。それともしょっちゅうデートで来ていて飽き飽きしているのか。

「魚よりキミの方が見ていて楽しい」

「あ、なんですかそれ。はしゃぎすぎって言いたいんですか？」

「小学生を引率している気分だ」

「ひどいです」

　さすがに小学生は言いすぎだろう。せめて女子高生くらいにとどめてほしい。

　優莉が眉根を寄せる。隼はクククと肩を震わせ、完全におもしろがっていた。

「もうっ」

　知らないとばかりに水槽を向くと、またもや宇賀から「記念撮影を」と声がかかる。再三にわたる撮影指示も正直面倒になってきた。

「ささ、ふたり並んでこっちを向いてください」

　渋々といった様子で並んだ隼は、突然優莉の耳元で「走るぞ」と囁いた。息がかかってドキッとしているうちに思わぬ展開となる。

「え？」

　走るってなに？と聞く間もなく、隼に手を取られて引っ張られた。反射的に出た足をそのまま前へ進める。言葉の通りに彼が走りだしたのだ。

（――手！　手がつながれてる！）

　もしかしたら高校時代の体育祭のフォークダンス以来ではないだろうか。自分とは違う体温が容赦なく優莉の鼓動を弾ませる。

「ちょっ、社長!?」

　優莉がそう叫ぶのと、宇賀が「どこ行くんですかぁ！」と叫ぶのは同時だった。

「宇賀をまくぞ」

「まくって？」

「いちいち撮影されて面倒くさいだろう？　ほら走れ走れ！」

「えぇ!?」

　人混みを器用にすり抜け、隼にぐいぐい引っ張られる。途中、人とぶつかりそうになるたびに「すみません！」と謝りながら懸命に走った。

　歩くのでさえ速い隼は、走るのも速い。どちらかといえばかけっこは得意な優莉でも、忍者のごとき身のこなしも必要となると話はべつ。

「しゃ……ちょう……まっ……！」

　言葉にすらならない。

「俺よりひと回りも若いくせに情けないぞー」

　もしかして年の差が悔しくて、わざと走らせているのではないかと勘繰りたくなる。体力に自信があるのか、息の上がった優莉に反して隼は余裕綽しゃく々しゃくだ。

　何事かと目を見張る人たちの向こうから聞こえる宇賀の声が次第に小さくなり、距離が開いたのを実感する。さらに走り続けているうちに、完全に聞こえなくなった。

「しゃ、も……いい……でしょ……」

　切れ切れの息でなんとか呼びかける。足も呼吸も限界だ。

　館内を一気に駆け抜け、広い通路に出たあたりで隼はようやく足を止めた。

　肩で大きく息をして酸素をめいっぱい肺に送り込む。その場に座り込みたいくらいにヘトヘトだ。膝に両手をついてかがむ。

　対して隼ときたら、息も大して弾んでいない。

「二十二歳の若者が情けないな」

　腕組みをして勝ち誇ったような態度なのが小こ癪しゃくだ。

「……だって、いきなり……走り……だすん、ですもん」

「ああいう場面で準備運動をしている余裕はないだろう？　それに俺も同じ条件だ」

　それはそうではあるが、ニコニコ顔で言われると素直に認められなくなる。

　息を整えて背筋を伸ばし、「行くぞ」と隼は再び歩きだした。

「宇賀に追いつかれる」

「ま、待ってくださいよー」

　急いで追いかけて隣に並ぶ。

「でも平気なんですか？」

　なにしろ社内報に掲載する記事なのだ。

「あれだけ撮影すれば十分だろ。もう作り笑いはごめんだ」

「たしかにそうですけど」

　どのみちサンドを食べて解散だったのだから、水族館での写真があれば十分かもしれない。ただ、置いてきぼりはちょっとかわいそうな気がする。

　優莉がうしろを振り返ったが、隼は「気にするな。ほら行くぞ、小学生」と手をひらひら振った。

「小学生なんてひどいですっ」

　いくらなんでもそこまで子どもではない。

　優莉が頬を膨らませて抗議したら、隼は楽しそうに笑った。

　その後、追っ手の宇賀に見つからずにイルカやアシカのショーを楽しみ、そろそろ出ようかと出入り口へ向かう。

　余裕の表情だった隼もじつは走って疲れているのか、駐車場に着いた頃に比べると歩くスピードが緩やかだ。

　途中マリンショップを見つけ、優莉はついふらりと吸い寄せられた。大きなぬいぐるみが目に入ったのだ。

　壁一面に並んだ大小様々なぬいぐるみの中で優莉の興味を引いたのは、一メートルはありそうなチンアナゴだった。

「かわいい」

　白地に黒いぶち模様。手触りもよくて気持ちがいい。優莉が撫なでまわしていると、それが両手からスルッと抜かれた。隼が取り上げたのだ。

「そんなに気に入ったのなら買ったらいい。走らせたお詫わびにプレゼントするよ」

「えっ！　そんなの大丈夫ですから！」

　あざとくおねだりしたみたいだ。走ったのはたしかに疲れたけれど、記念撮影が嫌だったのは優莉も同じ。

　手を伸ばしたが、隼はそれを高く持ち上げて優莉には届かないようにした。ぴょんと飛んでもかすりもしない。

「社長ってば！」

「いいって言ってるだろう？　かわいらしくありがとうございますって言っておけ」

　隼はかまわずレジカウンターに出し、さっさと会計を済ませる。タグにテープを貼ってもらい、優莉に手渡した。

「ありがとう、ございます」

　かわいらしいかはべつとして、ぬいぐるみを抱えたまま頭を深く下げると、隼が優莉の髪を撫でた。ポンポンではなく、わしゃわしゃと。おかげで頭を上げた優莉は髪がぐちゃぐちゃになり、それを見た隼はぷっと吹き出した。

　弄もてあそばれているのは気のせいか。

「笑うなんてひどいです」

　自由になる片手でさっと直すが、鏡がないためどんなふうになっているのかさっぱりわからない。

「でっかいぬいぐるみを抱えて、仏頂面は似合わないぞ」

　ククッと笑われた。険しい顔にさせたのは誰だというのだ。

「おっと見つかったか」

　突然、隼が真顔になる。視線の先をたどっていくと、宇賀の姿が遠くに見えた。優莉たちに気づき、「あー！　待ってくださいよー！」と片手をあげる。

「やばい。行くぞ」

「またですか!?」

　隼は優莉からチンアナゴを取り上げて小脇に抱え、再び手を取って走りだした。

　度重なる逃亡のため、さっきのようにぐんぐん進めないのがもどかしい。疲れがぶり返して足が重くなっているのだろう。これで本当に隼よりも十二歳若いのかと自分でも疑いたくなる。

　でも追っ手の宇賀も疲れは同様。差は広がらないが、縮まりもしない。

　ふたりは駐車場まで一気に駆け抜け、車に飛び込むように乗った。チンアナゴが後部座席にゴロンと転がる。

「置いていっちゃうんですか？」

　肩で息をしながら尋ねたら、隼は「もちろん」と平然と答えた。

「無人島に置いてきぼりってわけじゃないんだ。自分で帰れるだろ」

　たしかにそうには違いないが、撮影の途中で逃げたのは今さらながら申し訳ない。

　エンジンがかけられ車が発進する。

「宇賀さん、ごめんなさい」

　優莉は振り返って両手を合わせ、隼はハザードランプを三回点滅させた。ごめんと伝えたつもりだろう。

　広い駐車場を抜けて道路に出る手前の信号で止まり、隼と不意に目が合った。

　どちらからともなく笑みがこぼれ、ふたり一緒にクスクスと笑う。

「走って疲れたけど楽しかったです」

　久しぶりに鬼ごっこをした気分だ。

「だな」

「喉、渇きませんか？」

　バッグからすっかり冷めたお茶を取り出す。走って温まった体にはかえってちょうどいいかもしれない。

「サンキュ」

　隼はそれを受け取り、すぐにキャップを開けてゴクゴクと喉を鳴らした。

「しっかし二十二歳のわりに体力ないよな」

「社長こそ、三十五歳のわりに足が速いですね」

「まだ三十四だ」

　ムッとして返す隼を見て、もう一度笑いが込み上げる。

「そこ、笑う場面じゃないぞ」

　頭をコツンと小突かれ、素直に「すみません」と謝る。

　隼の目尻に浮かんだ笑みが、なぜかやけに印象的だった。










史上最悪の受難




　クールブロン本社、社長室。

　隼は昨日までの各店の管理状況をパソコンでチェックしていた。

　売上にはじまり客単価、スタッフの生産性、エリアの統括マネジャーのコメントなど多岐にわたる項目に目を通すのが毎朝の日課である。近々、居抜き物件へ新規出店の予定もあり、近隣店舗の動向も気になるところだ。

　大学を卒業後、外食業界で働いていた隼は二十八歳のときに独立。クールブロンを立ち上げ、一号店を銀ぎん座ざに構えた。フランスへ飛んで腕のいいシェフをヘッドハンティングし、満を持してのオープンだった。

　そもそもこの業界に興味を持ったのは、大学時代に高級ホテルのフレンチレストランでアルバイトをしていた経験が大きい。そこで出会ったシェフに『キミには経営の才覚がある』と言われたひと言がきっかけだった。

　たったそれだけで自分にも大きな仕事ができるかもしれないと隼が自信を持てたのは、怖いもの知らずの若さゆえだろう。でも、彼のその言葉がなければ、今の隼はなかったと言える。

　そのシェフとは年齢こそ離れていたが、彼から聞く食の話は大変興味深く、店が終わった後もよくふたりで話したものだった。

『おいしいものは世界を救う』というのが彼の口くち癖ぐせで、一時は隼にもそれが移り、なにかにつけて引用していた言葉でもある。

　一号店開店から六年、三十店舗を抱えるクールブロンの業績は現在順調に推移しているが、都心は同業他社の激戦区。昨年も関西に拠点を置くフレンチレストランが、近くに新店をオープンしたため注意が必要だ。

「社長、人事の大おお久く保ぼ部長が少しお時間を取れないかとおっしゃっております」

　ノックの後に入室してきた秘書の森もり尾お美み保ほが、ドア付近に立ってお伺いを立てる。

　すらっとしたスタイルに二重瞼まぶたのはっきりとした顔立ち。社内でも評判の美女である美保は、三十歳の既婚者だ。

　隼は通すように答え、美保と入れ違いで大久保が入ってきた。

「社長、おはようございます」

　銀縁のオーバル眼鏡が神経質そうな印象だが、整髪料で固めたオールバックというワイルドなヘアスタイルがそれを帳消しにしている。隼の大学時代の二年後輩で、頼れる男である。

「おはよう。座って」

　執務デスクの前にある黒い革張りのソファを勧め、隼は向かいに腰を下ろした。

「西にし麻あざ布ぶ店のシェフなんですが」

　西麻布店は、クールブロンの中で二番目に古い店である。シェフを務めるのは、かつて老舗ホテルのフレンチレストランでスーシェフをしていた男だ。

　大久保が神妙な表情で先を続ける。

「急きょ退職を願い出て、先月末から欠勤しておりまして」

「代わりは？」

「突然だったものですから、西麻布店のスーシェフが代行しています」

　シェフが辞める事案はクールブロンでは初。食材にこだわり腕に見合う報酬を支払っているため、満足度が高いからだと隼は自負しているが、いったいなにがあったのか。

「退職の理由は？」

「それが一身上の都合とだけ」

「引き抜きの可能性は？」

「現段階ではなんとも言えません」

　引き抜きでないとしたら、ほかにどんな理由があるだろうか。可能性としては体調不良や家族の介護といったところか。

　隼は腕を組んで考え込んだ。

「取り急ぎ、そのご報告でした。ひとまずスーシェフで回っていますので、次のシェフ候補が見つかるまではそれでいこうと考えています」

「わかった。またなにかあったら報告をよろしく」

「それからもう一点」

　大久保の顔がにわかに曇る。なにかほかにも悪い報告がある顔だ。

「ここ最近、各店で妙なクレームが頻発しております」

「妙なクレーム？」

「はい。料理に髪の毛や小さな虫が混入していると」

　異物混入はあってはならないが、まったくゼロにできないのが実情である。厨房に入る前にエアカーテンを通ったり、粘着ローラーで全身のゴミをくまなく吸着したり、髪を束ねたりしても、完全に防げるものではない。無農薬野菜を使用しているため、洗浄が不十分であると小さな虫が混入する可能性もあるだろう。

　ただ、頻発となると話はべつだ。

「衛生面に不備は？」

「細心の注意を払っています。……じつは気になる点がありまして」

　大久保はそう言って神妙そうな面持ちになった。

「各店にそのクレームを言ってくるお客の特徴が似ているんです」

「お客自ら異物を混入させていると？」

「あくまでも可能性ですが。金銭を要求するわけでもなく、店内で大きな声をあげて騒いで帰るというのも同じ。それも料理はほとんどが手つかずなんです」

　いったいなんのためにそんなことをするのか。

「各グルメサイトにも、『髪の毛が混入していてガッカリ』などという同一人物のものと思われる口コミが散見されます」

　金銭を要求してこないというのが、じつに奇妙である。そういったクレーマーの場合、料理を最後まで食べて代金を支払わないやり口がほとんど。料理を食べるのが目的でもなく、金が目あてでもない。だとすれば、店の評判を落とすのが目的だろうか。

「今後は、各店でそのお客の情報を共有して連携を図っていくように。またなにかあったら逐ちく一いち報告を頼む」

「承知いたしました」

　大久保は頭を下げ、社長室を後にした。それと入れ違いに再び美保が現れる。

「先ほど、自由が丘店の花崎さんからお電話がありました」

「花崎さん？　……あぁ彼女か」

　すぐにはピンとこなかったが、それが誰であるか思い出した。昨日の企画デートの相手だ。

「昨日はありがとうございましたというお礼でした」

「そうか」

　ソファに深く身を沈め、足を組み替えた。

　ふたりで走って逃げたのを思い返し、顔が綻ぶ。直接話せなかったのを少なからず残念に思う自分がいた。

（ひと回りも年下を相手にして声が聞きたかったなんておかしいだろ）

　急いで自分の気持ちを否定する。

「それから、総務部の宇賀さんが少しお時間をいただけないかと」

　美保のうしろから、首を伸ばして社長室内を覗く宇賀の顔が見えた。用件は聞かなくてもわかる。昨日の件に違いない。

「いいよ。通して」

　隼がそう答えるや否や、宇賀が中に入ってくる。

「社長、昨日はひどいじゃないですかぁ」

　やはりそうだった。水族館に置き去りにしたため、恨み言を言いに来たのだ。

　宇賀は「失礼します」とひと言断り、隼の言葉も待たずに向かいのソファに腰を下ろした。

「悪かった。あんまり写真ばかり撮られたから、つい逃げたくなった」

「取材なんですからあたり前じゃないですか」

「でも、あれだけ撮れば記事に支障はないだろう？」

「まぁそうですけど」

　不満そうではあるが、そこまで怒ってもいないようだ。

「一応確認しますが、昨日のデート企画は記事にしてもよろしいんですよね？」

「そのために同行したんじゃなかったのか」

「そうなんですが、ふたり揃って行方をくらませたから、なにか掲載してはまずい事情でもあるのかと思いまして」

　なるほど。宇賀のいないところでふたりきりになりたかったとか、やましい展開になったのではないかと言いたいらしい。

「そんなものはない」

　隼は手をひらりと振って否定した。

「水族館を出た後、彼女をアパートまで送り届けて終わりだよ」

　パティスリーを何軒かはしごしたことは言わずにおいた。それも取材したかったのにと不満を言われたらかなわない。

「そうですか」

　納得したのかしないのか定かではないが、宇賀は一拍おいてさらに続けた。

「だけど社長、とても楽しんでいらっしゃいましたよね」

「そうか？」

　隼にもその自覚はあったが、とぼけて聞き返した。面倒なだけだと思っていた企画が、思いのほか楽しかったのだ。

　ひと回りも年下のせいか、小学校の先生気分というか保護者気分というか。まるで子どものように笑ったり怒ったり、くるくる表情を変える優莉は一緒にいて飽きなかった。いつどこにいても注目の的になりがちな隼だが、優莉が彼にまったく興味を示さないから気楽だったのもあるだろう。

　クラブハウスサンドをおいしそうに食べる顔や、ぬいぐるみを抱いてニコニコする顔はまさしく子どもそのもの。そんな無邪気な顔が蘇よみがえり、思わずふっと笑みを漏らすと、宇賀が「なんですか？」と首を傾げる。

「いや、なんでもない」

　口元を引きしめて取り繕ったが、優莉の髪を撫でてぐちゃぐちゃにしたときのふくれっ面を思い出して、隼は再び笑顔になった。




＊　＊　＊




　テラコッタカラーの壁にアンティークレンガをアクセントで配し、真っ青なドアが人目を引くクールブロン自由が丘店。おしゃれな街並みに溶け込む美しい外観は、優莉の働く店である。

　店内は壁全体にエイジング加工が施され、木目調のテーブルにビビッドなブルーの椅子、天井から吊るされたペンダントライトも同色で統一。夜には本格的なフレンチを楽しめるが、日替わりのランチメニューであれば千五百円から食べられるスタイルは幅広い年齢層から支持されている。

　流行に左右されず、季節感と素材の持ち味を引き出す料理は手間暇かけて丁寧に作り込まれたもの。クオリティを保ちつつ気楽にフレンチを楽しんでもらおうというのが、社長である隼の考えだ。

　真っ白なシャツに赤いベストのユニフォームを着た優莉はホール担当。ランチタイムを迎えて十あるテーブルは満席である。

「本日の日替わりは、豚のバスク風ローストです」

　メニュー表を差し出しながら、ＯＬ風のふたり組に料理の説明も付け加える。

「しっとりと脂身まで甘い豚肉にスパイシーに味付けしたパプリカを添えた料理ですが、甘さと辛みのバランスが絶妙です」

　ここで出される料理はどれも天下一品だ。優莉は常々そう思っている。

　クールブロンへ入社したいと思ったのも、はじめて食べた料理があまりにもおいしかったから。大学入学のお祝いで母親が奮発して、クールブロンで本格フレンチディナーを食べさせてくれたのだ。そのときの味は今でもよく覚えている。

　ふたり組の女性客から日替わりの注文を受けて厨房に伝えると、明日美がそばに寄ってきた。

「昨日の社長とのデートはどうだったの？　私、昨日夜遅くまで報告を待ってたんだけど」

　小声で苦情の申し立てだ。

　隼とのデートは社内では周知の事実。同じ店に勤める仲良しの明日美は、当然ながらそれが昨日だとも知っている。

「ごめんね。すごく疲れちゃって、お風呂に入ってすぐに寝ちゃったの」

　ただでさえよく知らない隼との慣れないデートのうえ、写真撮影付き。さらに猛ダッシュを二本も決めればくたくたになるのもあたり前だろう。

　昨日は宇賀から逃げるようにして水族館を出た後、おいしいパティスリーを何軒かはしごしてから、隼にアパートまで送り届けてもらった。

　夕食はどうするかと聞かれたものの、あれこれ欲張ってスイーツを食べたせいでお腹はいっぱい。午後七時には帰宅していた。

　最初はあまり時間を取られたくなさそうな感じの隼だったが、終わってみれば半日近く一緒に過ごしたことになる。

　今日は出勤してから、まず本社の宇賀に謝罪の連絡を入れた。社長の隼ならまだしも、優莉は逃げたままにしておけない。

　電話口で平身低頭謝ったが、意外にもそれほど怒った様子はなかった。水族館で撮った写真があれば、原稿はなんとかなるという。

『それにしてもずいぶんと楽しそうでしたね』

　宇賀にそう言われたときにはドキッとした。

　行くまでは気が重くて仕方のないデートだったが、おいしいクラブハウスサンドを食べられたし、チンアナゴのぬいぐるみも買ってもらえた。そのうえスイーツ三ざん昧まいとおいしいものづくしで、優莉にとってうれしい一日だったのは事実。

　鬼役の宇賀から逃げたハプニングも、今となってはいい思い出になった気がする。そういった点では特別賞を存分に楽しんだといってもいい。

　宇賀との話を終え、隼にも念のためお礼を言っておこうと本社に電話をかけなおしたが、打ち合わせ中だったため秘書の女性に伝言をお願いした。

「仕事が終わったらじっくり聞かせてよね？」

　明日美に念押しされ、なんとなく照れくさい思いで「うん」とうなずく。

　そこからは、無駄話はシャットダウン。完成した料理をお客へせっせと運んだ。




　その夜、出勤してきたアルバイトに仕事を引き継ぎ、優莉が明日美と店を出たのは八時を回った頃だった。

　乾燥して冷えた空気が頬を刺す。暖かい店から出たせいか、寒さが余計身に染みる。首に巻いていたマフラーを口元まで上げ、駅に向かって歩きだした。

　夕食には店でまかない飯が出され、お腹は十分に満たされている。レストラン勤務はこれがあるからたまらない。優莉にとってはなによりの福利厚生だ。

　今夜のまかないは、ご飯をくるんだロールキャベツだった。トマトベースのスープに野菜のうまみがじんわりと染み出て濃厚。明日もまたがんばろうと思える一品だ。

　本当においしかったなぁと思い出していたら、明日美から早速質問攻めにされた。

「それでどうだったのよ、デートは。どこに行ったの？　なにした？　社長、どんな感じだった？」

「そんなにいっぺんに聞かれても」

　優莉がクスクス笑う。

「だって全世界の女子憧れの霧生社長とのデートだよ？　気になるじゃない」

　明日美は頬を膨らませた。

　ちょっと大げさな気もしたが、優莉が離れた隙にナンパされるあたりは全世界の女子の憧れといっても過言ではないのかもしれない。歩いている途中もチラチラと熱い視線を浴びていた。

「で、どこ行ったの？」

「水族館」

「キャー！　デートの定番じゃない！」

　バシッと腕を叩かれてついよろける。踏ん張ったせいか、軽く筋肉痛のふくらはぎに痛みが走った。それもこれも昨日いきなり走ったせいだろう。

「魚が目的じゃなかったんだけど」

「じゃあなによ」

「私がおいしいものを食べたいって言ったらそこだったの」

「なのにレストランじゃなくて水族館？」

　明日美は不思議そうに目をまたたかせた。

「移動販売車っていうの？　そこで売ってるクラブハウスサンドを食べさせてもらったの」

「へぇ。なんかちょっと意外。高級レストランでも行ったのかと思った」

　隼の肩書きから想像するのは、どちらかといえばそうだろう。優莉もはじめはそう思っていた。手軽な食べ物をチョイスするイメージがなかったのだ。高級レストランに入れる服装ではなかったため、隼が優莉に合わせてランクを下げたのだろうけれど。

「でもね、すっごくおいしかったの」

　サンドイッチがあそこまでおいしいものだとは思っていなかった。軽く見ていてごめんなさいと謝りたい。

「それからなにしたの？」

「水族館をちょこっと見て……それでおしまい」

　簡単に説明して終わらせる。

「え？　それだけ？」

「うん」

　細かく話せばそれだけではないが、なんとなく省略した。

「手をつないだりとかしなかった？」

「えっ!?」

　ロマンチックにつないだのとはわけが違うとしても、ギクッとしたのは否めない。でもそれは足の遅い優莉を引っ張るため。犬の散歩で使うリードの役目だ。

「やだ、つないだの!?」

　聞いておいて驚かないでほしい。

「ま、まさか！　つ、つないでないよっ」

　ここで正直に話したら、リード同然だとしても明日美は興奮して悲鳴をあげるだろう。そんな事態は避けたい。

「えー？　ほんとにー？」

　目を細めた明日美が追及するように顔を覗き込む。

「ほ、ほんとだってば」

　頬が熱いのは、冷たい空気に反発して血流が巡めぐっているから。隼とつないだ手の感触が蘇ったせいでは決してない。

「社内報が出ればわかるからっ」

　何枚か撮影したぎこちないふたりの写真を見れば、デートとは程遠いものだったとわかるだろう。父と娘。――いや、さすがにそれは厳しいにしても、教師と生徒のようなものだったと。事実、彼には何度か小学生だとからかわれたくらいだ。

　あれが全社員の目に晒されるのかと思うと、いたたまれない気持ちになる。

「はぁ、それにしても本当に羨ましい！」

「明日美には彼氏がいるでしょ？」

「それとこれとはべつなのー」

　そのあたりが優莉にはさっぱり理解できない。

（彼氏がいたら、ほかの男の人なんてどうでもいいものじゃないの？）

　首を捻ってみてもわからない。それもこれも恋愛経験の乏しさのせいだろうが、そこまで女性の心を虜にする隼は罪作りだと思わずにはいられなかった。




　路線の違う明日美と駅で別れ、二十分電車に揺られる。改札を抜けて駅を出て、十分歩いた場所に優莉のアパートはある。

　マフラーを巻きなおして歩いていると、遠くからけたたましいサイレンの音が近づいてきた。一台や二台ではない。消防車が優莉の横を進行方向に四台も通過していく。

「火事？」

　空気が乾ききっているこの時季は枯れ草からも自然に発火するそうだから、そういった類たぐいだろうか。

「そのわりには消防車の台数が多いかな」

　独り言をポツリと呟きながら歩き続けていたが、次第に鼻先を煙の臭いがかすめる。目の前の空に黒煙が上がり、建物の隙間から炎も見えた。

「えっ、まさか違うよね」

　優莉のアパートの方角だったのだ。

　自然と歩調が速くなり、次第に駆け足になる。心臓はドクドクと嫌な音を立てて早鐘を打ちはじめた。

　アパートに近づくにつれ予感が現実に変わっていく。

「すみません、通してください」

　野次馬たちの間をすり抜け、人だかりの一番前までようやくたどり着いた優莉は、目の前の光景に呆然とするしかなかった。住んでいるアパートが燃えさかる炎に包まれていたのだ。

（嘘、でしょ……）

　消防車からの放水が幾重にも伸びる。

　黒煙を上げて燃えるアパートはみるみるうちに外壁がなくなり、原形を失っていく。離れて立つ優莉まで焼かれるのではないかと思うほど熱かった。

　膝から力が抜け、その場に崩れ落ちそうになったそのとき――。

「おい、大丈夫か」

　腕を掴つかまれ、なんとか踏みとどまる。

「……社長？」

　隼だった。なぜ彼がここに。

「あれ、キミの住んでるアパートじゃないのか？」

「そう、なんです。帰ってきたらこんな騒ぎになっていて……」

（いったいどうしたらいいの？）

　頭の中は真っ白でなにも考えられない。

　轟ごう々ごうと音を立てて燃え上がる炎が、消防車の放水を浴びて徐々に勢いを失っていく。なす術もなく、ふたり並んで鎮火していく様子をただただ見守った。

「行くあては？」

　隼にそう聞かれてはじめて、今夜寝る場所がないのだと気づく。

　優莉の実家は沖おき縄なわで、明日美は実家暮らしだ。大学時代に仲のよかった友人は、地元へＵターン就職をした。

　力なく首を横に振る。頼るあてはどこにもない。困り果てて体から力が抜けていく。

「俺のところに来るか」

（俺のところって……？　なにを言ってるの？）

　疑問形ではなく断定的な言い方に戸惑う。

「あの、もう一度言っていただけますか？」

「だから、俺のマンションに来るかって。ほかにないならそれしかないだろう」

「いえいえ、そういうわけにはいきません」

　いくらなんでも勤め先の社長のマンションに泊めてもらうなんてできない。

「今夜はホテルにでも」

　そこまで言ってから、がさがさとバッグを漁って財布を取り出す。中身を確認してみたら、千円札が一枚、二枚、三枚……それしかない。あとは小銭がわずかにあるだけ。これではビジネスホテルにも泊まれないだろう。

　事情があって普段から慎ましく生活している優莉は、クレジットカードも持ち合わせておらず現金だけが頼みの綱なのだ。

「漫喫なら――」

　そう言いかけた優莉の腕をむんずと掴み、「いいから行くぞ」と隼は歩きだした。

「えっ、しゃ、社長、待ってくださいっ」

「三千円でどこに行くって言うんだよ」

　財布の中身をばっちり見られていたようだ。あまりにも寂しい懐事情を知られて恥ずかしくなる。せめて一万円、いや五千円あれば格好がついたのにと悔やんでならない。三千円では子どもの小遣いだ。

「でもっ、あそこを離れて大丈夫でしょうか。住人と連絡がつかなくて困るかも」

「今夜は消火のゴタゴタでそれどころじゃないだろう。明日の朝一番にアパートの管理会社に連絡を入れればいい」

「そう、ですか。でも――」

「まだなにかあるのか」

　ズンズン歩きながら隼がチラッと優莉を振り返る。

「本当にいいんですか？」

「キミが公園で野宿でもして凍死したら夢見が悪い」

　そうまで言ってもらったら甘える以外にないだろう。少ない所持金でみじめな優莉にはありがたい話だ。

「……すみません、お世話になります」

　優莉がしょぼんと頭を下げると、隼が立ち止まった。

「乗って」

　昨日も乗った隼の車が道路脇に停まっていた。ここから現場まで歩いたらしい。

　エンジンがかけられ、野次馬を避けながらゆっくりと発車する。

「社長はどうしてここに？」

「仕事帰りに通ったら騒ぎに遭遇してね。キミのアパートの近くだったからまさかと思って」

「ありがとうございます」

（わざわざ車を降りてまで確認してくれるなんて。ただ、今夜はいいとしても、明日からどうしよう……）

　残っているものは優莉の体ひとつとバッグの中身だけ。アパートの部屋にはもともと大した荷物はないが、下着も洋服もすべて灰となって消えてしまった。

　結論を導き出せないまま肩を落としていると、コンビニの駐車場に停車する。

　なにか買い物があるのだろうとぼんやりしていたら、「降りないのか？」とシートベルトを外した彼が優莉を見る。

「え？　トイレなら大丈夫です」

「そうじゃない。下着とか必要じゃないのか？」

（――し、下着！）

「あっ、い、いります！」

　とんちんかんな答えをした自分が恥ずかしい。隼の言う通りだ。茫然自失の状態で、そこまで気が回らなかった。

　そしてそうした気遣いができる隼には感心しかない。これが大人の余裕というものなのだろうか。

　カゴを片手に下着や歯ブラシセット、コスメの類を入れていく。普段だったら絶対にコンビニで買わないようなものばかりだ。

（三千円で足りるかな……）

　不安になりながらレジにカゴを置いたら、隼が「これも一緒にお願いします」と飴あめの袋をカウンターに置いた。

「車に先に戻ってな」

　支払いは隼がすると言うのだろう。

「でも」

　ほとんどが優莉のものなのに払わないわけにはいかない。

「ここはいいから」

　優しく制され、ためらいながらも「よろしくお願いします」と引き下がり、言われた通り車で待った。

　ほどなくして戻った隼は買ったばかりの飴の袋を開け、その中からひとつを優莉に差し出した。

「ありがとうございます」

　飴玉ひとつなのに妙にうれしい。こんなときだからなおさらかもしれない。

「それだけで笑顔になるんだから、キミはちょろいな」

「なっ、ひどいです」

　意地悪を言っておきながら、隼の顔がやけに優しい。

（もしかして元気づけてくれたの？）

　心がくすぐられた直後、「小学生と同じだ」とからかわれ、すぐに優しさとは違うと思いなおした。










ひとつ屋根の下の甘い誘惑




「……え、ここですか」

　十分ほど走って到着したのは、車のフロントガラスから見上げてもてっぺんが見えないほど高いタワーマンションだった。

　優莉がポカンと口を開けているうちに、吸い込まれるようにして地下の駐車場に入っていく。車を降りて乗ったエレベーターは、階数表示が三十五のフロアでポンと軽い音を立てて止まった。

　分厚い絨毯が敷き詰められた通路をキョロキョロしながら進む。隼がいきなり立ち止まったため、惰性でその背中にぶつかった。

「すみません」

　急いで一歩足を引き、肩越しに優莉を振り返った隼に謝る。

「今さらなのですが、彼女さんは大丈夫ですか？」

　いくら焼け出された社員とはいえ、優莉は異性だ。マンションに泊めたら問題になるのではと心配になる。

「いないよ」

「今、お部屋にいなくても、私を泊めたと後で知ったら」

　きっとひどく傷つくはずだ。自分がその原因になるのかと思うと胸が痛い。

「だからいないんだ。部屋にいないんじゃなく存在自体がいない」

「ええ!?」

　目をまん丸にむき、素っ頓狂な声が出る。

「そんなに驚くか？」

「だって社長、とってもモテるから。恋愛経験も豊富そうですし彼女がいて当然だなって」

「モテるにはモテる」

　そこは否定しないようだ。

「でも恋愛経験は普通。特別豊富なわけじゃない。ほら入って」

　ドアを開いて優莉を招き入れる。

　恋人がいないとわかり、ホッとした。

「すみません、お邪魔します」

　優莉が入った途端、センサーライトが灯り、玄関が明るくなる。ホールと呼ぶにふさわしいそこは、アンティーク調のブラケットからやわらかな光が注ぐ広い空間だった。白いフロアタイルに白い壁のためか、明るく開放的な感じがする。

　隼について奥へ入っていくと、ドアを開けた先はリビングだった。グレーとブラウンのコーナーソファが白い部屋によく映える。

（三十畳？　ううん、もっとありそう）

　とにかく広く、ハイセンスな印象だ。大きな三面の窓の向こうには星ほし屑くずのような夜景が広がっていた。

「ホテルのスイートみたい」

「泊まった経験があるのか」

　ボソッと呟いた独り言を隼が拾う。

「あ、いえ、イメージです」

　いきなり人を招き入れても困らない部屋に住んでいるのは羨ましい。

　そこでふと、自分のアパートは焼け落ちたのだと思い出して、とても悲しい気持ちになる。

「なにか飲むか？」

「大丈夫です」

「それじゃ、すぐにお風呂の準備をするから入るといい」

「お、お風呂」

　そう言われて全身に緊張が走る。

　恋人がどうとかいう話をたった今していたから、いきなり自分が壇上に上げられたような気分だ。バッグを胸に抱えて一歩後ずさった。

「なにか妙な想像をしただろう」

　ニヤッと笑う隼に「し、してません！」と首をぶんぶん横に振る。

　これまで接点が全然なく知らなかったが、隼はちょっと意地悪だ。優莉をからかって遊んでいるようにしか思えない。

「ご要望とあればいくらでも、なんでもするけど？」

（いくらでもって？　なんでもって？）

　いきなり〝雄〟のような態度をとられて鼓動が速まる。

「要望なんてないですっ」

　間合いを詰めた隼の前から、とっさにぴょんと飛び退のいた。反動でぐらついたが、隼が腕を掴んでくれたおかげで体勢を立てなおす。

「それくらい元気があるのなら大丈夫だな」

「……え？」

「ま、あんまり落ち込むな」

　水族館でされたときのようにわしゃわしゃと髪を撫でまわされ、最後にリズムよくポンポンとされる。

　ニコッと笑った隼はバスルームへ向かった。

（……もしかして励ましてくれたの？）

　その背中をボーッと見つめながら考える。

　さっきの飴といい、隼なりに元気づけようとしてくれているのかもしれない。

　そういえば、まだきちんとお礼もしていなかった。行くあてのない自分をマンションまで連れてきてくれた隼に、ありがとうも言っていない。

（お風呂から出たらしっかり言おう）

　うん、と力強くうなずき、隼に呼ばれてバスルームへ向かった。

　パウダールームとの間がガラス張りになったラグジュアリーなバスルームは、温かな色味のタイルが優しさを感じさせホッとする。

　なみなみとお湯を注がれた楕円形のバスタブで冷えた体をゆっくり温めたおかげで、火事のショックもずいぶんと和らいだ。

　コンビニで買えたのは下着まで。用意されていたスエットを着て優莉がリビングへ戻ると、その姿を見た隼はぷっと吹き出した。

「丈、ぴったりだな。それ、俺の夏用の半ズボン」

「えっ、半ズボン、ですか……」

　目を落として自分を見たら、裾は足首付近までしっかりとある。これが半ズボンだとは信じられない。まるで父親のトランクスを穿いた幼児そのもの。優莉の足は隼の足の半分の長さということだ。

　スタイルの違いをまざまざと見せつけられ、軽くショックを受けた。

「ほら、袖はもっとまくらないと手が出ないだろ」

　一瞬のうちに優莉の目の前にやってきた隼が、くしゃっとまとめただけの袖を綺麗に折りたたんでいく。

「……お手数をおかけします」

「いきなりしおらしいな」

　クスッと笑って、「よし、できたぞ」と優莉をソファに座らせる。そしてキッチンへ行った隼は、しばらくしてカップ持参で戻った。

「これでも飲んでゆっくりしてな」

　差し出されたカップは、白い泡の上に茶色いパウダーがかかっている。

「俺特製のホットミルクシナモンだ。心して飲むといい」

　意外なものが出てきた。てっきりコーヒーか紅茶だと思っていたのだ。それもシナモン入りのホットミルクなんて優莉ははじめて。

「いただきます」

「ホットミルクにはリラックス作用や安眠効果があるから、ゆっくり眠れるだろ」

　悲惨な目にあった優莉を気遣ってわざわざ作ったのだと知り、心をくすぐられた。

「お子様にはミルクがお似合いだからな」

　また意地悪を言う。そのひと言がなければ最高だったのに。

「十二歳年上の社長には、戻りたくても戻れない年齢ですみません」

　ついノリで言い返した。

　直後に目が合い、ふっと笑い合う。意図せずほんわかとした空気が舞い降りた。

「社長、今日は本当にありがとうございました」

　カップを持ったまま頭を下げる。

「改まってなんだ」

「混乱して、きちんとお礼も伝えていなかったので。今夜ひと晩、お世話になります」

「もういいから、それ飲んでおけ。俺も風呂入ってくるから」

　そう言って隼はちょっと照れくさそうにバスルームへ消えた。

　彼が淹いれてくれたホットミルクは、シナモンが効いた優しい味だった。




　数十分後、入浴を終えた隼に「寝るぞ」と案内されたのは、大きなベッドと幾何学模様の絵画が飾られただけのシンプルな部屋だった。

「ここに私ひとりで寝てもいいんですか？」

　これはキングサイズだろうか。ひとり用にしてはとても広い。

　ゲストルームにもこのクラスを置くなんて贅沢。さすが社長だと感心してしまう。

「なにを言ってるんだ。ここは俺のベッドルーム」

「あ、そうですよね。私がここのわけが――」

「キミもここだ」

「……はい？」

　聞き捨てならない言葉をかけられ、ワンテンポ遅れて聞き返した。

「空いてる部屋はあるが余分な布団や毛布はないんだ。だから、ここで一緒に寝る以外にない」

「や、でも……」

（いくらなんでも同じベッドなんて！）

　反射的にあらぬ妄想がよぎったため、追い出すべくぶんぶん頭を振る。

「ったく、どんな想像してるんだよ」

「へっ？」

　隼にコツンと小突かれた頭を反射的に両手でかばった。

「想像したみたいなことをしてほしかったら、もう少し色気を身につけた方がいい」

　目を細めた意地悪な顔をして隼がニヤッと笑う。

　頭の中を見透かされて恥ずかしい。

「そ、そんなのわかってますからっ。子どもっぽくてどうもすみません」

　やけになって言い返した。これでは本当に子どもと同じだ。

　クククと笑った隼の肩が揺れる。

　恩人でもあり、社長という大それた相手に対してどうかと思うが、なんだかちょっと悔しい。

　隼が自分を女性として見ていないのは百も承知。ただ条件反射で変な想像をしただけに過ぎない。

「それじゃ、俺は先に寝るぞ」

　リモコンで段階的に明かりを落とし、隼がベッドにもぐり込む。

「わ、私も寝ます！」

　負けずに反対側に回り、勢いに任せて優莉もシーツと毛布の間に体を滑り込ませた。

　ひやりとした感触は最初だけ。すぐに全身が温かくなっていく。

　ほどよいスプリングは寝心地がとてもいいが、暗闇に包まれたせいか火事ですべてを失ったのだと思い出す。明日からいったいどうしたらいいのか。

（……すべて？）

　なにかが心に引っかかった次の瞬間、とても大切なことを思い出した。

「やだ！　どうしよう！」

　がばっと起き上がる。

「なんの騒ぎだ」

　隼も片方の肘をついて上体を少し起こした。

「大変なんです」

「なにが」

「チンアナゴが」

「……チンアナゴ？」

　隼は眉根を寄せて首を捻った。

「社長に買っていただいた抱き枕のぬいぐるみです」

「あぁ、あれか」

「それが火事で……」

　アパートもろとも焼けてしまった。

「なにかと思えば、そんなことか」

「せっかく社長に買っていただいたのに」

　それも昨日買ったばかりのものだ。

「キミが丸焦げにならなかったんだからよかったじゃないか」

「それはそうですけどっ」

　勤め先の社長とはいえ、はじめて異性からプレゼントされたものだったのだ。特別な相手でなくても、うれしいことに変わりはない。

　意気消沈してがっくりと肩を落とした。

「あれがないと寂しくて眠れないなら、俺がぎゅっとしてあげようか」

　肘をついた手に頭をのせ、隼が楽しげに微笑む。

「ほら、おいで」

　腕まで広げ、受け入れ態勢は万全だ。

　からかわれているのはわかっているのに、顔がカーッと熱くなった。

「な、なにを言ってるんですか！　だだだ大丈夫です。眠れますから」

　勢いよく布団を頭までかぶり、隼に背を向けて目を硬く閉じる。

　こんな状況でそんなふうに言うのはやめてほしい。きっとあたふたと慌てる自分を見ておもしろがっているのだろう。背後で隼が笑っている気がしてならない。

　余計に意識してたまらず悶もん々もんとする。鎮まって！という願いと裏腹に鼓動は大暴れだった。

（こんな状態では朝まで眠れないかも……）

　そう考えていたのに、優莉は数分と経たないうちに眠りの波にさらわれていった。
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　翌朝、目覚めた隼は隣の優莉に気づき、一瞬頭が混乱した。ハッとして上体を起こし、事態を把握する。

（……そうか、そうだった）

　寝ているうちに、昨夜彼女を泊めたのをうっかり忘れていたのだ。

　家を焼け出された優莉を隼がここへ連れてきたのは、困っている社員を放っておけないという純粋な親切心からだった。

　彼女はひと回りも年下。妙な気も起こらないだろうと一緒のベッドに寝たが、女性とひと晩ふたりで過ごして本当になにも起こらなかったのははじめてだ。

　自分の顔を手で撫で、髪をかき上げる。深く息を吐いて、改めて彼女を見た。

　隼の方に体を向け一定のリズムで呼吸を繰り返す優莉は、未だ夢の中だ。口を半開きにした姿を見て、ついふっと笑みが漏れる。

（ずいぶんと気持ちよさそうだな）

　無邪気に寝ている優莉がかわいくて、ベッドサイドに置いていたスマートフォンを手に取り、思わず彼女を撮影した。

　予想以上に大きくカシャッと音が鳴り、柄にもなく焦る。その瞬間ピクッと優莉の瞼が動いたが目覚める様子はなく、ホッと胸を撫で下ろした。

（……俺、なにしてんだ）

「コーヒーでも淹れよう」

　ベッドを降り、冴えない頭を振りながらリビングへ向かった。




＊　＊　＊




　瞼に注ぐ光が少しずつ優莉に覚醒を促していく。

　張りのあるなめらかなシーツの肌触りに違和感を抱きながら、うっすら目を開けた。

「……あれ？」

　見覚えのない天井と壁が目に入った次の瞬間、布団を蹴散らして飛び起きる。自分が今どこにいるのか思い出したのだ。

（社長は!?）

　隣のスペースにその姿はない。

　寝起きのためおぼつかない足取りでベッドルームを出ると、彼はキッチンにいた。すでにスーツに着替えている。

「おはよう」

　優莉に気づいて上げた顔の爽やかさに心ならずもドキッとする。キラキラと音でもしそうだ。

「……おはようございます」

　ペコッと頭を下げ、とぼとぼとリビングを横切る。

「頭がすごいぞ」

「え？」

「ぐちゃぐちゃだ」

「ほんとですか!?」

　慌てて手で髪を整えるが、鏡がなければどうなっているのかさっぱりわからない。

「起こしてくださればよかったのに」

　そうすればもう少しマシな自分を見せられただろうに。とはいえ、もとの姿はどうにもならないが。

「よく寝てたからね」

　クスッと笑うと、隼はキッチンカウンターに置いていた自分のスマートフォンを手に優莉のもとへやってきた。ぬっと突き出された画面を見て目が点になる。

「えっ、ちょっとそれなんですか!?」

　優莉の顔が表示されていたのだ。それも決して美しいとは言えないひどい寝顔だ。

　優莉が声を荒あららげた途端、隼がスマートフォンをひょいと遠ざける。

「あんまり気持ちよさそうな顔して寝てたから撮ってみた」

「やだ、今すぐそんなの消してください」

　誰かべつの人に見せられたらと思うと気が気じゃない。

「後で」

「やだ、消してくださいってば」

「だから後で」

「今すぐにしてください」

　押し問答を繰り返す。

　優莉がいくら懇願しても、隼はいたずらっぽく笑うばかり。スマートフォンをポケットに突っ込んで隠してしまった。

「コーヒー飲むか？」

　話題を変えてキッチンへ向かった隼はコーヒーサーバーを持ち上げた。

　むぅと唇を引き結んで隼を見る。

「いただきます」

　低い声で返事をした。

「そんな怖い顔するなよ」

「もともとそういう顔なんです」

「眉間の皺しわが取れなくなるぞ」

「社長と違って若いから大丈夫です」

　せめてもの反撃だった。

　ところが隼は、不満そうに「悪かったな、十二歳も年上で」と言い返してきたわりには、軽くあしらって終わり。全然こたえていない様子だった。お子様の優莉に言われても痛くもかゆくもないのだろう。

「悪いが朝食は食べない主義なんだ」

　ダイニングテーブルにコーヒーカップを置き、隼は腰を下ろした。

　顔を洗ってからにしようとパウダールームを借りたら、本当にひどい髪の毛だった。隼の言っていた通りぐちゃぐちゃだ。どう寝たらそうなるのかと自分に問いたい。

　水で髪を濡らして借りたドライヤーでブローをし、なんとか見られるように整えてからダイニングへ戻った。

　隼の向かいに置かれたコーヒーの前に座り、「いただきます」と口をつける。ブラックは苦いが、わがままを言って砂糖をもらえる立場ではない。

「今日は仕事を休むんだろう？」

　当然のように聞かれ、首を横に振った。

「急に休んだら迷惑をかけてしまいます」

「火事で家を焼け出されたのに、それどころじゃないだろう」

　そう言われて、これからどうしようかと不安がぶり返してくる。一夜明けたからこそ現実味を帯びてきたといったらいいのか。

　やはり今日は休ませてもらおうか。アパートの管理会社にも連絡しなければならないし、これから住む場所もなんとかしなくてはならない。なにしろこのマンションを一歩出たら、帰る家がないのだから。

　今すぐ住めるアパートなんて見つかるだろうか。見つかったとしても、家財道具も全部燃えたから買いなおしだ。

「多少は貯金もしているんだろう？　冬のボーナスも先月支給されたし。通帳が焼けたとしても銀行へ行けばなんとかしてくれるはずだ」

「貯金、ですか……」

「もしかして、ないのか」

　隼がコトッと音を立ててカップをテーブルに置く。優莉の落胆ぶりで察したのか、問いかけではなく断定的な言い方だった。

「……はい」

　ため息と一緒に吐き出すように答える。貯金は限りなくゼロに近い。

「意外と浪費家なんだ」

「ち、違いますっ」

「財布に入っていた三千円が全財産だろう？」

「それはそうなんですけど……」

　三千円が耳に痛い。キャッシュカードは財布の中に入っていても、引き出せるお金はほとんど残ってないのだ。

「でも使いすぎたわけじゃありません」

　浪費家という言葉があまりにもショックで弁解したくなる。

「それじゃ自然に蒸発でもしたとか」

「社長、ひどい。……学費なのに」

　馬鹿にしたような言い方はあんまりだ。

「……学費？」

　隼はポツリと繰り返し、椅子の背もたれから体を起こす。組んだ手をテーブルの上に置いた。

「妹が専門学校に通っているので」

「その学費をキミが？」

　聞き返されてコクンとうなずく。

　妹の真由香は地元の沖縄で製菓の専門学校に通っている。将来はパティシエになるのが夢なのだ。

「ご両親は？」

「母はいますが、父は私が小さいときに亡くなりました」

　父親が健在だった頃は東とう京きょうに住んでいたが、亡くなった後は母親の実家がある沖縄に引っ越し、高校卒業までそこで過ごしていた。といっても沖縄の祖父母もとっくに亡くなっており、頼れる伝つ手てがあるわけでもなかったが。

　優莉は大学入学と同時に上京し、奨学金とアルバイトでなんとか卒業した。その奨学金の返済と妹の学費を支払うために、生活をできるだけ切り詰めているのだ。

　そこへきて火事ですべて燃え、とてもじゃないが生活の再建は無理だろう。

「そうだったのか……。浪費家なんて言って悪かった。ごめん」

　神妙な顔をして隼が頭を下げる。

　からかわれてばかりだったため素直に謝られるとは思いもせず、逆に居心地が悪い。

「いえそんな、大丈夫ですから」

　手をひらひらと振って笑顔を作る。

　家庭の事情だから知らなくて当然だ。まさか優莉が妹の学費を払っているなんて、誰も思わないだろう。仲良くしている明日美にだって話していない。

「ここにいろ」

　隼が真顔でとんでもない発言をした。

「……え？　ここって」

「だからここだ。俺のマンション」

　人差し指を下に二度向けて〝ここ〟と強調する。

（ええっ、社長のマンションに住めって!?）

「いえいえいえ！　そんなわけにはいかないです」

「だが金がなければ、ほかに手立てがないだろう。生活を立て直す資金ができるまでここにいたらいい。ひどいことを言ったお詫びだ」

「でもそんな迷惑を社長におかけするなんてできません」

　ひと晩泊めてもらっただけでも大変な事態なのに資金ができるまでといったら、それこそ何カ月かかるのか。優莉には想像もつかない。

「俺がいいと言っているんだ。迷う必要はない。それとも路上生活の方がいいのか？」

　テーブルに身を乗り出し、優莉の顔をじっと見る。

「路上、生活……」

「そうだ。段ボールで家を作って、そこから仕事に行くか？」

　優莉の頭の中にテレビのドキュメンタリー番組で見た映像が浮かぶ。そういった生活を余儀なくされている人たちを馬鹿にするわけではないが、優莉にはとうていできるものではない。

　うつむき、力なく首を横に振る。

「それならここにいるしかないだろ」

　お金がない。路上生活は無理。そうなるとほかに手立てがないのもたしか。

「……でも本当にいいんですか？」

　そう確認せずにはいられない。自分の会社の社員を、しかも女子社員をマンションに置くなんて簡単に決めて平気なのか。

「大丈夫だ。ここにいろ」

　隼の頼もしいひと言が優莉の背中をそっと押す。

　とても優しい顔だったため、心臓が誤作動を起こしてきゅううんなんて音を立てた。

「ありがとうございます！　どうぞよろしくお願いいたします！」

　立ち上がって頭を深く下げる。本当に感謝しかない。

「まずは店に欠勤の連絡をして、それからアパートの管理会社に電話をした方がいい。俺も詳しくは知らないが、火災保険に入っているだろうからその保険金で少しは補ほ填てんしてくれるかもしれない」

「はい」

「それから……」

　隼はポケットから黒い長財布を取り出した。なにをするのかと立ったまま見ていると、そこから一万円札を何枚か抜いてテーブルに置き、優莉の方に滑らせる。

「あの、それは……？」

「これで必要なものを買っておいで。洋服だとか化粧品とか」

「でもいただくわけには」

　あまりにも恐れ多くて、テーブルから一歩退く。

「あげないよ。いつか返してくれればいい」

　その言葉が優莉の気持ちを軽くする。もらうのではなく借りるだけ。

「それではお言葉に甘えさせていただきます。すぐには無理でも、きちんとお返しします」

　もう一度深く腰を折り、ありがたく受け取る。

「なんなら体で返してくれてもいいぞ」

「……え？」

　頭をもとの位置に戻した優莉の目が点になる。

（体でって……）

　よからぬ妄想が脳裏をかすめた。

「な、なにを言ってるんですか」

　点だった目を今度は白黒させてあたふたする。

「冗談だ、冗談」

　いつものようにクククと笑って肩を震わせる隼が恨めしい。

「からかわないでくださいっ。私には社長のお相手は務まりませんから」

　大学を出たばかりの色気もない優莉は、隼の眼中にもないだろう。もっと匂い立つような色香をまとった大人の女性がよく似合う。

「コーヒー冷めるぞ」

　優莉の反論をさらっと聞き流し、隼は優雅にコーヒーを飲む。目線は手元のタブレットに落ちていた。

　椅子を引いてもう一度座り、ほどよく冷めたコーヒーに口をつける。

　甘さのひとかけらもない大人の味わいが、隼の優しさと一緒に優莉の胃に染み渡っていくのを感じた。




　隼が出勤した後、優莉は店を統括しているマネジャーの寺てら岡おかに休みの連絡を入れた。

　クールブロンでは三店舗をひとりのマネジャーが統括運営しており、売上などの業績を管理している。

　火事で焼け出されたと報告すると彼にひどく心配され、落ち着くまで仕事は大丈夫だからと気遣われた。

　明日美にはスマートフォンのアプリでメッセージを送り、返信を待つ間に一番肝心なアパートの管理会社に連絡を入れる。

　出火の原因は調査中らしく、まだ混乱している様子だった。知人の家にしばらくいると伝え、なにか進展があったら連絡をもらえるようにお願いして通話を終える。

「必要なものを買いに行かなきゃ」

　口にして体に指令を出した。

　隼がいるときは気が紛れていたが、ひとりになった途端、急に気分がふさぎ込む。大きな荷物を背負ったかのように体が重い。

　彼が貸してくれたお金を数えてみたら、なんと十万円もあった。給料日はもう間もなくとはいえ、一括で返すのは厳しいだろう。

　深く重いため息をついたところで、スマートフォンが着信を知らせた。明日美からの電話だ。メッセージを読んで、すぐに連絡をくれたみたいだ。

「もしもし」

《ちょっと優莉、火事ってなに？》

「昨夜、明日美と別れて帰ったらアパートが燃えてたの」

　消防車が何台も優莉を追い越していったが、まさか自分の住むアパートだとは思いもしなかった。

《燃えてたのって。あっさり言うけど大変じゃない》

「そうなんだけど」

　人に話すときには、不思議と冷静でいられる。

《それで昨日はどうしたの？　どこに泊まったの？》

「あぁえっと……」

　いきなり質問が核心をつき、言葉に迷う。隼の部屋にいるとはさすがに言えない。

「知り合いに泊めてもらって」

《そっか。それならよかった。しばらくはそこに置いてもらうの？》

「そう、だね」

　すぐにお金ができるわけではないが、なるべく早くなんとかしなくては。いつまでもここにお世話になるわけにはいかない。

《私にできることがあったら遠慮なく言ってね》

　明日美にそう言ってもらえると心強い。ありがとうと伝えて電話を切った。




　アパートがどうなっているのか気になり、買い物に出たついでに現場に行ってみようと思い立つ。スマートフォンの地図アプリで駅を探し、そこから電車に揺られた。

　最寄り駅を出ていつもの道を歩いているうちに気が焦り、自然と早歩きになっていく。アパートに近づくにつれ、かすかに焦げ臭い匂いが鼻をついた。

　しばらくして目の前に現れた光景に言葉を失くす。

　黄色いロープが張り巡らされたアパートはほとんどが真っ黒に焼け落ち、かろうじて何本かの柱が残っているだけ。隣に建つアパートの壁も黒く煤すすけていた。

「ほんとになんにもなくなっちゃった……」

　昨日の朝にはたしかにあったはずのものが、まったく形を変えてそこにある。なんともいえない想いが込み上げた。

　お気に入りの洋服も愛用のマグカップも、全部、灰となって消えたのだ。

　頭の中まで空っぽになり、呆然と立ち尽くす。

　でもここで感傷に浸っていても仕方がない。なくなったものはどうしようもないのだから。

「……行こう」

　自分に言い聞かせるように呟き、駅に向かって歩きだした。

「洋服、どこで買おうかな」

　わざと明るく言ってテンションを上げていく。

　そろそろ春物も出ているだろうが、今すぐ着られるものがまずは必要だ。もしかしたら冬物のセールがはじまり、安くゲットできるかもしれない。

　なるべく楽しい方向に考えて不安を蹴散らす。

（下着も必要だし、パジャマも買わなきゃ）

　あれこれ考えながら電車に揺られ、窓から見える街を眺めた。










偽者の婚約者




　その夜、隼が帰宅したのは思いのほか早い、六時過ぎという時刻だった。

　晩ご飯は準備した方がいいのか、それとも余計なお世話なのか。どうしようかとキッチンで優莉がおろおろしているときに「ただいま」と現れ、「ひゃあ！」と悲鳴をあげるほど驚かされた。

「主に向かって〝ひゃあ！〟はないじゃないか」

「すみません。あんまり早いからびっくりしてしまって」

　不満そうに眉根を寄せる隼に、慌てて頭をぴょこっと下げる。

「で、そこでなにか捜し物？」

「夕食の準備をした方がいいのかなって。でも社長はお仕事でお忙しそうだし、外で食べてくるかなとか」

「残念ながら冷蔵庫にはろくな食材がない。開けてみればわかるよ」

　言われるままに冷蔵庫の扉を開けたら、目に飛び込んできたのはビールやミネラルウォーターなどの飲み物ばかり。食べられるものはチーズやハムといった加工品だけ。隼の言うように食材になりそうなものはなさそうだ。

「な？」

　背後から声が聞こえて、再び「ひゃっ」と声が出る。反動で冷蔵庫の扉を思いきり閉めた。

「俺は痴漢かなにかか」

　反論のわりには楽しげな声色だ。

「すぐうしろにいるとは思わなかったんです」

　パッと身を翻ひるがえして一歩離れる。なかなか俊敏な動きだ。

　冷蔵庫に食材がないのならどうしたものか。身の回りの買い物に気を取られ、夕食は頭からすっかり抜けていた。

「社長、食事はもう済ませましたか？」

「いや。キミは？」

「私もまだです」

「そう思って、買ってきた」

　隼は優莉の脇を抜けてダイニングへ行き、テーブルに置いてあった袋を持ち上げた。

「水族館のクラブハウスサンド」

「え!?　水族館の!?」

　そんなものが出てくるとは思いもしない。優莉はパタパタと忙せわしなくスリッパの音を立ててダイニングへ行った。

「かなり気に入った様子だったからね」

「……わざわざ買ってきてくださったんですか？」

　入園料を払ってまで。そもそもクールブロンの本社からは決して近いとは言えない。

「それからこれも」

　今度はリビングへ行き、隼はソファから大きなものを持ち上げた。

（――嘘）

　そして、ポーンと優莉に向かって投げる。

　高い天井に弧を描いて飛んできたそれを、優莉は手を伸ばしてキャッチした。

「昨夜、それがなくて泣きそうになってただろ」

　チンアナゴの抱き枕のぬいぐるみだったのだ。

　鼓動がトクンと弾む。思いがけないサプライズにリアクションもとれない。

　隼は、火事ですべてを失った優莉を元気づけるため、喜ぶものを用意してくれたのだろう。優莉をからかうばかりの隼の優しさを改めて実感する。

　落ち込む優莉に数々の意地悪な冗談を言ったのも、本当は元気づけるため。ここへ住めるようにしてくれたり、十万円もの大金をポンと貸してくれたりしたのもそう。並大抵の優しさでできる行為ではない。

　高鳴る胸ごとぬいぐるみをぎゅっと抱きしめた。

「社長、本当にありがとうございます」

　チンアナゴと一緒に頭を下げる。

「なんて顔してんだよ。ほら、食べるぞ」

　たぶん今にも泣きそうな、情けない顔をしていたのだろう。

　隼はダイニングチェアに腰を下ろし、袋からサンドを取り出した。

「あ、では、お茶を淹れます。コーヒーの方がいいですか？」

　ぬいぐるみをひとまずソファに置き、キッチンへ向かう。ところがコーヒーメーカーと電子ケトルはカウンターにあるものの、茶葉やコーヒー豆のありかを優莉は知らない。

「えーっと……」

　なにをどうしようか迷っていたら「コーヒー豆ならここだ」と、隼が優莉の背後から棚に腕を伸ばす。抱き込まれるような体勢になり、優莉はその場で体を強張らせた。隼からふわりとシプレ系の爽やかな香りが漂い、ドキドキさせられる。

「俺がやるよ」

「いえ、私が」

　パッと振り返ったらすぐそばにいた隼と近距離で目が合い、息をのむ。スピードを上げていく鼓動がやけにうるさい。

　まばたきもできずに数秒間見つめ合っていたが、隼から先に目を逸らした。

「俺が淹れるから、あっちに座ってな」

　固まって身動きできずにいる優莉の頭をポンポン撫でる。まるで子どもをあやしているような感じだった。

「は、い……。よろしくお願いします」

　なんとかそう言って、そそくさとダイニングチェアに腰を下ろした。

　優莉が鼓動を宥なだめすかしているうちにコーヒーのいい香りが漂いはじめ、カップが目の前に置かれる。

「砂糖とミルクは？」

　今朝は聞かれなかったが、スティックシュガーとミルクのポーションが細長いガラスの皿にのっていた。

「砂糖だけ……二本」

「二本!?　そんなに入れるのか？　太るぞ」

「ふ、太るって！　普通、女の子に言いますか？」

　ついムキになって言い返す。甘いものは昔から大好物のため、太るという言葉には敏感なのだ。

　ところが隼は不敵に笑う。

「残念ながら俺は普通じゃない」

「とにかく砂糖は二本なんです。そうじゃないと苦くて飲めないので」

「さすがお子様」

　隼は口笛をヒューと上手に鳴らし、肩をすくめておどけた。そんな仕草さえ決まるのがとても癪だ。

「放っておいてください」

　ぷりぷり怒ったため、うれしくて出そうになった涙が奥へ引っ込んだ。

　さっきの優しさはなんだったのか。感動するなんてうっかりミスもいいところだ。

「ようやくいつものキミに戻ったな」

「……え？」

　隼は微笑みながら前の席についた。

（私が情けなく泣きそうになっていたから、わざと悪態をついたの？）

　何度も与えられる優しさが優莉の心を包み込んでくすぐった。

　隼の意地悪な言動の裏には常に気遣いがあって、それを見せられるたびにドキッとさせられる。せっかく宥めた胸の高鳴りが奥の方からせり上がってくる感覚だった。

　目の前でガサゴソと音を立てて包みを開けた隼が、ひと足先にサンドにかぶりつく。

「ん、焼き立てというわけにはいかないけど、やっぱりうまいな」

　優莉も彼に倣ならって包みを開ける。

「いただきます」

　両手で大事に持って大きな口で頬張った。

「……おいしい」

　隼の言うように焼き立てのおいしさにはかなわないが、より味が染み込んでチェダーチーズのコクが増している。

「だろう？」

　得意げにする隼に「はい」とうなずき返した。

　砂糖を二本投入してほどよく甘くなったコーヒーも彼の優しさが染みたせいか、さらにおいしく感じる。

　こんなによくしてもらい、この恩をどう返したらいいだろう。

　すぐにはこれといったものが思い浮かばず、サンドを噛みしめながら考え込んだ。

「そうだ。大事な話があるんだった」

　先に食べ終えた隼は、ブリーフケースから取り出した書類をテーブルに置いた。なにかの申請用紙のように見える。

「ここは芸能人も多く住んでいるマンションなんだ」

「えっ、そうなんですか」

　同じ建物の中に有名な人が住んでいると聞き、わけもなくテンションが上がる。

「だからというわけではないがセキュリティはかなり厳しい」

　芸能人ならなおさら、安易に人が入れるようなマンションでは落ち着いて住めない。マナーのいいパパラッチやファンばかりではないだろうから。

　ここは部屋に来るまでに四カ所、暗証番号を入力しなければ通れないゲートが設けられているから相当強固なセキュリティだ。

「一泊や二泊ならなんともないが、一緒に住めるのは家族までという決まりがある」

「えっ……」

　それでは優莉はアウトだ。話が悪い方へ転がっていく。

　ここにいられなくなったら、どうしたらいいだろう。

「俺ひとりの名前で契約しているから、その後一緒に住むようになる家族は申請書を提出する義務があるんだ」

　その申請書が今優莉の目の前にあるもの。つまりそういったものがあるから、優莉をここに置いておけないと言いたいのかもしれない。優莉を納得させるために書類を用意したのだろう。

「……私なら気にしないでください。なんとかなります。ひと晩だけでも泊めていただけて本当に助かりました」

　隼に心配をかけたくないため、なるべく明るく言う。笑ってみせたが、唇の端はどうしても引きつった。

　出るなら、なるべく早い時間がいい。急いでコーヒーを飲み干して立ち上がる。

「なにを言うんだ。出ていくつもりか？」

「ですが、家族じゃないと住めないって」

「だったら家族になればいいじゃないか」

「……はい？」

（家族ってなに……？）

　数秒間、沈黙が舞い降りる。

「やだ、社長、こんなときにジョークはやめてください」

　最後の最後まで優莉をからかう気なのか。

　しかし隼はきっぱりと否定する。

「俺は冗談を言ったつもりはない」

「……だって家族って」

　いきなりそんな嘘が通用するのか。

「あ、妹にするんですか？」

　それならば合点がいく。兄妹なら一緒に住むのもありだろう。

「俺に妹がいないのは、このマンションの管理会社にすでに伝わってる」

「それじゃほかにどうしたら……」

「婚約者になればいい」

　隼がさらりと言う。

「こ、婚約者って！　なにを言ってるんですか」

　あまりに話が飛びすぎだ。婚約者という言葉の意味を理解しているのか心配になる。

「冗談で言ってるわけじゃない」

「だけど婚約者は家族とは違うんじゃないですか？」

「近々結婚する相手なら家族も同然の扱いになる」

　まるでなんてことのないように隼は平然としていた。

　結婚の予定どころか恋人同士でもないのに、そんな話が通用するというのか。

「行く場所がないのなら、ほかに手立てはない。それとも路上に段ボールで寝るか？」

「それは……！」

　いくら倹約生活に慣れっこでも、段ボール生活は無理がありすぎる。

「それなら俺の話に乗る以外にない」

　隼の言葉が優莉に追い打ちをかける。

　ここを出たら、ほかに行き場はない。お金も住む場所もなくては生きていくのすら難しい。彼を頼る以外に道がないのはたしかだった。

「……偽りとしても、私を婚約者にして本当に大丈夫なんですか？」

　マンションの管理会社に対してだけとはいえ、隼になにか支障があるのではないか。それが心配だ。

「それに近々結婚なんて」

　まったく予定のないでっちあげなのに。

「結婚がダメになって婚約破棄なんて話はいくらでもある」

　自分たちもその線で話を進めるつもりらしい。優莉のお金が貯まり、マンションを出ていくときは、婚約破棄したと届け出ればいいと。

　隼がそこまで言っているのだ。優莉に断る理由はない。

「でも、どうしてそこまでしてくださるんですか？」

　優莉にはありがたい話でも、隼にはなんの利点もない。

　隼は待っていましたとばかりにテーブルに両腕を置いて身を乗り出した。

「じつは、ひとつ頼みたいことがあるんだ」

　やはりそうきたか、というのが正直な感想だった。なにかしら条件がなければ、婚約者と偽ってまでここに置いてもらえるはずがない。

　でも、いったいどんな頼みだろうか。

「……それは私にできますか？」

　まったく想像がつかず、なにかとても無謀な内容ではないかと恐る恐る聞く。

「俺と一緒にある人に会ってもらうだけでいい」

「ある人？」

　聞き返した優莉に隼が深くうなずく。

「そんなに深く考えるような相手じゃないから心配するな」

「そう、なんですか？」

　いったいどんな相手だというのだろう。

「ただし、恋人としてキミを紹介したい」

「えぇ!?」

　思わずのけ反り、椅子の背もたれに背中を勢いよくぶつける。

　真っ先に浮かんだ相手は、隼の両親だった。どこかの令嬢との結婚を持ちかけられて、それを断るための手段ではないかと考えたのだ。

「社長のご両親なんて無理です」

「俺の親なんて言ってないだろう」

　隼は軽く笑いながら鼻をクスッと鳴らした。

「それじゃ……」

　次に考えられる相手は、隼に一方的に好意を寄せている女性だ。ストーカー並みにつきまとわれて迷惑しているから、優莉を恋人に見立てて諦めさせる算段だろうか。

　そんな女性に恋人として会うなんて、優莉には荷が重すぎる。

「女性相手とも言ってないぞ」

　隼は優莉の頭の中をお見通しらしい。まさにその通りだったため、優莉はぐっと喉を詰まらせた。

「俺の友達」

　最初に浮かんだふたつの予想がとんでもないものだったため拍子抜けする。友達と聞いてハードルがぐんと下がった。

「お友達ですか」

「深く考える相手じゃないと言っただろう」

「でもどうして恋人としてお友達に？」

「まぁそれはいろいろあって」

　あまり詳しく話したくはないらしい。隼の口が重くなる。

「その方に会うだけでいいんですか？」

「恋人としてね」

　その点は不安ではあるが、交換条件があった方が気持ち的にもここに置いてもらいやすい。

「わかりました。精いっぱい務めさせていただきます」

　うまく演じられるかはべつとして、与えられた役目はやり遂げたい。

　優莉が拳を握って力こぶを作ってみせると、隼は「気合い十分だな」と笑った。

「じゃ、ここに名前と生年月日を書いて」

　隼が申請用紙を優莉の方に滑らせる。

「それからなにかと不便だから連絡先を交換しておこう」

　お互いにスマートフォンを取り出して電話番号とメッセージアプリのＩＤを登録し合い、隼から差し出された万年筆で書類に必要事項を記入していく。

「バレンタインデーが誕生日なのか」

「そうなんです。だから影が薄くて。友達にもいつも忘れられてばかり」

　友達は本命チョコで頭がいっぱいのため、学生時代のちょっと寂しい思い出だ。

「社長の誕生日はいつですか？」

「俺？　俺は……三月三日」

「えぇ!?　ひな祭り!?」

　言いにくそうに答える気持ちもわかる。女の子の日だなんて優莉よりも不ふ憫びんだ。

「笑いたければ笑え」

「笑いませんけど」

　やっぱりちょっと似合わないなと思って頬が綻ぶ。

「笑ったじゃないか」

「違います。微笑ましいなって思っただけです」

「それを笑ったって言うんだ」

　不満そうに隼は顔をしかめた。ほんのりと耳まで赤い。

　そうやって照れて拗すねるのが十二歳上にはとても見えなくて、優莉は失礼ながらかわいいと思ってしまった。

「とにかく表向き、キミは俺の婚約者。くれぐれも妙な行動はするなよ？」

　どういった行動が妙なものなのかはわからないが、素直に「はい」と返す。

「重ね重ねご迷惑をおかけして申し訳ありません。どうぞよろしくお願いいたします」

　膝の上に両手を揃え、丁寧に頭を下げた。




　その夜、優莉は再び隼と一緒のベッドに入った。

　短い期間とはいえこれからここに置いてもらうのだとしたら、寝室はべつの方がいいだろう。そう思ったが、隼に『ベッドも布団も余分なものを用意するつもりはない』と言われたら、居候の優莉には反論できない。気が進まなくても従う以外にないのだ。

　どちらにせよ、隼にとって優莉は女として見る対象ではないから、余計な心配をする必要はないのだけれど。

「おやすみ」と言い合って、二代目のチンアナゴを抱いて隼に背を向ける。

　二夜目でも緊張が和らぐ気配はなく、どちらかというと昨夜よりも優莉の胸はドクドクと、元気よく行進でもしているかのよう。

　たぶんそれは、水族館のクラブハウスサンドとぬいぐるみのサプライズという隼の優しさを見せられたせいだろう。

　おまけに偽りとはいえ、隼の婚約者になったからなおさらだ。

　表向きだけ。ここに住むために必要な肩書き。そうわかっているのに、なぜか心が騒ぐ。

　やわらかなチンアナゴを両足で挟み、一向に訪れない眠気を必死に手繰り寄せる。

　そんな優莉とは対照的に、隼からはすぐに寝息が聞こえてきた。

（本当に、全然なんともないんだ）

　隣に寝ていてもまったく気にならないほど、優莉には女の要素がないらしい。

　それが癪であり、ちょっと寂しくもある複雑な心境だった。




　少しずつ覚醒していく、ぼんやりとした心地を堪能する。チンアナゴを抱きしめ、優莉は眠りの波の狭はざ間まを行ったり来たりしていた。

（……あれ？　チンアナゴってこんなに硬かった？　手触りももっとモフモフしていたはずなんだけど……）

　身に覚えのない感触にゆっくりと瞼を開けていった優莉は、すぐ目の前にあったものを見て息を止めた。隼だったのだ。

　チンアナゴだと思って抱きついていたのは彼の体。その逞たくましさが目覚めたばかりの優莉の心拍を一気に乱れさせた。

「おはよう。朝からずいぶんと情熱的なアプローチだな」

　意地悪な顔をした隼がすぐそばで笑っていた。

「そういうのが希望なら」

「ちっ、違うんです！　ごめんなさい！」

　あまりの驚きで体がイキのいい魚のように飛び跳ねる。その弾みでヘッドボードに頭をゴツンとぶつけた。

「いっ……！」

　目覚めたばかりのためか衝撃が大きい。まるで夜道で返り討ちにでもあった感じだ。

「大丈夫か？」

　クスクス笑いながら彼が優莉の頭を撫でる。そうされ、ぶつけた時以上の衝撃が優莉の胸を襲った。

「大丈夫ですからっ」

　急いで体勢を整えて起き上がる。

「すみませんでした。ぬいぐるみと勘違いしてしまって……」

　本物の抱き枕はどこへいったのかとキョロキョロしたら、フロアにゴロンと転がっていた。いつの間にか蹴り飛ばしたか、突き飛ばしたか。ごめんねと謝りつつ、ぬいぐるみを拾い上げた。

　心こころ許もとなくて、それをぎゅっと強く抱きしめる。

　隼は横向きで頬杖をつき、もういっぽうの手で髪を無造作にかき上げた。

　少しだけ寝乱れたパジャマが布団の間から見えて、優莉はやけにドキドキとする。

（朝から男の色気を放出しないでほしいんだけどな）

　優莉がポーッと見ていると気づいたのか、隼が唇の端をニッと上げる。ニヤリという意地悪な笑みだった。

　こんな日がずっと続くのかと思うと先が思いやられる。優莉ばかりが翻ほん弄ろうされ動揺するなんて不公平だ。

　そうは思っても、ここを出て生活できるわけもなく、彼に対する免疫ができるのを待つ以外になかった。




　昨日同様、コーヒーだけの朝食を前に、隼はタブレットでなにかを読んでいた。

「今日も仕事は休み？」

「いえ、今日は出勤します」

　昨日のうちに必要なものは買ってこられたし、休んでほかにやる用事もない。あとはアパートの管理会社からの連絡を待つのみだ。

「今夜は何時頃お帰りですか？」

「特になにもなければ八時過ぎには。なんで？」

　コーヒーカップを置いた隼が首を傾げる。

「夕食はどうしようかなって」

「なんか買ってこようか」

「あ、いえ、そういうつもりで言ったんじゃないんです。もしもなんですけど、社長がよろしければなにか作ろうかなって。これから毎晩私が作るのはどうですか？」

　そう言ってから肝心なことに気づく。作るもなにも、食材を買うお金がないではないか。昨日借りたお金はまだ残っているが、毎晩どうにかなるような金額ではない。

（あ、でも給料日が三日後だから、なんとかなるかな）

　そう思ったそばから隼は財布を取り出し、そこからお金を引き抜いた。

「それはありがたいね。一緒に行けなくて悪いけど、これで買い物を頼めるか？」

「すみません、そんなつもりで言ったんじゃないのに……」

　頼ってばかりの自分が情けない。

「生活費だと思えばいい。キミは俺の婚約者だから」

　そう言われて、とても恥ずかしくなる。そのうえ、最後の言葉を強調したように聞こえたから余計だ。

「夕食、楽しみにしてる」

　それもまたプレッシャーだが、優莉の気持ちを軽くしようという隼の優しさだろう。

「がんばります」

　腕に力こぶを作ってみせた。




　優莉は早出のシフトのため、支度を終えて隼と一緒に部屋を出た。

「コンシェルジュに顔見せをしておこう」

　記入した申請書は昨夜のうちに隼が提出していたが、紹介もしておいた方がいいだろうと言う。

　隼の婚約者としてはじめて人に会うため、突然緊張を強いられる。マンションの管理会社に家族だと思わせることが目的なので、もっとも演技を要する人たちだ。

　エレベーターを降りて右手に折れ、コンシェルジュのカウンターを目指す。大理石のフロアにふたり分の足音が響いた。吹き抜けのロビーには太い柱が何本か立ち、まるで神殿のよう。

「おはようございます」

　声をかける隼の三歩ほどうしろで優莉が待機していたら、四十代前半の女性が「霧生様、おはようございます」と上品に頭を下げた。

「昨夜、同居人の申請書を提出させていただいたのですが」

「はい、承っております」

　引き継ぎがきちんとされているらしく、女性がにこやかに返す。

「彼女を紹介させてください」

　そう言って隼が振り返る。「優莉、おいで」と手招きをして呼び寄せた。

「こちらが私の婚約者です」

　肩を引き寄せられ、単なる〝ふり〟だとわかっていても鼓動が弾む。しかも不意打ちで呼び捨てだ。

「は、花崎優莉と申します。よろしくお願いします」

　ぎこちなく頭を下げ、なんとか大人ぶった笑みを浮かべた。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いいたします。なにかございましたらなんなりとお申しつけくださいませ、花崎様」

　ロボットのような優莉とは比べ物にならないくらいの優雅な微笑みとお辞儀だった。

「では、失礼します」

　会釈をした隼を真ま似ねて、優莉も頭を下げる。肩から隼の手が離れてホッとしたのも束の間、今度は手をつながれた。

　それもこれも婚約者として見せるための行為にすぎない。そうわかっていても揺れる心はどうにも止まらなかった。

　店まで送ってくれるという隼の言葉に甘えて、彼の車に乗り込む。手をつないだ余韻で心臓は早鐘のまま。その音が静かな車内で彼に聞こえるのではないかとハラハラした。

　店の前まで送ってもらうわけにはいかないため、少し離れた場所で車を降りる。

　うしろから明日美に「おはよう」と声をかけられたときには心臓を撃ち抜かれるほどに驚いた。

「おはよ」

（今の、見られてないよね？）

　ドキドキしながら明日美の顔を見る。

「今日は仕事に来て大丈夫なの？」

　どうやら見られていないようだ。小さく深呼吸をして胸を撫で下ろす。

　小走りにやってきた明日美と並んで歩きだした。

「うん。あとはアパートの管理会社からの連絡待ちなの」

「そっか。それにしても災難だったよね。出火したときに優莉が部屋にいなくてよかった」

「もしもいたら巻き込まれていたかもしれないよね」

　そう考えると本当に怖い。想像して背筋にヒヤッとしたものが走り、ブルッと身震いをした。早い時間帯のシフトでなくて助かったと言える。

「知り合いの部屋って、店まで通うのに不便なの？」

「ううん、どうして？」

「さっき車から降りたみたいだったから。もしかしてその人に乗せてきてもらった？」

「えっ……」

　やはり見られていたらしい。運転席にいる人の顔までは見えていないだろうが、どうしたって焦る。

　でも、ここでいつも通り駅から徒歩だと言うのは苦しい嘘だろう。

「あ、うん、その人もこれから出勤で、通り道だっていうから乗せてもらっちゃった」

「すごい高級車だったよね」

「そ、そうなの？　私あまり車に詳しくなくて」

　どうにかごまかして話を進める。仲のいい明日美に真実を話せないのはつらいが仕方がない。

　なんとか切り抜けると、明日美の方からべつの話題に移った。

「そうだ。昨日、大変だったんだよ。料理に髪の毛が入ってるって、お客様が店内で騒ぎはじめちゃって」

「えっ？　髪の毛？」

　優莉が自由が丘店に配属されてから、今までにそういったクレームがあったのは一度きり。細心の注意を払っているクールブロンでは、クレームは普段から最少に抑えられている方だと優莉は勝手に思っている。

「そうなの。すごく長い髪の毛でね」

「……厨房の中に長い髪の毛の人はいないよね」

　顔を思い浮かべるが、短髪の男性だけだ。ほかの店には女性シェフもいるが、自由が丘店は男性しかいない。

「だよね。それが奇妙でね」

「ほんとに変だね」

　そんな話をしながら店に到着。ちょうど店にいたマネジャーの寺岡に昨日の休みを謝罪し、すぐにオープン準備に取りかかった。




　その夜、買い物を終えて帰宅した優莉は、早速夕食の準備をはじめた。

　食事を作ると豪語した以上、それなりのものを作らなければ格好がつかない。

　隼が自炊をしたのはマンションに引っ越した最初の一日だけで、それ以降は外で済ませてきたという。意気込んで買った調理道具は、ほとんどが使わずじまい。棚にしまったままだそうだ。

　隼の言っていた通り、鍋やフライパン、おたまやフライ返しなど多くの道具は棚の奥にほぼ新品の状態で眠っていた。圧力鍋まで出てきて、いったいなにを作ろうとしたのかと笑いが込み上げた。

　今夜のメインディッシュはジューシーチキンの甘辛ソースがけ。副菜にはハニーマスタードのスパサラに水菜と油揚げの煮びたしだ。

　父親が亡くなった後、母親は働かなくてはならなくなったため、家事全般は優莉の仕事だった。中学生のときからそうしてきたから料理はお手のもの。上京してひとり暮らしをしていた大学生のときも、出費を抑えるために毎日自炊してきた。

　とはいっても、自分ひとりのために作る料理と、誰かのために作る料理とでは気の持ちようが違う。隼の好みに合わなかったらどうしようと不安になるのも事実だった。

　炊飯ジャーが炊き上がりを知らせてピピピと鳴ったとき、ちょうど隼が帰宅した。

「ただいま。いい匂いだな」

「おかえりなさい。ちょうど出来上がったところなんです」

　グッドタイミングがうれしくて、ついウキウキして出迎える。後から、なんとなく新婚みたいだと勝手に妄想して顔が火ほ照てった。

　手を洗って着替えてきた隼がテーブルにつき、茶わんによそったご飯を優莉がいそいそと運ぶ。

　すべて出揃い優莉も席につくと、隼は「いただきます」と手を合わせて箸を持った。

　彼が料理を口に運ぶのをじっと見つめる。口に合うか合わないか、優莉はそれだけがただ心配だ。

　カリカリに焼いたチキンを口に入れた隼が、静かに咀そ嚼しゃくをして飲み込む。

「おいしい」

　ポツリと呟いたひと言に実感がこもっていてうれしくなる。

「ほんとですか!?」

「ああ。料理が上手なんだな」

　優しく笑いかけられ、ホッとするのと同時になんだかドキドキした。

「よかった。家族以外の人にあまり作ってあげた経験がないので、どうなのかなって心配だったんです」

「ほんとにうまいよ」

　箸を進めるごとに褒められてくすぐったい。早速スパサラの小皿が空になる。

「それならあと少し残っているので、よかったらどうぞ」

「優莉は俺を太らせるつもりだろう」

　唐突に呼び捨てにされて優莉の動きが止まる。今朝はコンシェルジュの手前そうしたのだろうが、今は婚約者であるのを見せつける相手はいない。

「どうかしたのか？」

「あ、いえ、優莉って呼ばれたので……」

　おかげで鼓動がドックンと大きく跳ねた。

「キミは俺の婚約者じゃなかったか？」

「それは表向きというか」

　今ここでは不要な設定だ。

「呼び慣れていないと必要な場面で不自然になる」

　それはもっともな正論。普段から呼び合っていなければ、呼ばれた優莉の方だっていちいちドキッとして挙動不審になるのは目に見えている。

「今週末には俺の友達にも会ってもらうつもりだから、優莉も仕事から離れたときには〝隼〟と呼ぶようにした方がいい」

「えっ」

　まさか自分にまで同じく課されるとは思いもしなかった。社長は社長だ。

「呼んでみて」

「そんないきなり無理です」

「いちいち気負うから恥ずかしくなるんだ。さらっと呼べばいい」

　これを気負わずしてなにを気負うというのか。

　ふるふると首を横に振り、テーブルから体を遠ざける。

「それじゃ、呼ぶまでご飯はお預けにしようか」

　なんてサディスティックな思考回路なのか。お腹が空いている優莉に〝待て〟をするとは。

　むぅと唇を引き結ぶ優莉を見て、隼がニッと笑う。

「社長、意地悪すぎます」

「優莉をからかうのが楽しいだけ」

「ひどいっ」

　悪態をついたものの、隼ならば優莉が呼ぶまで本気でご飯をお預けにするだろう。

「さあ、呼んでみようか」

　ニコニコというよりはニカニカ。屈託のない笑みを浮かべた隼は、テーブルに身を乗り出すようにして優莉の顔を見つめる。

「……は、やとさ……ん」

　消え入るほどの小さな声でボソボソ言ったが、即座にダメ出しをされた。

「聞こえないよ」

　両手を耳にかざし、聞こえないとアピールする。

　こうなったら破れかぶれ。どうにでもなれという思いだった。

「隼さん」

　ようやく呼んだその瞬間、隼が真顔になる。その次にはなぜか目が泳ぎ、数秒後に視線を合わせた。

　まだダメだと言われるのかと身構える。これ以上どう呼べばいいというのか。

「いいだろう」

　ものすごく上から目線だが、やりなおしをさせられるよりはいい。

「今後はそれでいこう」

　妙にノリノリに言った隼は、再び箸を持って食べはじめた。




＊　＊　＊




　隼は、これまでにない不思議な感覚を覚えていた。

　女性とふたりきりでいるのに、窮屈さを感じないのははじめてではないか。いや、それどころか心地いいときている。

　ひと回りも離れているから女性として見ていないのか、それとも……？

　婚約者と偽ってまで彼女をこのマンションに引き留めたのは、家族のために苦労している健気な優莉を放っておけなかったから。友人に恋人として会ってもらうのに都合がいいという打算もあった。

　ところが、優莉といるとなぜか楽しい。『おかえりなさい』と出迎えられ、まるで新婚のようなやり取りをしているのに鬱うっ陶とうしく思わないのはなぜか。

　そんなことをぼんやり考えながら夕食を終えた隼が風呂に入ろうとパウダールームで服を脱いでいたら、上半身裸になったタイミングでドアが開かれた。顔を覗かせた優莉が、隼を見て一瞬固まる。

「ご、ごめんなさい！」

　大慌てで優莉が閉じた扉を隼が開けると、彼女は急いでくるっと背を向けてもう一度謝った。

「どうした？」

「あ、あの、腕時計はなかったでしょうか」

　背中越しにしどろもどろ。髪をかけた耳は真っ赤だ。

「腕時計？　優莉の？」

「はい。帰ってきて手を洗ったときに外したかもしれなくて。リビングにないから、こっちかと……」

　隼がパッと振り返って洗面台を見るとそれらしきものはあったが、上にタオルが置かれていてベルト部分がわずかに見えるだけ。ちょっとしたいたずら心が芽生える。

「どうかな。自分で確かめてみるといいよ」

　優莉を中に招き入れた。

「えっ、す、すみません……」

　こそこそと入る様子がおかしくて、つい笑みがこぼれる。裸の隼を見ないようにしているのだろう。不自然に視線を逸らしている優莉に、背後から近づいて声をかけた。

「あったか？」

「あ、えっと……」

　焦っているせいか、捜しているつもりでも目が洗面台の上を滑っているようだ。ほんの少し見えている腕時計のベルトにも気づかない。

「もしかしてこれか？」

　隼は優莉を背後から抱き込むようにしてタオルをどけ、そこにある腕時計を見せる。

「あっ、そうです」

　うれしそうに顔を上げた優莉は、そこでふと鏡に映る光景に驚いてハッとしたような表情になった。すぐうしろに隼がいることに今気づいたみたいだ。

　鏡越しに見えた優莉の顔がみるみるうちに真っ赤に染まっていく。激しくまばたきをさせ、目を泳がせる様子がかわいらしい。

「あの……しゃ、ちょう……？」

「社長？　そう呼ぶんだっけ？」

　小さな子に言い聞かせるように優しく問いかける。

「やっ……その……」

「なんなら一緒に入ろうか？」

「えぇ!?」

　ひと際甲高い声がパウダールームに響き渡る。鏡に映る優莉の目がまん丸に見開かれた。

「婚約者なんだし」

「ななっ、なにを言ってるんですか！」

　くるっと振り返った優莉を満面の笑みで見下ろす。間近で絡んだ彼女の視線は、頼りなくゆらゆらと揺れていた。

「婚約者だよな？　俺たち」

「だってそれは……！」

　ここにいる間だけの期間限定、偽りだと言いたいのだろう。

「この部屋にいるときは本物の婚約者みたいにするのもアリじゃないか？」

「もうっ、からかわないでくださいっ」

　優莉は力任せに隼の胸を押し、足をもつれさせながらパウダールームを出ていった。パタパタとスリッパの音が遠ざかっていく。

　一緒にいると、つい彼女をかまいたくなる。

　相手はひと回りも年下。大学を卒業したばかりで、隼から見たら子どもを相手にしているも同然だ。それなのに、隼の言動ひとつでくるくる変わる表情や初う心ぶな反応が新鮮で、そんな優莉をもっと見たいと思ってしまうのだ。

　そんな感覚ははじめてであり、それを楽しんでいる自分に気づく。

　ふわりと残った彼女の甘い香りが、なぜか妙に胸をくすぐった。










ゆっくり近づく距離




　ただ彼の友達に会うだけ。

　そう簡単に考えていた優莉だったが、いざその日になると容赦なく緊張に包まれる。それもこれも恋人を演じなくてはならない重圧のせいに違いない。

　なにしろ優莉は彼氏いない歴イコール年齢。ごく普通に恋はしたけれど、一度も実ったためしはなく片想いばかりだ。

　恋人同士がどんな雰囲気なのかわからないし、どう接するのかも未経験。それなのに想像だけは逞しく育っているから、余計に始末が悪い。

　隼に連れられてやってきたのは、彼の友達が住むという立派な低層マンションだった。隼のマンションと同等クラスと思えるそこは、エントランスロビーの奥に手入れの行き届いた中庭が広がり、ここが都心だというのを忘れそうなくらいに清々しい。

　ピカピカに磨き上げられたエレベーターの扉を前にして、優莉は何度も深呼吸をしていた。

「そんなに緊張するなって」

　不意に手をつながれ、鼓動も肩も飛び跳ねる。

　ふりとはいえ、ここでは恋人なのだから手をつなぐのは普通。隼も演じるつもりでそうしているのだろう。そうわかっていても体中に力が入ってかなわない。

　隼はきっと、それが優莉の緊張を増幅させているとは思わないのだろう。

　到着したエレベーターに乗り込み、三階で降りる。これから会うのは隼の大学時代の友達で、すでに結婚して子どももふたりいるという。

　隼がインターフォンを押すと、すぐにドアが開けられた。すらっと背の高い、甘いマスクの男性が顔を覗かせる。

「よっ、久しぶりだな」

　爽やかな笑顔がとても眩しい。隼と優劣をつけるのが難しいほど素敵な男性だった。絵になるふたりはファッション誌に出てくるモデルのようだ。

　隼と手をつないだまま玄関の中に招き入れられた。

「おぉ、本気で連れてきたか」

　優莉を見て、彼が目を丸くする。

「本気って、連れてこいって言ったのは亮りょう介すけだぞ」

「そうだったか？」

「ずいぶんと記憶力が鈍ったな」

　優莉がふたりのやり取りに圧倒されていると、奥からスリッパの音が聞こえてくる。

「隼さん、いらっしゃい」

　奥様だろう。長い髪を緩くまとめ、ケーブル編みのニットワンピを着た、透明感のある美しい女性だ。一歳くらいの女の子を抱っこして、傍らにはそれより少し大きな男の子が母親のスカートをぎゅっと握りながら立っている。

「里り帆ほさん、久しぶり」

「ほら隼、紹介してくれよ」

「そうだな」

　隼をはじめ、ふたりの視線が優莉に向けられた。

「こちらは花崎優莉さん」

　隼の紹介を受けて「優莉です」と頭を下げる。「亮介です」「里帆です」とふたりも続けてにこやかに会釈で返してきた。美男美女のとてもお似合いのふたりだ。

　スリッパを履いてリビングへ案内された優莉と隼は、勧められたソファに並んで腰を下ろした。

　広いリビングはキッチンまでよく見通せて、一角に子どもが遊べるスペースがあり、なんとなく癒いやされる。優莉に元気よく「一いっ絆きです」と名乗った男の子は、早速そこに向かい、大きなブロックで遊びはじめた。

　お土産で持参したパティスリーのシュークリームを手渡すと、中を見た里帆が「わぁ、おいしそう！」とうれしそうに顔を綻ばせる。

「持ってきてくださったもので申し訳ないけど、早速みんなでいただきましょ」

「里帆はシュークリームには目がないからね」

　ソファに座った亮介が膝に娘の美み織おりを抱き、目を細めた。

「もう、亮介さん、お客さんの前で恥ずかしいから」

「べつに恥ずかしがる必要はないだろう？　なぁ美織」

　膝の上の美織に亮介が笑いかける。なんだかとてもほのぼのする光景だ。

　偽りの関係の優莉たちとは目に見えて落差がある。本物の家族とはこういう穏やかな雰囲気を醸し出すものなのだろう。

　里帆はシュークリームの入ったケースを持ってキッチンへ向かった。

　ふたりの遺伝子を受け継ぎ、息子も娘も将来が楽しみな顔立ちをしていて羨ましい。きっと隼も、里帆のような大人の女性をこの場に連れてきたかっただろう。ここにいる大人たちのうち、優莉ひとりだけが子どもっぽくて心細い。

「亮介たちは相変わらず仲がいいな」

「おかげさまで。それにしても、こんなに若くてかわいい子をどこで見つけたんだ」

「か、かわいくなんて……！」

　いきなり自分の話題になり、焦って否定する。とはいえ、どこかしら褒めないわけにはいかないから、とりあえず〝かわいい〟という言葉で済ませただけだろう。

「ほんとにかわいいわよね」

　コーヒーのいい香りとともに里帆がリビングへ戻ってきた。シュークリームはひとり分ずつおしゃれな皿にのせられている。

「クールブロンで働いてるんだ」

「じゃあ、社員に手をつけたってわけか」

「秘書の里帆さんに手をつけた亮介に言われたくないな」

　ふたりは社内恋愛で結ばれたようだ。秘書をつけるくらいだから、亮介は役員クラスなのだろうか。優莉がふたりを見比べていたら、隼が「こう見えて亮介は大企業の社長なんだ」と教えてくれた。

「こう見えて、は余計だろ」

　社名を聞いたら、社会人一年目の優莉でも知っている大きな会社で驚かされた。

「優莉さん、隼にうまく騙だまされたんじゃないか？」

「あ、いえ、そんな……」

「おい、人聞きの悪いことを言うんじゃないぞ」

　騙されてはいないが、後ろめたい関係ではある。なにしろ恋人なんて嘘なのだから。

「なぁ優莉」

　隼が同意を求めながら、いきなり優莉の肩を引き寄せる。そのまま彼に抱きすくめられた。

（――ひゃあ！）

　突然の密着で隼の香りに包まれ、心臓が悲鳴をあげる。一気に顔が熱くなり、見る間に真っ赤になっていく。

「しゃ……は、隼さん、離してくださいっ」

　社長と呼びそうになって急いで言いなおす。がっちりとホールドされて、カッコ悪くジタバタもがいた。ほかの人の前で恥ずかしい。

「隼さん、優莉さんが苦しがっているから離してあげて」

　里帆に言われてようやく腕が解かれた。ふぅと息を吐いて体勢を整える。

「それにしても、ずっとふらふらとひとりでいた隼が本当に彼女を作るとはね」

「ふらふらしていたつもりはないし、しつこく俺にいろんな女性を紹介していたのは誰だよ」

　隼が不満そうな目を亮介に向ける。

　どうやら優莉に恋人のふりを頼んだのは、亮介に早く彼女を作れと再三にわたって言われていたためらしい。優莉は、亮介の猛攻を避けるための時間稼ぎというわけだ。それだけフリーは楽チンなのだろう。

「なんにしてもよかったよ。優莉さん、ちょっと面倒くさい男だけどよろしくね」

「どっちが面倒くさいんだか」

「はいはい、言い合いはそのくらいにして、そろそろおいしそうなシュークリームを食べましょうよ」

　里帆が仲裁に入り、ふたりの口合戦が止まる。

「優莉さん、コーヒーは大丈夫？　紅茶もあるからそっちにする？」

「いえ、大丈夫です」

　スティックシュガーは当然ながら一本しかソーサーにのっていないが、シュークリームが甘いからかえってちょうどいいかもしれない。

　いただきますと言って一本だけシュガーを入れていると、隼がそっと自分のシュガーを優莉に手渡した。隼はブラックだから必要ないのだろうが、さりげない優しさがうれしい。

「ありがとうございます」

　優莉が小さな声でお礼を言うと、隼は軽く手だけひらりと振って応えた。

「それで優莉さんは、隼のどこに惹かれたの」

　そんなところはないだろうと冗談めかして亮介が聞く。仲のいい友達ならではだ。

「えっとそうですね……意外と優しいところです」

「おい、意外とってなんだよ」

　隣から茶々が入る。隼は肘で優しく優莉を小突いた。

「あ、ごめんなさい」

　うっかり正直に言ったため素直に謝る。

「でも、本当に優しいなって」

　冗談を言ってからかったりもするが、それは優莉の気持ちをほぐしたり元気づけたりするため。最初はそれに気づかず、単に意地悪なだけだと思っていたけれど。

「隼さん、優しいわよね」

「まぁ、乱暴というかノリが軽いというか、そういった面はあるけど優しいは優しいよな」

　里帆と亮介が顔を見合わせて笑う。亮介の膝に抱かれている美織も、ふたりの顔を交互に見た。

「なんだよ、褒められてるのか、けなされてるのかわかんないだろ」

　悪態をつきながら、隼もまんざらでもなさそうだ。少し照れくさそうに鼻の下をこする。

「ほかになにかないのか？　もっとガツンとハートに響くような」

「そう言われても」

　もっと褒めろとばかりに隼が催促する。

「ほら、なにかあるだろう？　頼りがいがあって、ついでに包容力もあって紳士的だとか。大人の男の魅力にあふれてるとか」

「隼、自分で言ってちゃ世話ないな」

　亮介が突っ込み、その場が笑いに包まれた。

　でも、隼が今言ったのは全部事実だ。隼に任せておけばなんの心配もいらないと思わせられる。ひとつのベッドに寝ているのに、優莉にまったく手を出さない紳士的な面も持ち合わせている。

（……手出ししないのは、私を女性として見ていない証拠だけど）

　さすがは三十四歳。これぞ大人の男の包容力というものなのだろう。

　彼のマンションにお世話になって一週間。優莉は、ようやく社内の女性陣が隼を見てキャーキャー騒ぐ本当の理由がわかってきた。容姿がいいだけではない。それ相応の中身もきちんと備わっているのだ。

「一緒にいると楽しいんです」

　無意識に口から出た言葉だった。優莉が呟くように言ったら、ワイワイ盛り上がっていた三人の視線がいっせいに優莉に向けられた。

　ハッとして口元を押さえる。言葉にしてはじめて、隼と一緒にいる時間が楽しいものだと気づいた。

　ちょっとした意地悪をされるのも、からかわれるのも全然嫌じゃない。むしろそうされるのがうれしいのだ。

　三人の視線に気づき、優莉が「あ、いえ、その……」と言葉にならない声を発する。なんだかとても恥ずかしい。

「俺も楽しいよ」

　隼はそう言っていきなり優莉の肩を引き寄せた。

　油断していたため優莉の口から「キャッ」と悲鳴が漏れると、「だから俺は痴漢じゃない」と不満を漏らす。

　でもその顔はどこかうれしそうだった。










罪なキス




　出社した直後、隼がデスクに座ったタイミングで社長室のドアがノックされる。入ってきたのは秘書の美保だ。

「社長、本日午後五時のお約束ですが、先方から時間を早めてほしいと連絡がありました。いかがいたしましょうか」

　今日の来客予定はその一件のみ。クールブロン立ち上げの頃から付き合いのある空間設計の会社だ。レストランのリニューアルなどでいつも世話になっている。

「あちらの希望は？」

「午後二時頃でいかがでしょうかと」

　それは隼も願ったり叶かなったりだ。

「それで進めてもらってかまわない」

　その取引先とは流れでそのまま会食となることが多いため、今夜は遅くなると覚悟していたが、隼もできるだけ早く帰りたい。

「承知いたしました。それから、次号の社内報に掲載される記事が出来上がったそうで、念のために社長に見ていただきたいとおっしゃっておりました」

「社内報の記事？」

「特別賞のデートです」

　そう言われて、あれが記事になるのだと思い出した。

　美保がクリアファイルに入った原稿をデスクに置く。

　見開き二ページにわたり、優莉とのデートの様子が載っている。記念撮影のような写真のほかに何気ない様子を撮影した写真もあり、なかなかの出来栄えだ。最後にはふたり揃って逃げ出したというのに、そんなラストを思わせない締めくくり方だった。

　優莉の緊張は写真にも不自然さとして表れていて、宇賀の指示で抱き寄せた隼から無理に体を離そうとしているのがよくわかる。

「社長、楽しまれたんじゃないですか？」

「どうして？」

「とてもいい笑顔です」

　美保がそう言って笑う。

　事実、隼は楽しんでいたため、そこを指摘されて若干うろたえる。

「前回は男同士だったからね」

「そうでしたね。今回は女性でよかったです。原稿の方になにかありましたら、私におっしゃってください。宇賀さんにお話ししますので。では」

　頭を下げて出ていこうとした美保を呼び止める。

「森尾さんは以前、イチゴタルトのおいしい店があるって話していたと思うんだけど」

「イチゴタルトですか？　……ええ、あります」

　美保は斜め上に目線を向けて考えるようにしてから、大きくうなずいた。

「ですが、社長は甘いものはあまりお好きではないと」

「あ、いや、俺が食べるわけじゃない」

　目をまたたかせる美保にぎこちなく訂正する。

「もしかして、どなたか大切な女性にですか？」

「えっ？」

　美保の言葉に柄にもなく焦りを覚えた。

「図星ですね」

「いや……」

　言葉に詰まるとは情けない。

「この頃の社長、とても楽しそうな雰囲気が全身から滲にじみ出ていらっしゃいますから。ご自分ではお気づきにはなられないでしょうけど」

　美保が仕事のできる人間だとは知っていたが、ここまで鋭いとは思わなかった。

　優莉と一緒に住むようになってからというもの、プライベートが楽しいのは事実だ。

「ともかく、それはなんて店？」

　適当にごまかして先を促した。

「でしたら私が買ってまいりましょうか」

「いや、自分で行くからいい」

　優莉に買って帰るものを美保に頼むわけにはいかない。

「では、その店の地図をお送りしますね」

　美保はスーツのポケットからスマートフォンを取り出し、早速操作をはじめた。直後に隼のスマートフォンがデスクの上でヴヴヴと短く震える。

「ありがとう」

「いいえ、どういたしまして。彼女さんもおいしいと言ってくれるといいのですが」

　美保はもう一度頭を下げ、今度こそ社長室を出ていった。

（〝彼女〟か……）

　優莉が隼のマンションに同居するようになって二週間。彼女の手料理が楽しみで、隼は仕事をできる限り早く終わらせて帰るようになった。それまで外食で適当に済ませていた隼には考えられない毎日だ。そのうえおいしいものに目がない彼女を喜ばせようとスイーツを手土産にしようとしているのだから、いったいどうなっているのか。

　恋愛といえば、これまで受け身が大半で、女性からちやほやされるのが常。好意を寄せられて付き合うものの、自分から積極的に恋愛はしてこなかった。そのせいか隼にまったく興味を示さない優莉は新鮮で、最初は心地よさすら感じた。

　社会人一年目という若さでありながら、妹の学費の面倒をみているというしっかりした一面もある優莉。そんな彼女に、逆に隼の方が興味を引かれた。

　最初はもの珍しかっただけ。ひと回り年下の彼女の保護者気分だった。

　そのくせ、隣で眠る彼女のかわいい寝顔を収めておきたくてスマートフォンで撮影するなど、自分で自分の行動が不可解でならない。

　そうして、いつの間にか彼女の存在が愛しさに変わっていった。それが父性からくるものなのか、正直最初はわからなかった。

　優莉の前だと気負わず自然体でいられる自分に気づいたのはいつだったか。一緒にいてリラックスできる女性ははじめてだった。

　ひとつひとつの言動に見え隠れする幼さがかわいらしく、素直な性格からくる反応がおもしろくて、つい意地悪を言ってからかいたくなる。照れた顔や拗ねた顔を見たいからだとは、屈折しているにもほどがあるだろう。

　まさかひと回りも年下の女性に心を惑わされるなど、誰が想像しただろうか。

　だが、優莉は当初と変わらず隼に興味の欠片かけらもない。ひとつのベッドでぐっすりと眠れるのがなによりの証だ。

　隣で隼が鬱うつ々うつとしているのも知らずに寝息を立てる優莉を、何度恨めしい思いで眺めたことか。

　柄にもなく燃え上がった気持ちは、隼自身ですら持て余すほどだった。




＊　＊　＊




　優莉が隼のマンションに転がり込んでからまたたく間に二週間が過ぎた。

　仕事の付き合いで遅くなる夜以外、隼は優莉の作った夕食を食べ、コーヒーしか飲まなかった朝もしっかり食べるようになっている。

　生活のリズムを掴みかけたある日、優莉は出勤早々、マネジャーの寺岡から店の奥にあるスタッフルームに呼び出された。

「花崎さんに異動の話が出ているんです」

　クールブロンでは定期的な人事異動で店舗の活性化を図っているが、入社して一年にも満たない優莉に話がくるとは思ってもいなかった。どこかの店で退職予定者が出たのかもしれない。

「どこのお店ですか？」

　できれば通勤時間が長くならない場所がいいけれど。

「店ではなくて本社なんです」

「え!?　本社に？　私が？」

　予想もしない異動先を聞き、声が大きくなる。

　ゆくゆくは本社で仕事をしてみたいと漠然と考えていたが、それがこんなに早く実現するとは思いもしなかった。

「どこの部署ですか？」

「レストラン事業部です。これからの出店には若手社員の意見も反映させたい意向だそうですよ」

　優莉は若手に違いないが、まだ入社して一年目のペーペーだ。店の仕事を覚えたばかりで戦力になるとは思えない。

「……私なんかで大丈夫なのでしょうか」

　本社という恐れ多い場所で働くのは、今の優莉にはまだ荷が重い。なによりも経験が浅すぎる。

「新人だからこそできる発見もあると私は思いますよ。気負う必要はないです」

　気持ちを軽くさせるためか、寺岡はにこやかに言った。

　この店のエリア統括マネジャーの寺岡がこうして打診しているのだ。優莉の異動はお伺いではなく決定事項なのだろう。だとすれば優莉はそれに従う以外にない。

「承知いたしました。謹つつしんでお受けいたします」

　優莉は背筋を伸ばして異動を受け入れた。

　よくよく話を聞いてみたら、なんと異動は明日付だという。優莉の後釜は他店で抱えていた余剰人員が回される段取りがされており、その社員が明日から来るらしい。

　突然の辞令にも異動日にも驚かされ通しだった。

「花崎さんの活躍を楽しみにしていますからね」

　最後の最後にプレッシャーを与え、寺岡は優莉の肩を激励するようにトンと叩いて店を後にした。




　その夜、夕食を食べながら異動の話をすると、隼も驚いた様子だった。

　役職付きの社員の人事異動は隼に報告や相談があるが、一般社員は人事部長に決定権があるらしい。

　寺岡が店を出た後に明日美に異動の報告をすると、彼女の驚きも尋常ではなかった。それと同時に『優莉がいなくなると寂しい』と今にも泣きだしそうだった。

　同期で仲良しの明日美と離れるのは優莉も同じく寂しい。本社はエリート集団というイメージがあるため、ぽっと出の優莉で大丈夫なのかという不安もある。

「それじゃ、これは優莉の本社への異動祝いになるな」

　食事を終えた隼は、冷蔵庫からケーキの箱を取り出してきた。いつの間にそんなものを冷蔵庫に入れていたのか。皿とフォークまで用意して優莉の前に置く。

「これ、どうしたんですか？」

「イチゴタルトのおいしい店があるって聞いて」

　隼は箱を開け、中からタルトをひとつ取り出した。

「わざわざ買ってきてくださったんですか？」

「ついでだ、ついで。そっち方面に行く用事があったから、思い出して寄ってきた」

　ついでにしろ、買ってきてくれたのに違いはない。

「ありがとうございます。……あれ？　隼さんは食べないんですか？」

　この頃は名前で呼ぶのにもすっかり慣れてきた。〝社長〟ではなく、すんなり名前が出てくる。でも本社に異動になるのだから、会社で会ったときにはきちんと社長と呼ぶように気をつけなくてはならない。

「俺はいい。甘いものは得意じゃないからね」

　会社の企画でデートをしたとき、水族館の後に連れていってくれたパティスリーでも、隼は優莉がおいしそうに食べる様子を見ているだけだった。

「もうひとつあるから、後でまた食べるといい。なにか飲むか？」

「あ、自分で淹れます。隼さんもコーヒーいかがですか？」

「いや、俺が淹れるよ。優莉は食べてな」

　立ち上がりかけた優莉を制し、隼はキッチンに向かった。至れり尽くせりだ。

　真っ赤なイチゴがふんだんにのったタルトは、見るからにおいしそう。コーヒーを待ちきれずに早速フォークで口に運ぶ。

「んー！　おいしい！」

　甘さ控えめのクリームにはバニラビーンズのいい香りがして、それが鼻からふわっと抜けていく。

（やっぱりおいしいものは幸せ。最強の正義だなぁ）

　優莉がふた口目を頬張ったとき、隼が目の前にコーヒーを置いた。シュガーが二本用意されている心遣いがうれしい。

「ありがとうございまふ」

　口をモゴモゴさせながらペコッと頭を下げたら、隼が優莉を見てクスッと笑った。

　なんだろう？と思いつつタルトを飲み込んで彼を見上げる。

「クリームがついてるぞ」

　微笑みながら隼の手が優莉の頬に伸び、一瞬のうちに視界が遮られる。優莉が目を丸く見開いたそのとき、唇の端を彼にペロッと舐なめられた。

「ん、俺はこっちのがうまいな」

　隼は腰をかがめたまま、いたずらっぽく笑った。

　突然の事態にまばたきもできないまま体がフリーズする。なにが起こったのか頭で処理ができず、後から思い出したかのように心臓がドクドクと脈を打ってきた。

「な、な……」

　それ以上、声が出ない。鯉こいのようにパクパクと口だけを動かす。気が動転して、なにが起きたのかさっぱりわからない。唇を重ねていないからキスとは呼べないかもしれないが、端とはいえ微かに触れたのは事実。

「優莉？」

　身動きが取れなくなった優莉の顔の前で隼がひらひらと手を振る。

「……あ、の……今のは……？」

　声が情けなく震えた。

「クリームがついてたから」

「そう、ですか。……すみません」

　でもそれならば指で拭うとかティッシュペーパーを差し出すとか、ほかに方法はあるだろう。

（それなのにどうして？）

　大人の女性ならここで上手に切り返せるだろうが、優莉にそんな技能はまったくない。ただ胸をドキドキと張り詰めさせ、視線を頼りなく彷徨さまよわせるばかり。

「こっちもついてるぞ」

「え……」

　今度は反対側の唇の端を隼に舐められた。一度ならず二度までもされて、優莉はいったいどうしたらいいのか。

　隼は、いたずらを仕掛けたような顔をして優莉を見つめていた。

「……からかわないでください」

　十二歳も年下で、隼が優莉を女性として見ていないのは知っている。だからきっと、今のもちょっとしたジョークなのだろう。

　でも優莉は、それを冗談で済ませられるほど大人になりきれていない。

「からかってないよ」

　隼はふっと笑みをこぼした。優しげな眼差しが優莉の鼓動をさらに速める。

「優莉にキスしたい」

　思いもよらない言葉が隼の口から飛び出した。

「な、なんでですか。だって私、隼さんから見たら子どもだし、十二歳も年下なんて恋愛の対象じゃないって」

　たしかそう言っていたはず。

「だったら試そう」

「試すって――」

　すべてを言い終わる前に唇を塞ふさがれ、声が喉の奥に押し戻された。

　やわらかい感触がキスによってもたらされたものだと気づき、体は再び硬直して無意識に息を止めた。思考回路は完全停止だ。

　隼は優しく食はむようにしてから唇を解放した。

「優莉」

　甘く囁くような声が優莉の耳をくすぐる。

　でも、これ以上は心臓が限界だった。

　ガタンと椅子を鳴らして立ち上がり、隼を押しのけてバスルームに逃げ込む。ドアを閉め、膝から力が抜けたようにその場にペタンと座り込んだ。

（今の、なに……？）

　たしかに触れ合った唇はまだ熱をもっていて、キスが錯覚ではないと主張してくる。心臓が暴れて、大太鼓のような音が耳の奥に響いた。

　一度逃げた手前、のこのことバスルームから出ていけず、優莉はそのままシャワーを浴びてゆっくりバスタブで体を温めてから出た。

　それでもキスをした余韻は消えず、どうしたらいいのか途方に暮れる。

　隼を避けてそそくさとベッドルームに逃げたが、彼もここで寝るのだからいずれはやってくる。

　なによりもどんな顔をして、どんな反応をしたらいいのかわからず、優莉は頭を悩ませていた。

　それならば彼がここへ来る前に眠ってしまおう。そう考えて電気を消してベッドに入る。チンアナゴを抱きしめて、彼が横になる方に背を向けた。

　ところがキスのせいで目はらんらん。アドレナリンが出ているのか、眠気は一向に訪れない。

（もうっ、隼さんのバカ！　なんでキスなんてしたの!?）

　心の中で悪態をついたら余計に眠れなくなるときた。

　寝返りも打てずに優莉が悶々としていると、しばらくしてドアが開かれ、身をすくめる。眠っているふりを装ってゆっくり呼吸をした。

「優莉」

　名前を呼ばれてドキッとし、寝息に見立てた呼吸のリズムが狂う。かといってここで反応するわけにはいかない。スースーと意識して息を吸って演技を続けた。

　キスをしたから、もしかしてその先も。

　優莉の頭の中に大胆な妄想が繰り広げられる。

　おかげでそれまで以上に心臓が早鐘を打つからたまらない。

（もしもそうだったらどうしよう……！）

　ドキドキとハラハラがないまぜで、どうにも収拾がつかなかった。

　きっと朝まで眠れない。そう思っていた優莉だったが、いつの間にか眠りの淵に落ちていた。




＊　＊　＊




（――早まったか）

　バタバタとバスルームに逃げ込んだ優莉を引き留められず、隼はその場で深いため息をついた。

　大きく膨らむ気持ちを抑えきれずに思わず優莉にキスをするなど、大人の男が聞いて呆れる。女性に対して自制が利かないなんてはじめてだった。

　好きだと告げようとしたが、あっさりかわされ、言葉が胸の奥へＵターンしていく。

（……なにをやっているんだ、俺は）

　嫌われてはいないだろうという甘い考えが、浅はかな行動を招いてしまった。

　優莉の気持ちがもっと育ってから。そう思っていたのに、かわいい彼女を前にしてあふれる想いを止められなかったのだ。

（いつも意地悪ばかりしてきたから、本格的に嫌われたかもしれないな）

　そう考えると心が深く沈み込む。

　高校生だって、もっと上手に恋愛をしているだろう。自分の幼稚さが情けない。

（また一から仕切りなおしだ。それしかないだろう）

　いったん気持ちを封じ込め、紳士的にスマートに彼女に接しようと決める。

　そして優莉が出た後のバスルームに向かった。










永久に縮まらない年の差




　クールブロンの本社が入居するタワービルを見上げ、優莉は頭のてっぺんから足のつま先まで緊張に包まれた。本社勤務初日で期待よりも不安の方が大きい。

　今朝の隼は昨夜のキスが幻だったのかと錯覚するほど、これまでと変わらない態度だった。挙動不審なのは優莉だけで、朝食の準備中にあまりに動揺しすぎて手が滑り、皿を一枚割ったくらいだ。

　やはり隼と優莉では大人と子ども。人生経験がまったく違うのだ。朝から大人の余裕を見せつけられ、優莉は軽く落ち込んだ。

　今日から本社勤務のため、隼と行く場所は同じ。車に乗せていくと言われたが、そうはいかない。婚約者のふりをするのはマンションの中だけ。そして恋人のふりをするのは、大学時代の友人の前だけ。それ以外は社長と一社員なのだから。

「とにかく今は仕事だよね」

　独り言を呟き、朝の光を浴びて乱反射するビルを前に〝がんばろう〟とひとり気合いを入れていると、「花崎さんじゃないか」と背後から声をかけられた。

　振り向くと、そこには同期の門かど倉くら恵けい一いちがニカッと親しげな笑みを浮かべていた。

　少し癖のある黒髪を無造作にまとめ、アイドル顔負けの端整な顔立ちをした門倉は、同期の女子にも人気がある。すらっとした体たい躯くに細身のスーツがよく似合う。

「門倉くん、どうしてここに？」

　彼も店舗勤務である。

「花崎さんこそ」

　質問に質問で返された。

「私は今日から本社勤務なの」

「え、俺もだよ。どこの部署？」

「私はレストラン事業部」

「マジか。俺もそこ」

　なんと門倉も同じ部署に今日から配属になったという。

「ほんとに？」

　ひとりで見知らぬ場所に乗り込むより、同期の仲間がいる方が断然いい。

「ああ」

「よかった。ひとりでちょっと心細かったの」

　気合いを入れたつもりではいたが、門倉が一緒だと知って肩から力が抜けた。それだけ力んでいた証拠だ。

「俺も花崎さんが一緒で心強いよ。よし、じゃあ行くか」

「うん」

　軽くなった気持ちでうなずき、門倉と肩を並べてビルのエントランスに入る。本社はこの三十階から三十五階にある。

　昨日、寺岡に受付から人事部に内線をかけるように言われたため、三十階の受付ブースに三台ある電話のうちの一台で門倉が電話をかけた。

　ふたりで緊張して待つこと数分。迎えに来た人事部長の大久保と挨拶を交わし、三十二階にあるレストラン事業部に揃って連れていかれた。

　レストラン事業部の部長である兼かね平ひらは四十代後半のダンディな男で、店舗巡回に来た際に優莉も何度か挨拶を交わしている。

　事業部のフロアは間仕切りのある大きなテーブルが三つ並び、個々の座席は決められていないという。荷物を置けるキャビネットは割り振られているが、各自がノートパソコンを持って自由に席を選び、そこで仕事をするスタイルらしい。筆記具などの備品はすべて共通で使用するそうだ。

　合理的な仕事風景にやる気を刺激される。

「はい、みんな、注目して」

　始業時間とともに兼平が事業部内の社員の注意を引く。

「今日から仲間になるふたりを紹介する。門倉くんと花崎さんだ」

　兼平から自己紹介するように言われ、門倉に続いて優莉も挨拶をした。

　総勢十二名のメンバーににこやかに迎えられ、ひとまず安あん堵どする。ふたりにはそれぞれ先輩社員がひとりずつつき、しばらく仕事を教えてくれるという。

　優莉には田た町まち春はる香かという四歳年上の小柄な女性がついた。身長もそうだが、顔立ちも優しげな小動物系でかわいらしい。

「花崎さん、どうぞよろしくね」

　声まで小鳥のようにほがらかだ。

「こちらこそよろしくお願いいたします」

　優莉がしゃちほこばって頭を下げると、「そんなに緊張しなくて大丈夫」と優しく微笑んだ。

　昨日出た辞令だというのに優莉専用のノートパソコンがきちんと手配されていて、勝手に歓迎ムードを感じてうれしくなる。

　春香の隣に腰を据え、早速ノートパソコンを開いた。

「社内メールのアカウントや社内ＬＡＮの設定もできてるから、そのまま使えると思うの。ちょっと開いて確認してもらえる？」

「はい」

　春香の指示に従いメールファイルを開いてみたら、初期画面に〝花崎優莉〟ときちんと表示された。

「あ、出ました」

「出たね。それじゃ次は公開フォルダにアクセスしてみて」

　春香は画面右上にあるアイコンを指差した。指示通りにクリックし、そちらも難なく開く。

「大丈夫みたいです」

「だね。ではまず、うちの部署がどういった仕事をしているのかの説明から入らせてもらうね」

　入社一年目の優莉は本社の仕事を今ひとつ理解できていないから、それはとてもありがたい。人事や総務、経理といった一般的な部署ならなんとなく想像もできるが、レストラン事業部となると店舗に深く関わるのだろうなという程度だ。

　春香の説明をおおざっぱにまとめると、レストラン事業部は店舗の業績をチェックするのはもちろん、出店の際のマーケットリサーチや立地などの開発も手掛けているという。現在、メンバー総出で取りかかっているのが、約二カ月後の三月にオープンする新店の準備だそうだ。

　マーケットの分析や店舗の図面などをパソコンで見せられ、店を一から造り上げていく工程は非常に興味深かった。店舗のスタッフとして働いていたら、まったく見えない部分だ。

　午前中はそうして過ぎ、あっという間にお昼になる。一緒に行こうと誘ってきた門倉とふたりで財布片手に事業部を出た。

　クールブロンの本社には休憩室があるが、社員食堂はない。そのため昼食は、お弁当を持参するか、外食をするかのどちらかになる。

　今日は初日でどうなるかわからなかったため、門倉も優莉もお弁当を用意していない。とりあえず外に出れば、なにかしら食べられるだろうとなり、エレベーターを並んで待った。

　ふと視線の隅になにかを捉え、つられるようにして目を向けたら、通路の先に隼の姿があった。なぜか胸がドクンと音を立てる。

　マンションでは何度もスーツ姿の彼を目にしているのに、オフィスだと格段に見違えるから不思議だ。いつも以上に素敵に見える。

　隣を歩いているスタイル抜群の美女は秘書だろうか。二十二歳の優莉とは一線を画した大人の女性である。

　隼の隣にいて自然なのは、ああいった女性だろう。そう思わずにはいられず、胸の奥がチクチクする。

（……やだ、なんで胸が痛いの）

　ハッとして我に返った。

「どうかしたのか？」

　門倉に顔を覗き込まれ、「ううん」と作り笑いでごまかす。そして、やってきたエレベーターに急いで乗り込んだ。




　門倉とふたりで入ったのは、隣の商業ビルにある洋食レストランだった。

　ふたり掛けのテーブルに案内され、それぞれ本日の日替わりランチを注文。待っている間に午前中に教わった仕事をお互いに報告し合った。

　ふと三十代前半くらいのビジネスマンふたりの会話が、隣のテーブルから漏れ聞こえてくる。

「この前、妹の後輩に付き合ってくださいって告られてさ」

「えー！　マジか。羨ましいな」

「でもその子、まだ大学生なんだよ。ひと回り近く年下」

　ひと回りという言葉に優莉が反応する。つい聞き耳を立てた。

「軽く犯罪だな」

「だろう？　ちょっと離れすぎてるよな？」

「ジェネレーションギャップってやつ？　女子大生だとちょっと子どもって感じもするかもな」

　女子大生も社会人一年目も、さほど大差はない。彼らにしてみたら、優莉が相手だとしてもきっと子どもっぽくて敬遠したくなるだろう。

　それは隼にとっても同じで、優莉をひとりの女性としては見ていない。そう思い、なぜかもやっとする。

「ね、門倉くん、年下の女の子ってどう思う？」

「どうって？」

「恋愛対象になる？」

　ほかの男性の意見も聞いてみたくて、今もっとも近くにいる門倉に問いかける。

「そりゃなるよ。年の差の程度にもよるけど」

「たとえばひと回り下は？」

「さすがにそれはないだろう。俺のひと回り下っていったら十一歳だぞ？　小学生の女の子が対象になったらヤバいだろ。捕まる」

「そっか……」

　それもそうだ。聞く相手を間違えている。門倉の年齢では絶対にありえない年齢設定だ。

　でも年の差はどちらも同じく十二歳。つまり大人と子どもくらい離れていることになる。

「いきなりなんで」

「あ、ううん。ちょっと思っただけ」

　首を横に振ってごまかす。

「え、なんだよ、気になるじゃんか」

　門倉は食い下がったが、そこでタイミングよく日替わりのハンバーグランチが運ばれてきて、彼の意識はすっかりそちらに向いた。

　いただきますと手を合わせてフォークとナイフを持つ。

「あ、そういえば、例のデートはどうだった？　もう終わったんだろう？」

　優莉の思惑とは反対に、話題が隼関連に舞い戻った。

「あ、うん。普通にご飯食べて終わりだよ」

　話を振られたため、一緒にクラブハウスサンドを食べて水族館を見て回り、手をつないで走ったシーンが蘇る。おまけにそれからの隼との日々まで頭の中で自動再生されるという悪循環。どの瞬間も楽しくて、隼の顔を思い浮かべるたびに胸の奥が苦しくなった。

（私、隼さんを好きなんだ）

　昨夜のキスをきっかけに、好きな気持ちがあふれてくる感覚だった。

　でも決して報われない永遠の片想いだ。

　先ほど見かけた隼を思い出し、不釣り合いだと思わずにはいられない。

　隼と優莉は、社長とごく普通の一般社員。それだけでなく十二歳も年の差があるのだ。想いが通じるわけがない。

（どうしてもっと早く生まれてこなかったのかな。それが無理なら、せめてもう少し大人っぽい美人に生まれたかった……）

　考えても仕方のない願望が頭の中を渦巻く。出口の見えない迷路にいきなり迷い込んだみたいだ。それを忘れたくて、優莉はハンバーグをめいっぱい頬張った。




　その夜、優莉はマンションで夕食を作っていた。

　フライパンを揺すりながら調味料を加えていくが、醤しょう油ゆを手にしたつもりがソースで、危うく味付けを間違えるところだった。

　それもこれも自分の心の変化に気づいたせい。優莉にとっての隼が〝社長〟から〝好きな人〟に変へん貌ぼうを遂げ、心ここにあらずだからだ。

　片栗粉を溶かしてフライパンに入れ、とろみをつけていたときだった。

「ただいま」

　今まさに優莉の心と頭の中を占めていた隼が帰り、驚いた弾みでフライ返しから熱々のタレが優莉の左手に派手に跳ねた。

「――熱っ」

「大丈夫か？」

　カバンを置いてキッチンに入ってきた隼が、素早く優莉の手を取る。

「冷やした方がいい」

「このくらい平気です」

　手を引き抜こうとしたが、隼に強く掴まれて勢いよく出した水にさらされた。

「火傷やけどは最初が肝心だからじっとして」

　うしろから抱かれるような体勢が優莉の鼓動を跳ね上げる。隼がいつもつけているシプレ系の香水の香りに包まれて、その距離の近さに気が気でない。昨夜のキスが蘇るから余計だ。

「……すみません」

　蛇じゃ口ぐちから流れる水音のおかげで心臓の音をカモフラージュできるからまだいいが、優莉の耳の奥ではドックンドックンと脈を打っていた。

　隼が帰ってきただけで動揺して火傷なんて本当に情けない。どうしてこんなにもそそっかしいのか。もっと落ち着いた女性になりたいのにこれでは全然ダメだ。

「あの、おかえりなさい」

　言い忘れていたと今頃になって気づいた。

　ふっと笑った隼の吐息が髪にかかり、それだけで体が硬直する。

「今さら？」

「……ですね」

「なんか緊張してる？」

「いえっ、特には……」

　そう答えた声が震えていれば、緊張しているのは丸わかりだろう。でもこんな状態でリラックスできるはずもない。

「痛くないか？　少し赤くなってるな」

「大丈夫です。本当にすみません」

　近くにかけてあるタオルで隼に手を優しく拭われていたら、インターフォンが鳴り響いた。

「こんな時間に誰だ？」

　首を傾げながら隼がモニターに向かう。

「え、母さん？」

　ポツリと呟いた隼のひと言に優莉の耳が敏感に反応した。

（お母さん!?　隼さんのお母さんだよね？）

　自分がここにいていいのかわからず、どこかに隠れようかとおろおろしていたら、隼に「そのままでいいから」と制された。

（そのままって……顔を合わせても大丈夫なの？）

　不安と心配に包まれているうちに再度インターフォンが鳴り、ふたり分のスリッパの音がリビングに近づいてくる。

　それに呼応するかのように優莉の心臓の音も高鳴っていく。緊張がマックスまで達したそのとき、リビングに彼の母親が現れた。

「こ、こんばんは！　お邪魔しております！」

　相手が口を開くより早く元気いっぱい頭を下げる。ビクビクしながら顔を上げると、母親は目をまん丸に見開いていた。

　モスグリーンのスーツを着た上品な女性だ。隼の年齢から考えると若くても五十代半ばくらいだろうが、それよりずっと若々しく見える。パーマでふんわりさせたショートカットがよく似合う美人だ。

「あらぁ、とっても元気でかわいらしいお嬢さんね。あなたが隼のフィアンセなのね」

「えっ……」

　思いもよらない言葉が彼女の口から出てきた。

「もう、この子ったら、そんな大切な話を親にも話さないんですもの。本当に困った息子なんだから」

　そう言って隣に立つ隼の腕をたしなめるように叩く。

　隼から聞いたのでなければ、いったいどこから聞いてきたのだろうか。

「いずれ紹介しようと思っていたんだ」

　隼まで妙なことを言いだす。婚約者というのはここに住むためだけの設定ではなかったのか。それも優莉に資金の目途がつくまでの期間限定だ。

「優莉、おいで」

　戸惑って目を白黒させている優莉を隼が手招きで呼び寄せる。

「こちらが花崎優莉さん」

　隼から紹介され、慌ててエプロンを外してカチンコチンになりながら「花崎優莉です」と深く頭を下げる。隼に肩を引き寄せられ、左半身が彼にぴったりと密着した。

　なぜかはわからないが、母親の前でまで婚約者を演じなくてはならないようだ。

「隼の母の佳よし乃のです。ここの管理会社は知人がやっているの。その方から『息子さんのご婚約おめでとうございます』なんて言われたからびっくり」

　佳乃は優莉に優しく微笑んでから、隼を見て眉を上げ下げする。

　マンションの管理会社から情報を得ていたとは思いもしない。

「そうだったよね。母さんの知り合いだったっけ」

「嫌だわ、隼ったら。忘れていたの？　他人から息子が婚約したって聞かされるなんて思いもしなかったわ」

「本当にごめん」

「もうあなたもいい大人だからとやかく言うつもりはないけど」

　言葉こそ責めてはいるものの口調は穏やかで、決して怒っている様子ではなかった。その知人から話を聞いてすぐにここへやってきたようだ。

「本当はもっとちゃんとしたものを作りたかったんだけど」

　そう言いながら佳乃は白い箱を優莉に差し出した。戸惑いながら「ありがとうございます」と受け取り、隣の隼を見上げる。

「なにを作ってきてくれたの？」

「フォンダンショコラよ。時間があったらケーキを焼いてきたかったんだけど」

　スイーツだと聞き、優莉の顔がパッと華やぐ。フォンダンショコラも大好きだ。

「優莉さん、スイーツがお好きなの？」

「はい、大好物です」

「おいしいものは世界を救うもんな」

　隼に頭のてっぺんをポンポンとされながら「はい」と笑って返す。

「あら、懐かしい言葉。昔よく隼が言っていたわよね。でも優莉さんに喜んでもらえてよかったわ」

　ふふふと佳乃は笑った。

「母さんは料理研究家なんだ。スイーツも得意分野」

「そうなんですか！　すごいです」

　それでは隼は、幼い頃からバランスがよくて栄養たっぷりの手料理を食べてきただろう。自分の手料理で本当に満足させられているか、急に不安になった。

「いい匂いがするけど、今からお食事だった？　邪魔しちゃってごめんなさいね」

「あ、いえ、ちょうどこれからだったので」

　隼と「ね？」とうなずき合いながら答える。

「もしもよろしかったら、ご一緒にいかがですか？」

　ついその場の流れで誘ったが、よく考えれば相手は料理研究家。明日の弁当用に余分に作ってあるから量的に問題はないとしても、プロに出すようなものではない。

　とはいえ一度誘った手前、相手の返答待ちになる。

「そうだね、母さんも食べていきなよ。優莉の手料理うまいから」

　ドキドキと佳乃の答えを待っていた優莉に隼が追い打ちをかける。むやみにハードルを上げないでほしい。

「やっ、隼さん、おいしいなんて……！」

　小声で必死に否定するが、隼は「いや、うまいものはうまいよ」と訂正するつもりはないようだ。

「じゃあ、お言葉に甘えてそうさせてもらおうかしら。優莉さん、本当にいいの？」

　そう尋ねられて『いえ、やっぱり遠慮してください』などと言えるわけもない。誘ったのは優莉だ。

「はい、ぜひ」

　にこやかに言いながら頭の中は不安一色。味付けにぬかりはないか思い返してみるが、そもそも醤油をソースと間違えそうになったのだ。どこかでなにかを取り違えているかもしれない。

　隼が佳乃をテーブルに案内し、優莉は急いでキッチンに戻った。

　今夜のメニューは中華丼と溶き卵入りのきくらげの中華スープ。小皿にとって確かめた味に問題はなさそうだが、料理研究家に出すものとしては今ひとつの気がしてならない。

　恐る恐る器に盛り、三人分をテーブルに並べる。そして、佳乃と向かい合って座る隼の隣に腰を下ろした。

「おいしそうね。いただきます」

　優莉は、レンゲを持った佳乃をじっと見つめた。なんと言われるのか気が気でない。

　中華丼をすくい、ゆっくりと口に入れた佳乃の動きが止まる。

（どうだろう。口に合うかな……）

　優莉が心細さでいっぱいになったときだった。

「おいしい」

　佳乃からため息交じりの声が漏れる。それは思わず漏れた本音のような言葉だった。これがお世辞だったら佳乃は女優顔負けの演技力だ。

「本当ですか？」

　一気に心が軽くなり、つい食いつき気味に聞き返す。

「ええ、本当に。あんが濃すぎず薄すぎず、ちょうどいい味加減よ」

「……よかった」

　独り言のように呟き、優莉はホッと胸を撫で下ろした。

「お肉にもきちんと下味をつけたでしょう」

「はい。下味をつけてから片栗粉でしっかり揉み込みました」

「そのひと手間がおいしく作るコツなのよね」

　料理のプロに褒められるなんて思いもしない。こうしたらおいしくなるかもしれないと、想像して作ったものなのだ。

「優莉の作る料理は、ほんとにどれもうまいんだ」

　隼まで褒めるからくすぐったくてたまらない。

「優莉さん、お料理はお母様から習ったの？」

「いえ、自己流なんです」

　父親が幼い頃に亡くなり母の代わりに家事をしていたのだと打ち明けたら、佳乃は「大変だったのね」としんみりした面持ちになった。

　場がしめやかな雰囲気になりそうだったため、慌てて明るく返す。

「でも、お料理は大好きなので」

「そう。それはよかったわ」

　苦痛に感じたことは一度もない。おいしいと言ってもらえたら、それだけでうれしかった。今だってそう。隼がおいしいおいしいと食べてくれるから、次はなにを作ろうかと考えるのが楽しい。

「あら？　隼ったら、優莉さんにまだ指輪もあげてないの!?」

　佳乃がいきなりガラッと話題を変える。優莉の左手をまじまじと見て目を丸くした。

「あぁうん、そうだね。急な話だったから」

　さすがの隼も慌てたように弁解する。優莉はその隣でこくこくとうなずいた。

「婚約といっても、ふたりだけの間の口約束でしょう？　早く優莉さんの親御さんにもご挨拶しに行かなくちゃならないわね」

「だ、大丈夫です。私の実家、沖縄なんです。遠いですから」

　親への挨拶と言われて気が焦る。これがもしも近場だったらと思うと恐ろしい。まだよく知らないが、佳乃の性格だったら明日にでも行きそうな勢いだ。なにしろ管理会社から聞いてすぐにここへ来たのだから。

「あら、沖縄なの？　いいところにお住まいなのね。観光がてらに行くのもいいし。ね、隼」

（どうしよう……！）

　かえって乗り気になった。

「俺もまだ会ってないから、母さんはもう少し待ってて。きちんとセッティングするから」

　ハラハラする優莉と対照的に隼が穏やかに話をまとめようとする。それがいかにも本気に聞こえるから、優莉はべつの意味で胸をドキドキと高鳴らせていた。

「な？　優莉」

　優しく笑いかけられ、ぎこちなく微笑み返すしかできない。この場を丸く収めるためだとわかっているのに、彼の目が真剣に見えるから厄介だ。

「それじゃ、なるべく早くお願いね。それで結婚式は？」

　佳乃はどうやら、かなりせっかちなタイプのようだ。次から次へとたたみかけられ、優莉はもはや限界。どうにも太刀打ちできる相手ではない。

「それもちゃんとする。母さんはどっしりと構えていてくれていいから」

「だって、せっかく婚約をしたのに話をきちんと煮詰めていないんですもの。心配になっちゃうのよ」

　痛いところをつかれ、隼もぐっと言葉に詰まる。

　婚約を信じて疑わない佳乃を前にして、優莉はどんどん胸が苦しくなっていく。こんなに優しい人を騙していいのだろうかと考えると、胃のあたりがキリキリと痛い。

「とにかく母さんは心配しないで。俺がしっかりと進めていくよ」

　優莉は隼の偽りの婚約者。それなのに隼の言葉は真実味を帯びていて、優莉の心を惑わせる。

　ようやく納得した佳乃は中華丼をぺろりと平らげた。

「いろいろと決まったら教えてちょうだいね」

　帰り際に玄関でそう言い残し、佳乃がドアを開ける。

「フォンダンショコラ、ありがとうございました。とってもおいしかったです」

　早速デザートでいただいたショコラは、トロッとしたチョコが甘さ控えめ。ここ最近食べた中でもトップを競うおいしさだった。

「こちらこそ中華丼ごちそうさまでした。おいしかったわ。じゃ、またね」

　佳乃はひらひらと手を振り、明るく弾んだ空気を引き連れて帰っていった。

　思わず「ふぅ」と肩から力を抜くと、隣で隼も同じようにする。顔を見合わせて笑う、そのやり取りだけで胸の鼓動がトクンと跳ねた。

「手、大丈夫か？」

　そう聞かれて、火傷したのを思い出す。

「忘れてました」

　もともと大した火傷ではなかったのだ。そこへきて隼の母親がやってきてそれどころでなくなり、ヒリヒリした痛みはどこかへ飛んでいった。

「フォンダンショコラに夢中だったしな」

「あ、それが大きいです」

　ふふっと笑う。おいしいものは、嫌な出来事も痛みも忘れる一番の薬だ。

「一応見せてみて」

　隼に言われ、素直に左手を出す。

　隼がすぐに冷やしてくれたおかげだろう。赤味もずいぶん引いている。

「もう大丈夫です」

　そう言って見上げると隼と目が合い、視線が絡まる。逸らそうとするのにまっすぐな眼差しと交差してかなわない。

　いつもと違う空気が舞い降りる気配がして、急速に胸が高鳴っていく。昨夜のキスの意味もわからないのに、心は隼を求めはじめて想いが止まらなくなる。

　でも、これ以上は危険。隼が優莉を女性として見ていないのは事実なのだから、自分が傷つくだけ。

　子どもの優莉には理解不能だが、大人の隼にしてみたらキスくらいなんともないことなのだろう。挨拶みたいなものに違いない。

「片づけてきますね」

　無理やり目線を外し、明るい口調で言ってキッチンに向かう。

「まいったな」

　うしろで隼がポツリと呟くのが聞こえた。

　その言葉の意味を瞬時に探ろうと脳内が忙しなく動きだす。

　もしかしたら隼に対する優莉の気持ちがバレたのかもしれない。社長として社員の面倒をみるつもりで親切にしただけなのに、優莉に本気で好きになられて困っているのだろう。

（しかも私はひと回りも年下で、恋愛対象にもならない相手だもんね。きっとそうだ）

　そう考えるほどに胸がチクチクと痛みだす。

　唇を噛みしめ、勢いよく出した水で食器の汚れを落としてから食洗器に次々と入れていった。










執着に溺れる夜




　オープンを間近に控えたクールブロンの新店は、多くの若者が行き交う街にある。商業ビル一階の居抜き物件だったため、ただ今リニューアルの真っ只中だ。優莉と門倉がレストラン事業部に異動となったのも、出店する地域の特性によるものが大きいのだろう。

　優莉はレストラン事業部のメンバーと別室で行われているミーティングに参加していた。

「内装の工事は順調に進んでおりますので、このまま予定通りにオープンは迎えられそうです。ただ今回はマーケットの客層が比較的若いため、違った販促も考えていかなければならないと思うんです」

　クールブロンはすでに三十店舗あるため、すでに名前を知っている人もいるだろう。でも、これまでに出店していない特性のマーケットの場合、その割合は当然低くなる。

　若者向けにおしゃれで味にもこだわる飲食店が集うこのエリアは、ランチ相場がクールブロンの既存店より低い。だがクールブロンでは厳選した材料を使うため、最低ラインの千五百円は守りたい。そうなると価格勝負ではなく、味はもちろん興味を引く販促が必要になる。

「街でのチラシ配布だとか」

「ポスティングも考えた方がいいでしょうね」

「あとは、これまでのお客様へのＤＭ発信とか」

　活発な意見が飛び交う中、はじめてミーティングに参加した優莉は傍聴者と化して圧倒される。

　次回までに各自がさらに案を煮詰め、それぞれ持ち寄ることとなりお開きとなった。

「花崎さん、なにかアイデアある？」

　ミーティングルームを最後に出たら、ドア付近で待っていた門倉が声をかけてきた。

「ううん、みんなの話を聞いているので精いっぱい」

「だよな。俺も」

「でも、なんとか次回までにアイデアを出さなきゃね」

　わからない、できないでは済まされない。門倉と優莉は若さならではの意見を求められて異動となったのだから。

「そうだな。よし、俺もがんばるぞ」

　門倉と互いに励まし合いつつ事業部のフロアに戻ると、春香が紙袋を抱えてふたりに近づいてきた。

「はい、これ。ふたりもどうぞ」

　そう言って春香が手渡してきたのは、細いリボンできゅっと結ばれた手のひらサイズの透明の袋だった。中にチョコレートらしきものが入っている。

「ハッピーバレンタイン」

「あっ、そうでしたよね」

　今日はバレンタインデー、優莉の誕生日でもある。私生活がバタバタしていたうえ、隼との妙な関係性に戸惑っているため、すっかり頭から抜けていた。

「うわぁ、うれしいな。今年のバレンタイン一号だ」

　門倉はニコニコ顔だ。ところが喜んでいるそばから同じ事業部の先輩たちもチョコの配布をはじめたため、門倉は抱えきれないほどのチョコをゲットした。

　優莉も友チョコとしておこぼれをもらいテンションが上がる。

「すみません、私、チョコの準備もしてこなくて」

　気が利かない後輩だと思われただろう。

「花崎さんは異動したてでそれどころじゃなかったでしょう？　気にしない気にしない。その代わりホワイトデーはお返しを期待しちゃお」

　春香の優しい気遣いに救われる。

「はい、任せてください！」

　調子に乗って答えて椅子に腰を下ろすと、デスクの上に置きっぱなしにしていたスマートフォンがヴヴヴと鳴っているのに気づく。アパートの管理会社からの着信だった。急いで事業部のオフィスから通路へと出る。

「もしもし、花崎です」

　耳にあてて優莉が応答したら、相手もすぐに名乗って続けた。

《火災に関する保険手続きが済みまして、花崎さんにも大変ご迷惑をおかけしたので、わずかではありますが家賃引き落としの口座に二十万円の現金を振り込ませていただきました》

「えっ、そうなんですか。そんなにたくさん……。ありがとうございます」

　現金支給があったらいいなとは思っていたが、そこまで高額を期待していなかった。

《花崎さんがよろしければ、うちが管理するべつのアパートを手配しようと考えておりますが、いかがでしょうか。もちろん敷金礼金は必要ありません》

　さらに住む場所まで手配してくれると言うではないか。予想もしていなかった申し出が優莉の心を大きく惑わせる。

　隼のマンションはもともと仮住まい。婚約者という仮面をつけて、いつまでもいられる場所ではない。

　このまま長く一緒にいたら優莉の隼への想いは膨らむいっぽうだろう。それなら早めに手を打って、自分の気持ちをとどめておかなければならない。

「ぜひよろしくお願いします」

　明日までに新しいアパートの詳細を知らせてもらうことで合意し、電話を切った。

　それまで漠然としていたが、マンションを出るのが急に現実味を帯びてくる。一カ月弱、本当にあっという間だった。

　自分の誕生日はもちろん、バレンタインデーであることもすっかり忘れていたが、今日は隼へのお礼もかねてチョコレートを買って帰ろう。

　そう決めて優莉は仕事へ戻った。




　その日の退勤間際、優莉のスマートフォンに隼からメッセージが届いた。

　誰かに見られるわけでもないのに、ついこそこそと画面をタップしてメッセージを表示させる。すると書かれていたのは【今夜はデート】とひと言だけ。それを見て優莉の気持ちが一気に落ち込む。

　きっとチョコレートをくれた女性とデートをするのだろう。だから食事の準備は必要ないと。

　優莉は悲しんでいるのを悟られないように、両手で大きく丸を作ってにっこり笑っているウサギのスタンプを押した。

　するとすぐに既読になり、再びメッセージが送られてくる。

【仕事が終わったら、会社を出てしばらく行った先にある郵便局の前で待ってて】

【誰がですか？】

　そう返信する。もしかしたら隼は送る相手を間違えているのではないか。

【誰ってキミだよ。優莉】

【え、だってデートって】

【だから優莉とデートだって言ってるだろう】

「えっ!?」

　隼の返信を読んで、つい声が漏れる。隣にいた春香が「どうかしたの？」と目をまたたかせて優莉を見た。

「あ、いえ、すみません」

　春香に頭を下げ、再びスマートフォンの画面に見入る。

　何度読んでも【優莉とデート】と書いてあるのに間違いはない。

（……どうして？）

　そう思わずにはいられない。なぜ自分が隼からデートに誘われるのか。

【すっぽかすなよ】

　続けて送られてきたメッセージを読んで、胸の奥がきゅうっと縮まる感覚だった。

　マンションを出ると決めた途端、決意を揺るがすような事態に陥り、心がどうにも定まらない。

　でも、彼との関係は偽りのもの。発展しようがないのだ。一度決めた通り隼とは離れた方がいい。

　揺れる心をしっかりと立てなおした。




　定時で仕事を上がり一番近いパティスリーへ走る。隼へ感謝の気持ちを込めて渡そうと思っているチョコレートを買い、指定された待ち合わせ場所へ大急ぎで向かった。

　バレンタインのロゴであふれた街が、とても華やかな雰囲気になっていると今頃になって気づく。向かいのビルの電光掲示板には〝ハッピーバレンタイン〟の文字が何度も流れては消えていった。

　約十分後、目の前に隼の車が横づけされ、下がったパワーウインドウから彼が顔を覗かせる。

「優莉、乗って」

　軽くうなずいて助手席のドアを開ける。「失礼します」とひと言断り、シートに体を滑らせた。

「どなたかに会うんですか？」

「なんで」

「また恋人のふりをして会わなきゃいけない相手がいるのかなって」

　そうでもなければ、隼が優莉とデートする理由がない。

「違うよ。今日は優莉の誕生日だろう」

「え……覚えていてくださったんですか」

　誕生日の話題が出たのは、同居のための申請用紙を書いたときだけ。それを仕事で忙しい隼が覚えているとは思ってもみなかった。

「あたり前だ」

「あ、バレンタインデーと同じだから印象に残りやすいですもんね」

　ほかの日だったら、きっととっくに忘れ去られていたはずだ。今までさんざん影の薄い誕生日を迎えてきたが、今日ほどバレンタインデーと同じでよかったと思ったことはない。

「べつにバレンタインだからどうこうじゃないけどな」

　それならどうしてと聞く勇気はない。突っ込んで探っても惑わされるだけ。

「ありがとうございます」

　なんにせよ感謝の言葉以外にない。

「おいしいものを食べに行こう」

　そう言われると俄が然ぜん気持ちがハッピーになる。

「はい！」

「おいおい。俺のデートの誘いよりそっちの方がうれしそうだな」

「だって、おいしいものは」

「世界を救う、だもんな」

　隼に先を越された。

「そうです」

　優莉はふふふと笑い、隼もクスッと笑った。

　約一時間後、高速道路を使って隼が優莉を連れてきたのは海辺にあるレストランだった。

　看板には懐かい石せき料理と書かれているが、真っ白な外観の建物はどちらかといったら洋館風だ。昼間だったら青い空と海に映えて、さぞかし美しいだろう。

　予約してあったらしく、出迎えた女将おかみらしき女性に個室へ案内された。懐石料理から連想する和室ではなくテーブル席なのはうれしい。

　丸い窓の向こう、少し下がった位置に砂浜が見え、海鳴りのような音が聞こえる。

「懐石料理なんてはじめてです」

　高級店ではあるのだろうが、テーブル席のため、いくらか気楽には感じられる。ししおどしのあるような場所だったら、緊張は今の比ではなかっただろう。

「この店は都内にもあるんだけど、相当な人気でね。ここはオーベルジュだから泊まるのも可能なんだ」

「そうなんですか」

　そんな店にわざわざ連れてきてくれた特別感はうれしいものの、優莉は素直に喜べなかった。

　同居するために偽りの婚約者にしてもらったのはありがたい。でも、彼の母親にまで嘘をつく理由も、キスの理由もわからないから。

　ここ数日の隼の言動が不可解すぎて、優莉は処理しきれずにいた。

　アペリティフを尋ねられ、ふたり揃ってスパークリングウォーターにした。隼は車の運転があるし、優莉はもともとお酒があまり得意ではない。

「優莉、二十三歳の誕生日おめでとう」

　グラスを持ち上げて、隼が優しく微笑む。

「ありがとうございます」

　サプライズで祝ってもらい、なんともいえず照れくさい。

「これでひと回りの年の差じゃなくなるな」

「ほんの二週間ですけどね」

　隼の誕生日はひな祭りの日だから約二週間後だ。

　優莉がふふっと笑ったら、隼は笑いながら軽くにらんでよこした。

　こんな何気ない会話が楽しくて、つい離れがたくなる。マンションを出る決意が振り子のように大きく揺れた。

（でもダメ。もうこれ以上一緒にいたらつらくなるだけだから）

　そう自分に言い聞かせていると、イカとオクラを和えた先さき付づけが運ばれてきた。

　こうして改まった場所で隼と食事をするのは、なんとも不思議な気分である。マンションと同じように向かい合っているのに緊張するのは、懐石料理という優莉には少しハードルが高い店のせいだろう。静かな個室というのも心許ない。

「隼さんのお母様はこういった料理も作るんですか？」

　もう会わないだろうし聞いてどうするのかとも思ったが、静かな場の空気に馴染めないため、とっさに思い浮かんだ質問だった。

「和でも洋でもなんでも作るかな。創作料理だから特別これと分類できる料理とも違う気がする」

「きっと小さい頃からおいしい料理を食べ慣れていますよね」

「俺？　いや、実験台だったといってもいいかもしれないな」

「実験台？」

　思わず笑みがこぼれる。実験台とは穏やかではない。

「こっちとこっち、どっちの味付けがいいかとか、父さんとふたりでさんざん食べさせられたよ」

「そうなんですね」

　底抜けに明るい佳乃とのやり取りを勝手に想像して、優莉まで楽しくなる。

「お父様はどんなお仕事をされてるんですか？」

「銀行員だったけど定年して、今は家でのんびり」

　隼が三十四歳だから、現役を引退していてもおかしくない年齢だ。

「そういえば優莉のお父さんは？　幼い頃に亡くなったって言ってたけど、なにをされていたの？」

「じつはフレンチレストランのシェフだったんです」

「えっ？　そうなのか！」

　隼の目が丸く大きくなる。

「沖縄で？」

「いえ、父が亡くなる前は家族で東京にいたので。ホテルのフレンチレストランにいました」

　亡くなったのは優莉が小学校六年生のときだったため、おぼろげな記憶ですっかり薄れている。

「ホテルってどこ？」

　隼は興味津々に身を乗り出した。同じ業界のため気になるのだろう。

「『ル・シェルブル』だったと母から聞いています」

　その高級ホテルは今もあり、社会人になってから一度だけラウンジでお茶をしたものの、あまりにも場違いな気がしてそそくさと紅茶を飲んで帰った過去がある。本当は父親が働いていたレストランへ行きたかったが、本格派と名高い店のため諦めた。

「ル・シェルブル？」

　隼の声のトーンが一段上がった。意外な場所だったのだろうか。優莉が首を傾げながらうなずく。

　隼はさらに質問を続けた。

「店の名前は？　何年前の話？」

「店の名前は覚えていないです」

　母親から聞いた覚えはあるが、フランス語表記だったため記憶は曖昧だ。

「私が小学六年生のときに亡くなったので……十一年くらい前でしょうか」

　隼はこれ以上ないというくらい目を見開いたが、少しして今度は「でも違うか」と椅子に背中を預ける。

「花崎さんというシェフはいなかったもんな」

　隼がいったいなにを言いたいのかわからず、優莉は不思議そうな目で見つめる。

　その目線に気づいた彼はハッとして説明をした。

「俺が大学生のときにアルバイトしていたのも、ル・シェルブルのフレンチレストランだったんだ」

「そうなんですか」

「でもそこのシェフは宮みや前まえという名前だったから」

「えっ、宮前は私の旧姓です」

　隼も優莉も、まばたきを忘れて見つめ合う。時間まで止まった気がした。

「母が二年前に再婚して花崎になったんです」

「嘘だろ……。優莉のお父さんは宮前悟さとるさん？」

　優莉がゆっくりうなずく。

　まさか隼の口から父親の名前が出てくるとは思いもしなかった。思いがけない話の展開が優莉の鼓動を速める。

「信じられないな。優莉が宮前さんの娘さんだなんて」

　隼が驚いたようにまじまじと優莉を見つめた。優莉もにわかには信じられない。

「再婚したのに妹さんの学費を優莉が？」

　生活面での心配はなくなったのにと言いたいのだろう。

「再婚したからといって学費まで面倒はみてもらえないです」

　幼い頃の再婚ならまだしも、妹は高校三年生だった。いきなり専門学校の学費を払ってほしいとはさすがに言えない。

「それと再婚後に相手が病気を患って、仕事もしたりしなかったりなので」

「優莉は健けな気げだな」

　隼が優しい目をしてしみじみ呟く。

「そんなことないですよ」

　真由香自身も奨学金を学費に充ててがんばっているのだから、優莉も姉として応援したい。将来、おいしいスイーツを作って食べさせてもらえるのが楽しみでもある。

「だけど、宮前さんがまさか亡くなっていたなんて知らなかった」

　隼が独立した際に挨拶がてらその店へ行ったそうだが、当時とは面めん子つがガラッと変わっており、優莉の父親の消息はわからずじまいだったという。だから、べつのレストランにでも引き抜かれたのだろうと考えたそうだ。

「宮前さんとはアルバイト時代にいろんな話をしたものだよ。彼と会っていなかったら、今の俺はない。そのくらい俺に影響を与えた人なんだ」

「そうなんですか……」

　思いもしないつながりを聞き、記憶がゆっくりと遡さかのぼっていく。

　仕事から帰ってきた父親を出迎え、ひとり晩酌をする彼の話を聞くのは、優莉の密かな楽しみだった。店での出来事や料理の話、どれも興味深く、優莉がおいしいものに幸せを見み出いだすようになったのも父親の存在があったからだろう。

「おいしいものは世界を救うって、宮前さんがよく言ってたよね」

「そうなんです。父の口癖だったので私も」

　隼の口から何度か出てきたその言葉が、父親のものだとは想像もしなかった。

「いっとき宮前さんの口癖が俺にも移っていた時期があったよ」

　優莉の父親は、十年以上も前に隼と出会っていたのだ。あの頃話に出てきた登場人物の中に隼がいたとは。

　奇跡のような巡り合わせに心を揺さぶられながら順調に料理は進み、水菓子に美しい和菓子が運ばれてきた。真っ白な寒天に真っ赤なソースがリボン風にかけられた一品。ちょうどプレゼントボックスのような見た目がかわいらしい。

　それを食べているうちに、隼にバレンタインのチョコレートを用意していたのを思い出した。

「隼さん、これ、バレンタインデーのチョコです」

「俺に？」

　紙袋から取り出してテーブルに置いた包みを隼がうれしそうに手に取る。

「隼さん、いえ、社長には本当にお世話になりました」

　もう名前で呼ぶ必要もなくなるため、優莉が社長と呼びなおす。その瞬間、隼の顔から笑みが消え、眉がピクッと動いた。

「どういう意味？」

「じつは今日、アパートの管理会社から連絡があったんです。次に住むアパートを敷金礼金なしで準備してくれるそうで。あと火災保険が下りたから、その一部を私にも振り込んでくれたんです」

「だから？」

　隼の目が見る間に鋭くなっていく。どうしてそんな顔をするのか優莉にはわからない。きつく問いただされているような感じがして居心地が悪くなる。

「……マンションを出ていこうと思います。それはほんのお礼のしるしです。あ、もちろん、お借りしたお金はきちんとお返し――」

「出ていく必要はない」

　優莉の言葉を隼が遮る。

「でも、これ以上お世話になるわけにはいきません」

　優莉の気持ち的にも限界だ。

「どうして」

「どうしてって……」

　隼はいったいなにを聞きたいのだろう。そこまでして引き留める理由が優莉には見当もつかない。

「俺は、優莉にいてほしい」

「……え？」

　切実な声が優莉を動揺させる。

（いてほしいって……どういう意味？）

　隼の言葉の意味を測りかねて目が泳ぐ。

「優莉が好きだから」

　隼はまっすぐ優莉を見つめ、真剣な顔でそう言った。

　向かいから放たれた矢が一直線に優莉の胸を突いたような感覚がして、一瞬息が止まる。

「や、やだ、からかわないでください」

　そう言うのが精いっぱいだった。こんな場面でそんな冗談はやめてほしい。せっかく出ていく決意をしたのだ。それを揺るがすようなジョークは笑えない。

「からかってないよ。本気だ。本気で優莉を好きなんだ」

「……だ、だって小学生だって……お子様だって……」

　隼から恋愛対象として見られるはずがない。これまでのやり取りからは、どうしたって考えられないのだ。

「それでも好きなんだから仕方がないだろう」

　どこか悔しそうに言ってから、隼がふっと笑みをこぼす。

　信じがたい展開が優莉に訪れた。

「だから、そう簡単には逃がしてやらない」

「逃がさないって……」

　急にそう言われてどんな顔をしたらいいのか。優莉は瞳を揺らしておろおろするばかり。

「今夜はここにふたりで泊まる」

「……ここに？」

　隼は立ち上がって優莉の手を取った。

「行こう」

　心を包み込むような優しい声だった。

　マンションで同じベッドで寝るのとはわけが違う。外泊。それも海辺のロマンチックなムードの中でときている。

　隼の突然の告白で高鳴った胸は激しく脈打ち、頭と心はパニック同然。大きくうねる波に翻弄される小舟のようだった。

　部屋まで予約してあったのか、支払いを済ませるとべつのスタッフが現れてふたりを奥の通路へと誘いざなう。おとぎ話の城に出てくるようなしゃれた螺ら旋せん階段を上がり、大きな二枚扉が開かれた。

　簡単に部屋の説明をしてスタッフは去ったが、優莉は入り口で頼りなく瞳を揺らして立ち尽くしていた。

「優莉、おいで」

　隼に手招きをされたが足が動かない。そんな優莉を見かねた隼は困ったような顔をして近づき、そっと手を取ってリビングスペースへ連れていった。

　部屋をしっかりと観察する余裕はないが、目の入る場所にベッドがないのを考えるとスイートルームなのだろう。洗練された調度品からもそうだと思われた。白い壁に海辺を意識したブルー系のファブリックなど、とても爽やかでセンスがある。

「そんなに緊張するな」

　そう言われて、はいそうですねと緊張を解くのは不可能。これから起こる事態を勝手に想像しているため、心臓は今にも口から飛び出しそうだ。

「なんだかものすごく悪いことをしている気分になるな」

　隼は自虐するが、優莉がいつものように冗談めかして返せずにいたら、「無理やり襲ったりしないから心配するな」と優莉の頭をポンと撫でた。

　その言葉を聞いて、いくらか体の強張りが和らいでいく。

　ソファに座った隼は隣のスペースをトンと叩いて、優莉を座らせた。

「いいか？　俺は優莉の気持ちを無視して強引にどうこうするつもりはない。これでもいい大人だ。分別はある」

　優莉の顔を覗き込みながら優しく言う。

「……でも、逃がさないって」

「あれはそういう意味じゃない。優莉に俺を好きにさせるって意味だ。俺は、絶対に逃がさない。だからマンションも出ていかせない」

　それならとっくに叶っている。優莉は隼を好きなのだから。

「今夜ここに泊まるのは、優莉の誕生日を祝うため。いつものように優莉の隣で寝られれば俺はそれでいい」

　隼はきっぱりと言いきった。

　思いがけず、愛にあふれた彼の気持ちを聞かされ、優莉の心が幸せで満ちていく。

　絶対に手の届かない人だと思っていた。好きになってもらえるわけがないと諦めていた。そんな隼からストレートに想いを伝えられているのに、自分だけ押し黙ったままでいるわけにはいかない。

「私も」

　思いきって発した声がかすれる。隼は「優莉も、なに？」と聞き返した。

　心臓が壊れてしまうのではないかと思うほど、鼓動がさらにスピードを上げていく。

　素直に口にしようと思えるのは、隼が打ち明けやすい空気を作ってくれたおかげだろう。彼の告白がなければ、絶対に伝えられなかったはずだ。

「私も好き、です」

　やっと言えた瞬間、顔の温度が一気に上がる。頬も耳も真っ赤になっていくのを感じた。

　隼の目は点になり、それから激しいまばたきを繰り返す。右手で優莉を制し、左手で髪をくしゃっとかき上げた。

「ちょっと待て。……優莉、もう一回言って」

　にわかに信じられないといった様子だった。

「えっ、い、言えませんっ」

「なんで。今の言葉をただ繰り返すだけだ」

「無理です。恥ずかしいっ」

「ダメだ。言え」

　最後には命令形になり、優莉が首を横にふるふると振っているうちに唇を奪われた。

「――んっ……は、やとさ……っ」

　突然のキスに驚き、ジタバタもがいていたのは最初だけ。すぐに頭がポーッとしてくる。擦こすり合わせていた唇を食まれ、息を吸い損ねた優莉が酸素を取り込もうと薄く口を開いた隙に、隼の舌が入ってきた。

　ぬるりとしたはじめての感触にびっくりして舌を奥へ引っ込め、どうしたらいいのかわからず逃げ惑う。口の中を荒々しく動く隼の舌が、ものすごく熱い。

　隼から想いを告げられ、キスをしている現実に胸は激しく高鳴り、頭はクラクラだ。

　そのうち逃げているのも限界となり、隼に舌をからめとられた。

「んん……」

　彼の熱が伝染して、優莉の体温と溶け合っていく。なにも考えられず、ただ隼の舌の動きに懸命に合わせるだけ。彼のワイシャツをぎゅっと掴むと、隼はより強く優莉を抱きしめた。

　最後に軽く音を立てて離れた隼が、優莉の唇を親指でそっと拭う。肩を上下させながら息を弾ませる優莉を見て、隼は愛おしそうに微笑んだ。

「優莉、予定を変更したい」

「……変更？」

　首を傾げる優莉の頬に隼は指先で触れた。とても優しいタッチで、それだけで胸の奥が切なくなる。

「隣に寝るだけでいいって言ったけど、やっぱり優莉を抱きたい」

「あの……それはその……」

　ストレートに言われて、すでに熱をもっていた頬がさらに赤くなる。

　自分もそうしてほしいと思っていると気づき、恥ずかしさと愛しさが込み上げた。

「優莉？」

「……はい」

「いい？」

　その目を見ていられず、逸らしてからコクンとうなずく。瞬間、隼に引き寄せられ、腕の中に抱きしめられた。

「ほんとにまいったな。かわいくて仕方がない」

　彼の言動のひとつひとつが優莉を翻弄して、激しく揺り動かす。胸がいっぱいで隼以外になにも考えられない。

「それじゃ、先にシャワーを浴びておいで」

　優莉を解放した隼が髪をくしゃっと撫でる。手を引かれて立ち上がったが、キスの余韻か足がふらついた。

「ひとりで大丈夫？　一緒に入ろうか？」

「だ、大丈夫です」

　隼にからかわれて激しく首を横に振り、逃げるようにバスルームに飛び込んだ。




　緊張しながらシャワーを浴び終えた優莉は、バスローブ姿でベッドルームに入った。

　リビング同様にマリン系のファブリックで揃えられ、品のある部屋だ。

　濃厚なキスもはじめてなら、その先も未経験。知識としてはあっても、実際にどうなるのかは未知だ。

　気持ちが落ち着かなくてベッドの周りをぐるぐると歩き回る。

　そうしてもはやる想いに歯止めは利かず、今度はベッドの上に正座をした。

（大丈夫。きっと心配いらない）

　自分に何度も言い聞かせる。隼がリードしてくれるからなんの問題もないのはわかりきっているが、すべてを暴かれるのかと思うと気が気でない。

　精神統一するつもりで背筋を伸ばして正座して待っていると、ドアが開いて隼が入ってきた。彼もバスローブ姿だ。

　なんとか落ち着かせた鼓動が再び異常な音を刻みはじめる。

「なんで正座？」

　クスクス笑いながら隼がベッドに腰を下ろす。

「緊張しちゃって」

「そんなに硬くならなくて大丈夫だよ」

「でも、その……私、はじめてなんです」

　隼のような大人の男だったら、失望するかもしれない。処女なんて面倒だと。

「わかってるよ。さっきの初々しい反応を見ていればね」

　なんとキスだけでバレているという。なんとか必死に応じていたが、隼にはお見通しだったようだ。

「恥ずかしい……」

　優莉が両手で顔を覆い、隼はその手をそっと取った。

「俺はうれしいけど」

「……え？」

「優莉のはじめてを全部もらえるのかと思うとゾクゾクする。だからなにも心配するな。俺に身を任せればいい」

　手を引かれ、唇が重なり合う。さっきの激しさと違って、穏やかで優しいキスだった。きっと隼は優莉の不安を取り除こうとしているのだろう。

　彼が大丈夫だと言っているのだ。優莉は余計な心配をせずに体を預けるだけ。

　優しいキスが優莉の不安を溶かし、強張った体をほぐしていく。

　口づけをしながらゆっくりと体を倒され、ベッドに横たわった優莉を隼が見つめる。その熱っぽい視線だけで胸がいっぱいになり、息が苦しい。

「優莉、好きだ」

　甘く囁く吐息が唇にかかり、気が遠のきそうになる。このまま時間が止まればいいのに。そう願わずにはいられない。

　優莉の顔の両脇で手と手を重ね合わせ、隼は指を絡ませた。再び落ちてきたキスは唇から首筋へと下りていき、バスローブの結び目が解かれる。

　合わせ目からそっと隼の手が滑り込んできたときに体が強張ったが、「大丈夫だよ」と優しくキスをされ、優莉は静かに目を閉じた。




　瞼に光を感じながら、心地のいいまどろみが優莉を包む。

　おいしい食べ物以外に、こんなにも幸せを感じるものがあるとは知らなかった。

　もぞもぞと足を動かし、少しずつ目覚めの準備を整えていく。ゆっくりと瞼を開けた優莉はそこでハッとした。隼の姿が隣にないのだ。

（えっ、どこに行ったの……？）

　うつ伏せの状態から上体を起こし、自分がなにも身につけていないのを思い出して毛布にくるまる。

（もしかして、昨夜の私に失望して先に帰っちゃった？）

　隼に限ってそんなはずはないと思いながらも、処女だった優莉が彼を満足させられなかったのではないかと不安になる。

　毛布を体に巻きつけて起き上がったときだった。ベッドルームのドアが開き、すっかり着替えた隼が入ってきた。

「泣きそうな顔してどうした」

　ベッドに腰を下ろし、優莉の髪を撫でる。

「置いていかれたのかと思って」

「なんで置いていくんだよ」

「……隼さんから見たら私は子どもで、きっと満足させられなかったんだろうなって」

　隼は「え？」と言って目を丸く見開いた。

「昨夜、あんなに色っぽい姿を見せておいて子どもだって？」

「いろっ……色っぽ……い？」

　まさかそんなふうに言われるとは思いもしなかった。

「かわいい声で俺にすがりついてきたじゃないか」

「やっ、やめてくださいっ」

　恥ずかしくてたまらない。優莉は顔を真っ赤にして耳を塞ぎ、首を横に振った。

　隼はその手をそっと取り、優莉をまじまじと見つめる。

「いいか？　満足していなかったら、何度も優莉を抱いたりしないよ。あんまりかわいくて、おまけに気持ちよくて、ついつい張り切っちゃったからな」

　昨夜、隼ははじめての優莉を気遣ってじっくりと少しずつ刺激に慣らしていき、優莉の体を念入りにほぐしていった。おかげで痛みを感じたのはつながる瞬間だけ。自分でも信じられないくらいに乱されて、あられもない声を出したのは間違いではない。

「優莉は体、大丈夫か？　ちょっと無理させたから」

「……大丈夫です」

　あるのは下腹部の鈍痛だけ。ほかはなんの問題もない。

「なら、チェックアウトの前にもう一度する？」

「えっ」

　隼が「冗談だ、冗談」といたずらっぽく笑うのと、優莉が「隼さんがしたいなら……」とボソッと答えるのが同時になる。

　優莉は急いで目を逸らして毛布をぎゅっと握りしめた。

「あぁもう、なんでそんなにかわいいんだよ」

　隼にぐいと引き寄せられ、腕の中に閉じ込められる。

「本気でしたいけど、昨夜は優莉に無理させたから今は我慢するよ。あと少しでチェックアウトの時間だしね」

　ベッドサイドの時計は間もなく十時半を示している。夜遅くまで隼と体を重ねていたため、すっかり寝坊だ。少しがっかりした自分のいやらしさが恥ずかしい。

「隼さん、どこかに出かけてたんですか？」

「コンビニにちょっと」

　優莉を引き離した隼がビニール袋を持ち上げる。

「俺は平気だけど、優莉は下着くらい変えたいだろう？　ここはランドリーサービスがないから買ってきた」

「隼さんが私の下着を？」

「おかげで店員に妙な目で見られたよ」

　その光景を想像しておかしさが込み上げる。見るからに洗練されたイイ男が、コンビニで女性用の下着を買うギャップにクスッとなる。

「こら、笑うな」

　隼にコツンと頭を小突かれた。

「ごめんなさい。買ってきてくださってありがとうございます」

「ところで優莉、なにか気づかない？」

　唐突に尋ねられてポカンとする。なにに気づけというのだろうか。

「左手」

　ヒントをもらってゆっくりと目線を落とす。

「え!?　これ、なんですか!?」

「気づくの遅くないか？」

「だってそれどころじゃなかったから……！」

　優莉の左手の薬指に、リングが煌めていたのだ。

　丸みを帯びたハートをかたどったピンクダイヤの両サイドに、小さなホワイトダイヤがあしらわれている。可か憐れんさの中にも艶あでやかな色気をまとった上品なハートのリングだ。

「誕生日プレゼント。一日遅れだけど」

　照れくさそうに笑う隼に優莉は思いきり抱きついた。

「ありがとうございます！」

　その瞬間、毛布がはらりと落ち、優莉の素肌が晒される。

「おい、優莉、襲ってほしいのか？」

　一瞬のうちに視界が反転。ベッドに組み伏せられた。

「ちっ違います、けど……それでもいいです」

　こんな素敵な誕生日プレゼントをもらって、ほかにどうお礼をしたらいいかわからない。

「だから、そんな目をして俺を煽るな。今夜まで我慢すると決めたんだ」

「……今夜？」

「さすがにそれ以上は俺も待てない。その代わり、その指輪はずっと外すなよ。優莉は俺のもの。誰にもやらないからな」

　むき出しの強い独占欲に抗う気は優莉にまったくない。むしろその執着に溺れたままでいたい。

　優莉が「はい」と答えたら、優しい優しいキスが降ってきた。










迫りくる静かな影




　パソコンに向かい、真剣な表情で企画書を仕上げていく。

　優莉は、新しくオープンするレストランの販促案としてミーティングに出すための資料を作成していた。

　優莉の企画案は、オープンする際に来店したお客様にノベルティとして店のロゴを入れたコースターを配布するというものである。すでにネットで業者にもあたりをつけており、オープンまでに用意も可能だと確認をとっている。

　コースターの裏にはグルメサイトのＱＲコードもプリントし、そこに口コミを投稿してもらう作戦だ。投稿者にはクーポン券を配布し、次の来店にもつなげられる。

　隼と想いが通じ合って一週間。優莉は、彼の隣に立っても恥ずかしくない女性になろうと、以前にもまして仕事に邁まい進しん中である。

　アパートの手配をお願いしていた管理会社には辞退を申し入れ、口座に振り込まれていた現金だけをありがたくいただいた。貸した十万円は返さなくていいと言い張っていた隼だが、優莉は振り込まれたお金で借金を返済。残りは妹の学費に充てようと考えている。

　ランチタイムを挟んで事業部に戻ったら、各自のノートパソコンの上に社内報が配られていた。

（もしかして、あのデート企画が載ってるもの？）

　急いでページをパラッとめくると、見開き二ページにわたって水族館でのデートの様子が掲載されていた。

「花崎さん、例の記事、載ってるね」

　春香が隣でニコニコしながら記事を読む。優莉の目の前で読まれるのは、なんともいえず照れくさい。後でこっそり読んでほしいが、そうもいかない。周りでもみんながいっせいに開いて騒ぎはじめるから、いっそここから逃げ出したくなる。

「水族館に行ったんだ。うわぁ、この写真を見たら社内の女子たち、相当やきもきするだろうなぁ」

　春香が指差して言うのは、巨大水槽の前で顔を寄せ合って撮影した写真だった。ぎこちない笑みを浮かべる優莉と爽やかな笑顔の隼だ。

　たかだか一カ月半前の出来事なのに、なぜだかものすごく昔のことのような不思議な感覚に包まれる。それはもしかしたら、このときと今とではふたりの気持ちが全然違うからなのかもしれない。

「そういえば田町さん、前回のデート企画が載ってる社内報って残っていますか？」

　男同士で行ったデートというのをぜひ見てみたいと春香に尋ねた。

「前回の？　それならあると思うけど見たい？」

「はい。社長から第一回目は男性相手だったと聞いたので」

「あ、そうそう。そうだった」

　春香は微笑みながら自分のキャビネットを漁り、「あ、これだこれこれ」と何号か前の社内報を取り出した。

「ここよ」

　春香が開いたページには、眩しいくらいに真っ青な海をバックに、海パンで肩を組む隼と人事部長の大久保の姿があった。

「大久保部長とは大学時代からの付き合いらしいけど、このときは逆ナンがすごかったみたいよ」

　記事でもそれに触れていて、女性に囲まれるふたりの様子も小さな写真で掲載されていた。

　サメのフロートで楽しそうにする隼の体に優莉の目が釘づけになる。逞しく均整のとれた体躯は、惚れ惚れするくらいに美しい。

　そして同時に、その隼に毎晩のように抱かれているのを思い返して頬が熱くなる。

「花崎さん、顔が赤いけど熱でもある？」

「あっ、いえ、大丈夫です」

　心配する春香に否定して、パタッと社内報を閉じた。

　浮かれている場合じゃない。企画書を仕上げなければならないと、優莉は気持ちを切り替えてパソコンに向かった。
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　クールブロンのシェフたちが引き抜きにあっているらしい。

　隼がそんな報告を人事部長の大久保から聞かされたのは、新規店舗のオープンまで残り一カ月とわずかというときだった。

　優莉を手に入れて一週間。幸せな日々を送っている隼には、かなり強烈なダメージである。もしかしたらその可能性もあるかもしれないと考えてはいたが、それが現実のものになったのだ。

「引き抜きの相手は？」

「『ミニョンミネット』です」

　隼の質問に大久保が答えた。

　ミニョンミネットといったら、ここ最近、クールブロンの店舗周辺に加速度的に出店している関西の企業だ。しかもその社長は、隼と因縁が深い男である。独立以前に勤めていた外食産業の企業で一方的にライバル視され、なにかにつけて絡んできた過去がある。

　極めつきは、その男が好意を寄せる社内の女子社員が隼を好きになったことだ。隼自身に特別な感情はなく単なる同僚のひとりだったが、男はひとりメラメラと闘志を燃やし、それがいつしか恨みへと変わった。彼女の気持ちが自分に向かないのを隼のせいだと思い込んだのだ。

　仕事とは関係のない痴情のもつれで男との関係性はさらに悪化。独立するために隼が退職してそれっきりだったが、またこうして相あい対たいするとは皮肉なものだ。

「あっちはどんな手を使って引き抜きを？」

「これは先日退職願を出してきたシェフにしつこく問いただして聞いた話なんですが、報酬はうちの一・五倍。料理に使う食材には金に糸目はつけないと。自由になにを使ってもいいと言われたそうです」

「それで会社がやっていけると思っているのか」

　だとしたら相当とんちんかんな経営者だ。以前一緒に働いていたときも仕事のやり方は杜ず撰さんで、はなから隼の相手にならない男だった。それなのにことごとく一方的に突っかかってきたのを思い出し、嫌なものが込み上げる。

　大久保も目の前で首をひねった。

「新店で採用が決まっていたシェフもスーシェフも、ミニョンミネットに揃って引き抜かれています。先ほど人事部に連絡が入りました」

「新店まで？」

　なんて男だ。再び隼とやり合うつもりらしい。しかも姑こ息そくな手段を使うとは、なんと情けない男なのか。

「オープンまでに見つかるあては？」

「現状ではちょっと……。ですが、なんとしても探します」

「俺も目ぼしいところにあたってみる」

　このままでは絶対に済まさない。クールブロンに喧嘩を売ったことを心の底から後悔させてやる。

　隼は拳を握りしめ、中に閉じ込めた空気を捻り潰すようにした。
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　その夜、優莉は久しぶりに明日美と会う約束をしていた。

　優莉が異動して以来だから三週間ぶりになる。それまではほぼ毎日のように店で顔を合わせていたため、もっと長く会っていなかった気がしてならない。

　隼もちょうど今夜は取引先との予定が入っているらしく、別々にとる夕食も久しぶりだ。

　待ち合わせた洋風居酒屋には明日美の方が先に到着していた。

「優莉、元気だった？」

「うん。明日美は？」

　衝つい立たてがあり、ちょっとした個室になっているテーブルに向かい合って座る。

「私も元気だよ。でもやっぱり優莉がいないと寂しいな」

　そう言ってもらえるとうれしい。今の部署にも同期の門倉がいるとはいえ、やはり明日美の存在は優莉にとっても大きいのだ。

　ふたりでたまに来る店のため、お決まりのメニューをチョイスしてから再会を祝って乾杯する。明日美はレモンサワーで、優莉はオレンジジュースだ。

「そういえば見たよ、社内報」

　明日美がニヤニヤしながらグラスを置く。

「あぁうん。みんなに見られてほんとに恥ずかしい」

「でも意外と楽しそうだったじゃない。クラブハウスサンドを並んで食べる写真なんて本物の恋人みたいに見えたし」

「や、やだなそんな……」

　本物の恋人という言葉に反応して目が泳ぐ。

「優莉の代わりに異動してきたふたつ上の先輩も、いいなぁってずっと連呼してた。ほんっと羨ましい。……って、あれ？　その指輪どうしたの？」

　左手の薬指に光るリングに気づいた明日美が食い入るように見る。

「本社で彼氏ができたの？　あ、もしかして門倉くん？」

「違うよ、違う」

　慌てて否定する。

「え、じゃあ誰？　彼氏なんでしょ？　やだ、どうして教えてくれなかったの？」

「や、まだできたばかりだから……」

「それで誰なの？　私の知ってる人？」

　続々と運ばれてきた料理そっちのけで、明日美がものすごい勢いで食いつく。

　いつも明日美ののろけ話を羨ましく聞いていた優莉としても白状したい気持ちはやまやまだが、相手が相手だけに彼の意向も聞かずに話すわけにはいかない。

　彼氏が隼だと知ったら、明日美はきっと卒倒するだろう。

「ううん、知らない人なの」

　嘘をつくのは心苦しくても、話せるようになるまで仕方がない。

　優莉は心の中で明日美に謝りながら、これ以上詮索されませんようにと願う。

「じゃあ今度紹介してね」

「うん」

　そんな日が本当にくるのかは定かではないが、優莉も願いを込めてうなずいた。

「でもクールブロンも最近大変だよね」

「え？　なにが？」

　話がぐるりと変わり、優莉はすぐに反応できずにもたつく。

　自分で話題を変えたかったくせにこれだ。脳内が花畑だと言われないようにしなくては。

「え？　本社で噂うわさになってない？　うちのシェフが何人か辞めてるって話」

「そうなの？」

　少なくとも優莉の耳には入ってきていない。レストランに関する情報が広まるのは、本社よりも店の方が意外と早いのかもしれない。

「自由が丘店も？」

「あ、ううん。うちは辞めてないけど。引き抜きなんじゃないかって噂が立ってるよ」

「引き抜き？」

　業界では珍しくないのかもしれないが、クールブロンでもそんな話が出るとは想像していなかった。働きやすく、それ相応の報酬をもらって満足していると、店にいたときにシェフが話していたからだ。

「実際はどうなのか知らないけどね。噂ではそうだよ」

　いきなり辞められては店の運営も大変だろう。新しい店のオープンも控えているからなおさらだ。

　ただでさえ忙しい隼がその対応に追われなければいいなと考えながら、優莉は明日美との久しぶりの時間を楽しんだ。




　その週末の昼下がり、優莉は隼に連れられてある場所にやってきた。

　晴れて恋人同士になってから十日、隼自身もオープンの準備で忙しく、なにやら問題も抱えているようで、久しぶりに揃っての休日となった。

「ここって、最近続々とオープンしてるフレンチレストランですよね」

　隼が連れてきたのは、カジュアルなフレンチを楽しめるミニョンミネット。クールブロンのライバル店である。

「ちょっと動向調査にね」

　スタッフに案内されてテーブルにつく。

　壁全体にエイジング加工が施された店内は、どことなくクールブロンを意識したような内装だ。客層も近くにあるクールブロンと同じくらいだろうか。

　メニュー表を開いた優莉は、思わず「え？」と呟いた。並んでいる料理までそっくりだったのだ。

　同じフレンチなら似たようなメニューになるのは当然。でも、料理の名前も酷似しており、組み合わせている素材も同じだった。

　店で出されるメニューはシェフたちが試行錯誤して作り、その料理にぴったりの名前をレストラン事業部でつけている。それがどれもこれも似通っているのだ。パクリと思わずにいられない。

　隼はそれを見越していたのか、適当に選んで注文を済ませ料理を待った。

　十分後、次々と運ばれてくるランチメニューは見た目もクールブロンのそれとそっくりだった。まるで自分の店にいるような感覚にすらなる。

「いただきます」

　揃って食べはじめ、ひと口目で顔を見合わせる。

「味はちょっと」

「違うよな」

「こう言ってはあれですけど、うちの方が断然おいしい」

「俺もそう思う」

　見た目こそそっくりだが、味はいまひとつ。あか抜けないといったらいいのか、ブレているといったらいいのか。

　それは出されたどのメニューも同様で、ふたりで首を傾げながらの食事となった。

「おや、これはこれはクールブロンの社長さんじゃないですか」

　突然声をかけられ、手を止めて見上げる。

　するとそこにはダークグレーの三つ揃いのスーツを着た、長身の男が立っていた。男性にしては長めの髪をうしろで束ね、大きな目で優莉たちを見下ろす。その視線はどこか攻撃的で、隼をじっと見据えていた。

「うちに食事に来てくれるなんて光栄ですよ」

　この店のオーナーなのか、隼の知り合いでもあるようだ。

「高たか村むら、久しぶりだな」

「えぇーっと、霧生が会社を辞めたとき以来だから、六年ぶりくらいになるのか」

「そうだな。まさか高村がこっちに来るとはね。関西から関東に進出？」

「だね。クールブロンを潰そうと思って意気揚々とね」

　潰すなどと穏やかでないワードが飛び出した。冗談で言い合っているような感じはなく、ふたりの間にただならぬ空気が舞い降りる。

　優莉はそれに気け圧おされて膝の上に両手を揃え、椅子の背もたれに体を預けてなんとなくふたりから遠ざかった。

「で、どうだい？　うちの料理のお味は」

「残念だな。話にならない」

　隼がばっさりと切り捨てるように言うと、高村は眉をピクッと動かした。

「またずいぶんと手厳しいひと言だね」

「うちのメニューを真似たのかなんだか知らないが、味ばかりはそうはいかない」

「真似た？　なんの言いがかりなんだか」

　そっくりの料理を出しておいて言いがかりはないだろう。優莉も不満を覚える。

「これは失敬。パクったと言った方がよかったか。それとも模倣か」

　隼と高村の間に火花が飛ぶ。にらみ合うふたりはしばらく言葉もなくそうしていたが、その緊張を破ったのは高村の方だった。

「ともかく、楽しいランチタイムを邪魔したようで悪かったね。連れの女性にもお詫びを」

　そう言って高村は素早く優莉の手を取り、その甲にキスする真似をした。

「やっ……」

　慌てて手を引き抜いたが、あまりの早業だったため出遅れる。

「おい、なにをする」

　隼が鋭い視線で高村をにらみ上げる。

「だからお詫びをね。それではどうぞごゆっくり」

　胸に手をあて恭うやうやしく頭を下げた高村は、最後にいやらしい視線を隼に向けて立ち去った。

「優莉、大丈夫か？」

「……はい」

「手、貸して」

　言われるまま隼の方に手を伸ばす。すると彼は高村にキスされそうになった甲をナフキンで拭い、自分の唇を押しあてた。

「消毒完了。これで大丈夫だ」

　そんな対応がくすぐったいうえにうれしい。

「でも、キスはされなかったから」

「あいつの息がかかっただけでも許せない」

　忌いま々いましげに言って、隼は悔しそうに顔をしかめた。

「さぁ、気を取りなおして、出されたものは残さず食べよう」

　作った人に対する敬意を忘れない姿勢は、優莉も学ぶべき点だ。口に合わなかろうが、自分で注文した以上、責任をもって食べきる。

「はい」

　優莉ももう一度フォークとナイフを持ち、食べかけの料理をせっせと口に運んだ。

　店を出て隼の車に乗り込む。

「あのお店のオーナーとお知り合いなんですか？」

　店では話しづらくて聞きそびれていたが、あんなやり取りを見たため気になって仕方がない。

　ゆっくりと発進させながら隼が口を開く。

「クールブロンを立ち上げる前に同じ会社で働いていた男なんだ」

「元同僚ですか」

「そう。ちょっといろいろあってね。彼は勝手に俺に恨みを抱いてる」

「恨み……？」

　物騒な話になってきたが、だからクールブロンを潰すという言葉が出たのかと納得する。

「シェフが引き抜かれてるって噂を聞いたんですけど」

「優莉の耳にも入ったのか」

　つまり本当の話なのだろう。

「もしかして、さっきのお店に？」

「察しがいいね、優莉は。見た目はうちの模倣をしたけど、味だけはどうにもならなくてシェフを引き抜きはじめたんだろう。今度オープンする店のシェフも同様にね」

「えっ、新しいお店からも!?　もうすぐオープンなのに。大丈夫なんですか？」

「大丈夫、なんとかするから。今、食べてみて、ちょっと気になる部分もあるから」

　隼は少し考えるようにして言った。さっきの食事で、なにかピンとくるものでもあったのか。

　なんにしてもクールブロンにとって、今は正念場。できるだけ力になりたい。せめて携わっている新店舗のオープンだけでも。

　優莉はそう改めて決意した。










小さな綻びから広がる不安




　コースターの企画が承認され、優莉の仕事が急ピッチで忙しくなっていく。

　ネットであたりをつけた業者にも直接出向き、素材やロゴマークの確認などで外出する機会も増えていた。今日もこれからその業者との打ち合わせである。

　前回もらったサンプルなどを大きなバッグに詰め、優莉がエレベーターを待っていると、上の階から下りてきたそれには隼がひとりで乗っていた。優莉の顔を見て優しく微笑む。

「閉」ボタンを押してふたりきりの空間になり、不意に隼は優莉を抱き寄せ髪にキスを落とした。

「あ、あのっ、誰か乗ってきたら大変ですからっ」

「大丈夫大丈夫。仕事中に優莉の顔を見られると、俄然元気になれるよ」

　慌てて離れようとするが、隼の手にがっちりと腰を捕まえられていて叶わない。

　そのまま頬にまでキスをされたところで、エレベーターが軽い音を立てて隼の降りる階に到着した。

　顔を真っ赤にしながら急いで離れたら、扉の向こうに社員が数人立っていた。

　感づかれなかったとは思うが、やきもきせずにはいられない。

　隼は降りる間際に意味ありげな視線を投げて、扉の向こうに消えていった。

　今日は隼の誕生日だから何時頃に帰るか聞きたかったが、それどころではなかった。彼本人も忘れているようだから、サプライズになってかえっていいかもしれない。

　入れ違いで乗り込んできた人たちに聞こえないように「ふぅ」と息を吐き出す。

　隼は社内で偶然会うと、今のように隙あらば優莉に触れようとするから困ってしまう。いつ誰に見られるかとヒヤヒヤするのも少しはわかってほしいが、彼と同様に優莉にもじつはうれしい気持ちがあるのも事実。隼の顔を見られるだけで、一気に元気をチャージできるのだ。

（よし、がんばろう）

　密かに気合いを入れて、本社ビルを後にした。




　今日の業者との打ち合わせは最終確認になる。数あるサンプルの中から選んだ製品の厚みやサイズ、文字の大きさなどを一からチェックしていく。

　印刷したときにＱＲコードからきちんとサイトに飛べるかどうかが大切なので、実際に作ったもので確かめ、製作に取りかかることとなった。

　打ち合わせを終えてビルを出ると見覚えのある男性と目が合い、お互いに立ち止まって会釈をする。相手も優莉を知っているようだ。でも、どこで会った人だったか。

「この前はどうも」

　そう言われて思い出した。隼と一緒に行ったミニョンミネットのオーナー、高村だ。

「今日はあいつと一緒じゃないのか」

　優莉の周りを見ながら尋ねる。この前のように不敵な笑みを浮かべるわけでもなければ高圧的でもないのは、隼がここにいないからかもしれない。

「はい。仕事の途中なので」

「キミ、霧生の彼女？」

「えっ……あ、いえ……」

　唐突に聞かれたため、中途半端な否定になる。

「休日に一緒にランチするくらいだから、まぁそうなんだろうね」

「いえっ、違うんです」

　関係性のあまりよくない相手にプライベートは知られない方がいいだろう。しかも、ここは公道だ。どこで誰が聞いているかもわからない。社内の人がいたら、それこそ大変だ。

　ところが優莉が否定しても、高村は彼女前提で話しはじめた。

「あいつには気をつけた方がいいよ」

「……はい？」

「紳士ぶってるけど、昔から女関係は派手だったから。あっちこっち手を出して、泣く女性を何人も見てきたしね」

　いきなりなにを言いだすのかと思えば、隼の悪口だった。

　でも隼は、誰彼かまわずに手を出すような節操のない人ではない。

「隼さんは……彼はそんな人じゃありません」

　うっかり名前で呼び、急いで言いなおす。

　高村がニヤッとしたのは、優莉がやはり隼の彼女だと確信を持ったからだろう。

「クールブロンのシェフは半数が女性だし、たぶんそのシェフたちも霧生の手にかかったんじゃないかな」

　毒牙にかかったような言い方はやめてほしい。

　たしかにほかのレストランに比べたら女性シェフの割合は多いのかもしれないが、それは隼をはじめ、クールブロンの人事担当者が男女の区別なく腕だけで評価しているからだ。

「キミみたいに若い子ならなおさら簡単。あまり深入りしない方が身のためだよ」

「そんなことありませんっ」

　つい興奮して言い返す。

　若いと言われて余計に拒絶反応が出る。ただでさえ隼との年齢差が気になり、子ども扱いされるのは嫌なのだ。

「まだ知らないだけ。これから泣かされないといいけどね」

　くつくつと喉の奥を鳴らして楽しげに笑う。

　余計なお世話だ。

「私、急ぎますので失礼します」

　これ以上聞くに堪えなくなり、優莉は軽く頭を下げて高村に背を向ける。耳に残った彼のいやらしい笑い声を振りきるように早足で歩いた。




　その夜、サプライズで隼の誕生日を祝うためにケーキとシャンパンを買い、たまには腕を振るおうとローストビーフを作った。

　準備は万端。帰ってきたらクラッカーを鳴らして驚かせようと、ワクワクしながら彼を待つ。

　ところが時計が九時を回っても十時を回っても、隼は帰ってくる気配がない。仕事中だったら邪魔になるかと思ったが、【帰りは何時頃ですか？】とメッセージだけ送った。

　それからさらに一時間が経過。メッセージは既読にもならず、時間だけがただ過ぎていく。

（……どうしたのかな）

　連絡もなしにここまで遅くなるのははじめてのため、なんとも落ち着かない。

（せっかく用意したんだけどな。前もって予定を聞いておけばよかった）

　がっかりしたが、仕事で忙しい彼を責めるわけにはいかない。しかも今はシェフの引き抜きで神経をすり減らしているときだ。

　遅くまで起きて待っていたら逆に隼が気にするかもしれない。午前零時を回るのを見届け、先にベッドにもぐり込んだ。




「優莉」

　優しい呼びかけが耳をくすぐり、優莉の意識を目覚めさせていく。

　頬を撫でられる感触に目を開けたら、そこに隼の顔があった。唇にキスが落とされ、完全に目が覚める。

「おはよ、優莉」

　微笑んだ隼はスーツ姿だった。もしかして今、帰宅したのだろうか。

「隼さん、今帰ったんですか？」

「いや、昨夜遅く」

「それなら起こしてほしかったです」

　料理は食べてもらえなくても、おめでとうくらいは言えたはず。

　優莉はベッドの上で体を起こした。

「よく寝てるのにかわいそうだったから。ほら」

　隼が胸ポケットからスマートフォンを取り出し、優莉に画面を見せる。

「えっ、やだ！　なんでそんなの！」

　そこには優莉の寝顔のドアップが表示されていた。口が半開きのだらしない有様だ。

「ほかにも」

　隼が親指をスライドさせると、いろんな角度で撮影された優莉の寝顔が次々と出てきた。

「なんでっ……！　ちょっ貸してくださいっ」

「そうはいかないよ。俺のコレクションなんだから」

　優莉が懸命に手を伸ばすが、隼はそれよりも高くスマートフォンを上げて届かないようにする。

「そんなものコレクションにしないで。今すぐ消してくださいってば！」

　勢いよく手を伸ばした拍子にバランスを崩し、隼にもたれかかる。

「あっ、おい」

「きゃっ」

　隼も無理な体勢になり、優莉を支えようとしてふたり揃ってベッドに倒れ込んだ。

　優莉を組み敷いた隼が間近で微笑む。

「仕事で疲れたときに、これを見て元気をチャージするんだから消せないよ」

「そんなので――」

　できないと言おうとした唇が隼に塞がれる。言葉はそのままキスにのみ込まれた。

　こんなにも甘いキスをくれる隼が、優莉を泣かせるはずがない。

　昨日会った高村の言葉に少なからず動揺した優莉は、隼のキスで自信を取り戻す。

　隼は優莉の唇をやわらかく啄ついばむようにしてから、最後に軽く吸って離れた。

「優莉、今からフランスに飛んでくる」

「今から？　フランスに？」

　隼に抱き起こされ、ベッドに向かい合って座った。

「シェフを捕まえてくる」

　既存店であればスーシェフでひとまず回せるが、オープン間近の店ではそうはいかない。

「そんな簡単に見つかるんですか？」

「ひとり心あたりがあるんだ。直接行って口説いてくるから」

　こんなに朝早くから発つなんて。誕生日のお祝いもできない。

　寂しさに肩を落としそうになったが、わがままを言ってすがるわけにはいかない。子どもみたいな真似はしたくなかった。

「すぐに朝ご飯作りますね」

「いやいいよ。飛行機の時間があるから、もう行かなきゃならない」

　それならなおさら早く起こしてほしかった。

「そんな顔するな。置いていけなくなるだろ」

　隼に鼻を摘ままれ、「ふがっ」なんてかわいくない声が出る。立ち上がってベッドルームを出ていく隼を追いかけた。

「それじゃ、行ってくる。あ、そうだ。コースター、いいものができそうだな」

「見てくれたんですか！」

「ああ。事業部の部長から見せてもらったよ。お客さんにも喜んでもらえるだろう」

「ありがとうございます！」

　隼に褒められて一気に元気を取り戻し、俄然やる気がわいてくる。

　満面の笑みを浮かべる優莉を隼は優しい目で見つめた。

「電話するから」

「はい、待ってます。あ、それと一日遅れましたが、お誕生日おめでとうございます」

　隼は一瞬目を点にしてから、「あ、そうか。誕生日だったな」と髪をかき上げる。

「そうです。昨日は桃の節句でした」

「ひと言余計だ」

　クスッと鼻を鳴らしてから、「もしかして昨夜、なにか準備してた？」と続ける。

「……あ、いえ」

　心配そうにする隼に、目を泳がせながら否定した。冷蔵庫に入れておいた料理やケーキには気づかなかったようだ。気を使わせるから、かえってその方がいい。

「フランスから帰ってきたら、お祝いさせてくださいね」

「楽しみにしてる」

　隼は触れるだけのキスをしてからキャリーバッグを引いて玄関を出ていった。




　隼がフランスに経って三日が経過した。その間に何度かあった電話やメッセージによれば、シェフの説得にはもう少しかかるそうだ。

　隼と一緒に食べられなかったケーキは二日に分けて優莉が完食。ホールケーキを独り占めできる幸せよりも、寂しさを感じるのが不思議だった。

　とはいえ隼ががんばっているのだ。自分も少しでも力になりたい。せめてオープンまでの準備を万全にして彼の帰りを待とう。

　コースターは納入を待つばかりとなったため、優莉は門倉が担当となった調理器具搬入のフォローで一緒に店へ出向いた。

　内装はほぼ完成。既存のクールブロン同様にエイジング加工を施した壁にウッディなフロア、青いチェアがアクセントとなっている。

　門倉が備品を確認し、優莉がリストにチェックマークを入れていく。

「社長がフランスから連れてこようとしているのって、三ツ星レストランのシェフらしいぞ」

「そうなんだ」

　だから余計に難航しているのかもしれない。でも、本場フランスからそんなにすごいシェフを連れてくるなんてできるのだろうか。オープンまであと少し。時間もない。

「フランス人と日本人のハーフで、かなりの美女らしい」

　優莉はチェックリストから顔を上げた。

「……美女？　女の人なの？」

　クールブロンで女性シェフは珍しいわけではないが、高村の言っていた言葉が蘇り、なんとなく胸がざわつく。

「部長たちが話してた。フランスでは雑誌にも取り上げられてる人だって。何年か前にも社長が声をかけたけど、あちらの条件をのめなかったとかでまとまらなかったらしい」

「条件って？」

　そこまで名声のあるシェフならば、法外に高額な報酬を要求してきたのだろうか。

「部長たちが言うには、社長の恋人になるのが条件だって」

「……え？」

「嘘か本当かは知らないけど、あの霧生社長だろう？　声をかけられりゃメロメロにもなるって。で、あわよくば彼女になりたいと思ってもおかしくない。男の俺から見てもイイ男だもんなぁ」

　門倉の言葉がひとつひとつ胸に突き刺さる。

　今回も向こうが同じ条件を出してきたらどうなるのだろう。

　オープンするにはシェフの存在は不可欠。どうしても今、連れて帰りたいとしたら条件をのむ以外にないのではないか。

　口説いてくると言っていた隼の自信のみなぎった顔を思い出し、鼓動が嫌な音を立てる。急に酸素が薄くなったみたいに息苦しい。

「花崎さん、どうかしたのか？　顔色が悪いぞ」

「……あぁううん、なんでもないよ。大丈夫」

　ハッとして首を横に振る。

「そうか？　じゃあ、スピードアップして終わらせよう」

　門倉に発はっ破ぱをかけられ、無理に口角を上げて笑顔を向けた。




　忙しない毎日が息つく間もなく過ぎていく。

　オープンに向けた準備は順調に進んでいるが、隼が帰国する気配もない。このままシェフ不在であればオープンは延期にするしかないという意見が、事業部内ではちらほら上がっていた。

　隼からの連絡はまめにあるものの、フランスでどんな状況なのか今ひとつ詳細はつかめない。

（もしもそのシェフが前回みたいな条件を出してきたら……？　恋人として連れ帰ってきたらどうしよう）

　高村や門倉の話していた内容が優莉の不安を煽って、居ても立ってもいられなくなる。それでも、きっと大丈夫だと自分に言い聞かせていた。




　隼から、待ち焦がれた帰国の連絡がきたのは、オープンを三日後に控えた夜だった。例のシェフを口説き落としたと、その声はとても弾んでいた。

　これでなんとかオープンは迎えられるだろう。

　事業部のみんながホッとする中、優莉ひとりだけ複雑な心境を抱えていた。

　電話のたびに『早く優莉に会いたい』と言ってくれる隼を信じる以外にないが、何日も離れていると不安も想いも募るもの。とにかく彼の顔を早く見て安心したかった。

　隼から帰国の連絡があった翌日、事業部の数人と外でランチを食べて戻ったときだった。ビル一階のエレベーターへ向かいながら、門倉が「あっ」とワントーン高い声をあげた。みんなが「なになにどうした」と反応する。

「社長だ」

　門倉が差した指につられて視線がいっせいに動いた。

　その先にはキャリーバッグを引きながら歩く隼の背中があり、優莉の鼓動がトクンと跳ねる。空港から会社に直行したようだ。

「霧生社長！」

　口々に言いながら駆け寄るみんなの後に優莉も続いた。

　ゆっくり振り返った隼と真っ先に目が合い、感極まって思わず泣きそうになる。優しく微笑みかけてきた隼になんとか笑顔で返したが、たぶん情けない顔だったに違いない。

「社長、おかえりなさい」

「ただいま。長い間みんなには心配をかけて悪かった」

「いえいえ。ちゃんと結果を出すあたり、さすが社長ですよね。それで、こちらがその方ですか？」

　ひとりの社員がそう尋ねてはじめて、優莉は隼の隣に、すらっとした長身の女性が立っているのに気づいた。

　フランス人と日本人のハーフというだけあって、目鼻立ちのはっきりとした美人だ。肩までの栗色の髪は美しいウェーブを描き、肌が透き通るように白い。外国人は年齢がわかりにくいが、経歴からして若くても三十代前半だろう。

「そうなんだ。こちらはソフィア・ルグランさん」

「ソフィアです。どうぞよろしく」

　落ち着いた声色にクリアな日本語だった。静かな微笑みの中にも意志の強さを感じさせるあたりに大人の余裕がある。

　彼女の前に堂々と歩み出て挨拶をする度胸は優莉にはない。エレガントな彼女に尻込みして、一番うしろでみんなに合わせて頭を下げるので精いっぱいだった。

　事業部に戻るや否や、隼が帰国した話題でもちきりになる。

「噂通りの美人だったよね」

「あの社長の隣に立っても違和感ないもんな。逆にお似合いっていうか」

「社長の要請に応じたんだから、いよいよ恋人昇格？」

「そうじゃない？　じゃなかったら三ツ星レストランから引き抜きなんてできないでしょ」

　みんながワイワイ楽しそうに話すのを遠巻きに聞きながら、優莉はぽつんとノートパソコンの前に座っていた。ひとつひとつの言葉がチクチクと優莉の胸を刺し、そこからじわじわと痛みが広がっていく。

　そもそも自分は隼の恋人なのだろうか。今さらながら疑問がわいてきた。

　一緒に暮らしてはいる。好きだとも言われた。でもだからといって『付き合おう』と明確に言われたわけではない。

（もしかしたら付き合っていると思っているのは私だけなのかも……）

　足元を揺るがされるような疑惑に心細くなりはじめたそのとき、デスクの上に置いていたスマートフォンがメッセージを受信した。

（――隼さんだ！）

　今もっとも求めていた相手からのメッセージに体ごと跳ねる。そばに誰もいなかったからよかったが、もしも春香や門倉がいたらどうしたのかと突っ込まれただろう。

　みんなが盛り上がる中、こそこそと確認する。

【今すぐ三十四階の第二ミーティングルームに来られる？】

　なんだろうと思いつつ【すぐに行きます】と返信し、ひっそりと事業部を出た。つい早足になり、エレベーターを降りてヒールの音を響かせる。

　ノックをしてドアを開けるや否や、手を引かれて隼に抱きしめられた。瞬間、彼の香りに包まれ、胸の奥がきゅうっと縮まる。

「優莉、ただいま」

「おかえりなさい」

「会いたかった」

　そのひと言でこれまで抱いていた不安がいっぺんに吹き飛ぶ。まるで最初からそんなものはなかったかのように、つい先ほどまでの心細さがまやかしのよう。

　久しぶりの隼をもっと感じたくて、その背中に手を回してぎゅっと抱きついた。

　離れていた間の分も想いをすべて込める。

「熱烈な歓迎だね」

　体を引きはがされ唇がふわりと重なる。優しく啄んで離れた隼は目を細めて優莉に笑いかけた。その笑顔に胸を撃ち抜かれる感覚がして、心と裏腹に口が動く。

「ここ、会社ですからっ」

　完全に照れ隠しだ。

「そうだな。でも久しぶりだからこのくらいは許してもらおう」

　今度は額にチュッと唇が触れた。

　ここが会社だという背徳感のせいなのか、鼓動の高まりが半端ではない。――いや、場所の問題ではなく、隼と数週間ぶりに会ったせいだ。

「疲れてないですか？」

　胸を宥めすかしながら尋ねるが、まともに目を合わせられない。有名なシェフを引き抜くという大仕事をしてきた自信からか、隼が以前にも増して素敵に見えるから。

「優莉に会ったから一気に元気になった。ほら、もっとよく顔を見せて」

　隼が優莉の両頬を包み込み、強制的に視線を重ねる。それでもゆらゆらと視点が定まらず、隼にクスッと笑われた。

「かわいいな、優莉は」

「かっ、かわいくないですからっ」

　ただでさえ久しぶりに会ってドキドキしているのに、これ以上翻弄しないでほしい。

　否定した唇にもう一度キスを落とし、ようやく解放される。

　隼はテーブルに置いてあったたくさんの紙袋の中からふたつ、優莉に差し出した。どちらもずっしりと重い。

「そっちはレストラン事業部のみんなに、こっちは優莉にお土産」

　左の紙袋がみんな用で、右が優莉用だという。

「私にお土産なんてよかったのに」

　部署のみんなにはまだしも、個人的に買ってきてもらうなんて申し訳ない。

「そうはいくか。ずっと寂しい思いをさせてたんだから」

「でも、こんなにたくさん……」

　上から覗いただけでも有名ブランドのコスメや中身のわからない大小さまざまな箱が見える。

「最後に空港でどっかり買い込んだんだ。どれがいいかわからないから、店員に勧められるままにね。差をつけて悪いけど、部署のみんなには定番のチョコレート」

「ありがとうございます」

　うれしさが込み上げる。つい先ほどまで感じていた寂しさや不安が嘘のよう。隼に優しくされるだけで、こうも心が変わるのかと驚きだ。

「ずっと留守にしていたから優莉とゆっくり過ごしたいけど、オープンまでは彼女にかかりきりになると思う」

「……ソフィアさんですか？」

「うちのメニューとの摺すり合わせもあるからね。時間がない」

　隼は優莉の質問にうなずいて答えた。

　オープンは明後日。本当に時間がない。三ツ星レストランのシェフをしていたとはいえ、クールブロン全店共通のメニューもある。隼の言うように調整が必要だ。

「もしかしたらオープンまでマンションには帰れないかもしれないから、それは罪滅ぼしの前払い」

　そう言って隼がいたずらっぽく笑う。

「わかりました。がんばってくださいね。あと、あまり無理はしないでください」

　ここで寂しいからと自分の気持ちを押しつけて駄々をこねるわけにはいかない。

　隼が望むのは、そんな子どもっぽい反応ではないだろう。

「サンキュ。無事にオープンを迎えたら、ゆっくりしような」

　隼は優莉の頭をポンと撫で、最後に抱きしめた。










唯一無二の想い




　隼はオープン当日まで、本当にマンションには帰ってこなかった。店近くのホテルにソフィアと宿泊しているらしく、それがレストラン事業部内でふたりは恋人同士だとまことしやかに囁かれる要因にもなった。

「やっぱり恋人昇格だね」

「ソフィアさんに言い寄られたら、俺もイチコロだもんな」

　そんな会話が耳に入るたびに胸がヒリヒリと痛くなる。さすがに忙しいのか隼からの連絡は途切れているが、優莉は自分たちの仲は大丈夫だと言い聞かせていた。




　いよいよオープン当日。つい最近まで店舗勤務だった優莉と門倉は手伝いに借り出された。久しぶりに店のユニフォームに身を包むと自然と気持ちが引きしまる。

　同じく手伝いで来た隼は黒いフォーマルベストのユニフォームを着ており、いつもとの違いが新鮮で、優莉はひとり胸をドキドキさせた。

　こっそり送られた目配せに翻弄されながら、開店へ向けて準備を進める。一週間前に納品されたコースターもひとつずつ丁寧にラッピングを済ませて会計カウンターの下に設置完了だ。

　備品を持った優莉が奥のスタッフルームから忙しなく出たところで、ソフィアとぶつかりそうになった。髪をきっちりとまとめ、白いコック帽に白いユニフォームをまとった彼女はスタイルのよさがさらに際立って目にも眩しい。

「すみません。失礼いたしました」

　頭を下げて横を通り抜けようとして、優莉はソフィアに呼び止められた。

「あなた、優莉さん？」

　顔を上げるとまっすぐに見下ろされ、強い眼差しに気圧されてたじろぐ。

　どうして名前を知っているのだろう。隼からなにか聞いているのだろうか。

　よくない言葉をかけられる気配に身をすくめ、胸が張り詰める。

「……はい、花崎優莉です」

　美しいからこその迫力に怖おじ気けづいて声が震えた。ふたりの間に緊張が走り、なにを言われるのだろうと身構える。

「隼が――」

「ソフィア」

　彼女がなにかを言いかけたそのとき、厨房に続くドアから隼の声がした。優莉とソフィアが揃って振り返ると、隼の顔が強張った。

（彼女といると不都合でもあるの……？）

　そう勘繰りたくなる表情だった。ソフィアが隼を呼び捨てにしていたのも引っかかって仕方がない。そう疑う自分も嫌になる。

　隼は優莉の方は見ず、ソフィアを手招きで呼び寄せた。

「隼、どうかしたの」

　心なしかソフィアの声が弾んで聞こえる。

「ブール・ブランだけど」

「ブール・ブラン？　それなら……」

　温製ソースについてのふたりの会話がドアの向こうに消えていく。まるで優莉の存在を無視したかのような隼の言動だった。

　ひとり取り残されて、なんともいえない寂しさが心の奥からせり上がってくる。

　そこで動けずに立ち尽くしていたら、門倉が現れた。優莉がなかなか戻らないから様子を見に来たのだろう。

「花崎さん、あった？　……って、どうかしたのか？」

　にこやかな顔が一変、心配そうに顔を見つめる。

「……あ、ううん、なにもないよ。今戻るところだったの」

　すぐに笑顔に切り替えられず、目を泳がせて首を横に振りながらうつむいた。

　反応の悪い表情筋が恨めしい。

「間もなく開店するよ」

「うん、ありがと」

　今は余計なことを考えるのはよそう。マイナスに傾いた気持ちを必死に立てなおして戻ると、店内は開店特有の昂揚感に包まれていた。

　十一時目前。隼を囲むようにしてスタッフが結集する。

「いよいよオープン初日。心を込めたおいしいおもてなしでお客様をお迎えしよう」

　スタッフの一人ひとりと順番に目を合わせながら隼が挨拶し、ジャストタイムで店のドアが開かれた。

　事前のポスティングや取引先関係への案内状、オウンドメディアでの配信の効果だろう。開店時間の十一時とともに並んでいたお客で店内が満席となった。

　優莉も注文をとっては機敏に店内を行き来する。隼は厨房が気になるのか、ほぼそちらにつきっきりだった。

　フランスから来て二日。いくらソフィアが有能なシェフでも、勝手の違うレストランでの調理に戸惑わないわけがない。それが大事なオープンともなれば、隼はなおさら目を離せないだろう。帰国してからマンションにも帰らなかったほど必死なのだ。

　それがわかっているから、隼とソフィアに対して邪よこしまな思いを抱く自分が嫌になる。真剣に仕事をしているふたりに対して失礼だ。

　そう思う反面、ときおり厨房で接近しているふたりが目に入るたびに、胸にモヤモヤしたものが鬱積していく。優莉は、複雑に切り替わる心を自分でも持て余していた。




　ずっとピークタイムのような忙しさが続き、ランチタイムの終了時刻まであと二十分というとき。ひとつのテーブルがふと目に留まる。

　そこに座るのは、ひとりで来店した三十代後半と思おぼしき男性客。耳にかかるくらいの髪を無造作にセットし、スーツを着たビジネスマン風だ。彼は周囲を気にしながら、ジャケットのポケットに手を入れ、そこからなにかを取り出した。手のひらに隠れるくらいのものだ。

（なんだろう……。なにを出したのかな）

　どことなく不審な挙動に妙な胸騒ぎを覚える。何気ないふりを装って優莉がゆっくり近づいていくと、そのお客は手つかずのトリュフとパンチェッタのライスヌードルの上で手を開いて逆さまにした。

（――もしかして）

　その仕草が優莉の胸をドキリとさせる。足を速め、彼のテーブル脇に立った。

「お客様、大変申し訳ございませんが、今なにかを――」

「な、なんの言いがかりだ。俺はなにもやってないぞ」

　優莉が具体的に指摘するより早く、お客は椅子をガタンと鳴らして立ち上がった。

　穏やかな店内がにわかにざわめく。

　そっと声をかけて静かに場を収めようとした優莉の思惑は、失敗に終わった。

「ですが」

「この店はお客に難癖をつけるのか」

　さらに声のトーンが一段上がり、店内がしんと静まり返る。優莉はビクッとして肩を震わせた。

「申し訳ありません」

　優莉が勘違いをしたのか。見間違いだったのか。怪しいと思ったがための錯覚だったのか。いずれにしてもお客が怒りをむき出しにしている今、優莉には謝罪する以外になかった。

「お客様、どうかなさいましたか」

　騒ぎに気づき、静かに声をかけてきたのは隼だった。場にそぐわないほど穏やかな声色だ。

「この店員が俺にいちゃもんをつけてきたんだ」

　指を差して憤慨され、再びビクッと体が震える。こんな事態に遭遇するのははじめてだった。

「社長、申し訳ありません」

　か細い声で謝罪する。

　お客を疑い、優莉はとんでもない失態を犯してしまった。

「お客様、ここにはほかのお客様もいらっしゃいます。こちらへお越し願えませんか」

　隼はお客にそう優しく語りかけ、怒りを鎮めようと必死に見えた。オープン初日、お客とのトラブルはもっとも避けたい事態だ。

　優莉が体をすくませている脇を、ふたりが通り抜けていく。

「花崎さん、ここは心配しなくていいから本社に戻って」

　隼はすれ違いざまに優莉に小さく声をかけた。

　本社に戻る。つまり、ここにはいないでくれと言いたいのだろう。お客とのいざこざを起こした店員は不要だと。

　足元をさらわれるような寂しさがせり上がる。優莉は、大事なときに大変なミスを犯したのだ。

　ふたりが奥へ消え、店内が少しずつ平穏を取り戻していく。ただひとり、優莉だけが立ちなおれずにいた。

「花崎さん、大丈夫か？」

　門倉に声をかけられてもなにも返せない。

「社長もああ言ってるし、本社に戻った方がいいんじゃないか？」

　門倉まで、優莉にはこの場にいてほしくないと言う。ほかのスタッフからも同じような気配を感じ取り、優莉は素直にそれに従う以外になかった。
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　奥のスタッフルームにお客を連れていった隼は、大きなテーブルを挟み向かい合って座った。

「この店はお客をなんだと思ってるんだ」

　怒りがまだ収まらないお客、いや男は、椅子に背中を預けて足を投げ出し、ぞんざいな口の利き方で顎をしゃくった。

「こちらをご覧いただけますか」

　隼は胸元から取り出した紙を広げ、男の前に滑らせる。それを見た彼は目を見開き、テーブルに身を乗り出した。

「ここに写っているのは、お客様でお間違いないですよね」

　質問ではなく断言だ。

　それは、目の前にいる男が以前違う店舗に食事に来たときの写真だった。遠くから撮影して拡大したものだが、どこをどう見ても男本人である。

　だが、男はイエスともノーとも答えない。

「最近、うちの店で異物混入を訴えられる事案が多発しておりましてね。いろいろと調査をしておりました」

　隼はテーブルの上に手を組み、男をじっと見据えた。

　同一人物の可能性が高いと判断した隼は、そのクレームのあった店舗で男の顔を覚えているスタッフを他店に配置し、姿を現すのを待ったのだ。長丁場も想定していたが、案外早く訪れるあたりは〝相手〟の焦りを感じずにはいられない。

　男が現れた際に写真に収めておき、店のスタッフがその後は注意深く観察。結果、男は髪の毛や虫の混入というクレームを作り上げ、店に難癖をつけていたと判明した。

　オープンした店にも近いうちに現れるだろうと警戒していた矢先の今日である。

「ミニョンミネットの榊さかき原ばらさん」

　不意打ちで名前を呼ぶと、男はこぼれ落ちそうなほどに目をカッと見開いた。

「身元も判明していますよ」

　調査会社に依頼し、隼がフランスに行っている間に男の素性をリサーチしていた。その結果、ミニョンミネットの店舗のひとつでシェフをしている男だとわかったのだ。

「な、なんの話だ。そんなの俺は知らないぞ」

「あがいても無駄ですよ。こちらではすべて把握しています」

　隼は努めて冷静に話した。

「高村から指示され、あなたもやむなくしていたのでしょう」

　勤め先の社長から命令されれば、それが間違っているとわかっていてもやらなければならない事情を抱えた人間もいる。事実、榊原には病床の母親がおり、高額な医療費を必要としていた。高村はそこにつけ込み、榊原を動かしていたのだろう。そのやり方は卑劣と言う以外にない。

「あなたの事情はわかりますが、同じフレンチレストランのシェフとしてどうお考えでしょうか。彼らがどんな思いで料理を作っているか身をもっておわかりですよね」

　そこに異物を混入させるのは、シェフのみならず料理や食材を冒ぼう涜とくするも同じ。シェフである榊原は自分自身も傷つける行為をしていたのだ。

　榊原はぐっと唇を噛みしめ、両膝の上で握り拳を作った。

「……仕方なくだったんだ。仕方なく……」

　観念したのだろう。彼がポツリと呟く。心の声が思わず漏れたような声色だった。

「社長から母の医療費を工面してやるからと……」

　そこから榊原は堰せきを切ったように話しはじめ、後から後から高村へのやるせない思いを吐き出していく。以前勤めていたレストランが閉店し、シェフとして再スタートを切ったばかりだったという。

「高級食材を扱うというのは表向きだけ。裏では偽装工作のオンパレードだった」

　自然卵料理には液卵を混ぜ、ビーフソテーには牛脂を注入した肉、魚市場直送と謳うたった魚料理には冷凍ものを使っている。野菜も有機ものはいっさい使用しておらず、呆れ返るくらい食品の偽装に手を染めているという。

　そうしたミニョンミネットの運営方法に不信感を募らせていたものの、母親の医療費には代えられず高村の指示するままに動くしかなかったようだ。

　優莉とミニョンミネットで食事をした際、隼が覚えた違和感はまさにそれだった。メニューの説明書きにある〝高級・自然・直送〟というワードと、味のズレを感じたのだ。

「ここらで潮時ではないですか。高村に加担するのはもうやめるべきです」

「……でもこのままだと、今度はべつの人間を使って同じような手段に出るでしょう」

　たしかに、ここまで悪質な高村ならやりかねない。それならば。

「あなたがこれまでさせられた事実を公にすればいい」

「えっ……内部告発、ですか」

「そうです。あなたと同じ目に遭う人間を作りたくないというのなら。榊原さん、あなたと同じようにシェフとしての誇りを持つ人間を救いたいのならそうすべきです」

　このまま偽装した食材を使い、お客を騙し続けるなどもってのほか。

　榊原は今回の件について深く謝罪し、頼りなく目をゆらゆらと泳がせながら、明言を避けたまま肩を落として店を後にした。
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　本社に戻った優莉は、自分の犯した失態で仕事が手につかずにいた。

　優莉があそこで声をかけたため店内を騒然とさせ、華々しいオープンに泥を塗ってしまった。

（……どうしよう）

　ノートパソコンは開いているものの、気づけばスリープ状態。画面は真っ暗だ。

「花崎さん、大丈夫よ。社長がうまく切り抜けてくれるはずだから」

　心配した春香が声をかけ、ミルクと砂糖たっぷりのホットコーヒーをそばに置いた。

「ありがとうございます」

　隼なら、あの場は上手に収めるだろう。勘違いで怒らせたお客を宥め、深く謝罪して収束させるだろう。

　優莉は、自分のせいで隼にそんな真似をさせたことが情けなくて仕方がないのだ。

　隼に乞われてフランスからやってきた、大人で知的なソフィアとの違いを思い知って胸が苦しい。それならば仕事で挽回すればいい。頭ではそうわかっているのに動きだせない自分がもどかしかった。

　まっすぐ帰る気持ちになれず、あてもなくひとりで街をぶらついて、マンションの近くまで来たのは午後十時まで間もなくという時刻だった。

　隼は今夜もおそらくホテルだろう。ソフィアと一緒に違いない。そう思うと余計に足が重くなり、どんどん足取りが遅くなる。

　そうしてマンションの前までやってきたときだった。エントランスへ続く階段のそばで動く人影が、優莉の視界の隅に映る。なんとはなしに見て、それがミニョンミネットの高村だと気づいた。

「あれ？　キミ……」

　こんなところでなにをしているのだろうか。

　会釈で返しつつ、足を止めた。隼との関係性を聞かされているため、どう対応したらいいのか困惑する。

「霧生と一緒に住んでるんだ？」

「あ、いえ、その……」

　優莉が返答に困っていると、高村はなにかを思いついたかのように距離を詰めた。

「ちょうどよかった。キミに聞かせたい話があるんだ」

　きっと隼絡みの話だろう。それも決していい話ではない。

「いえ、結構です。失礼します」

　階段を上がっていく優莉だったが、高村がそれを阻む。目の前に立ちはだかった。

「聞いておいた方がいいと思うよ。キミにも関係する話だから」

　ただでさえ気持ちが沈んでいるのだ。そこにまた燃料を投下するような真似はしたくない。

「本当に結構です」

　さらに彼を避けて一段上がると、今度は腕を掴まれた。

「やっ、やめてください！」

　強引に引っ張った高村の手を振り解こうとしたが、いっこうに放してくれない。

「すぐに済むからおいでって」

「いや！　放して！」

　繰り返す押し問答。高村が強引にその手を引いて階段を下りたときだった。

「優莉！」

　思いがけず名前を呼ばれる。振り向くとそこにはキャリーバッグを手にした隼の姿があった。

「隼さん！」

　ホッとしたのも束の間、隼のうしろにソフィアの姿もあり、べつの不安に襲われる。

（どうして彼女が一緒なの？）

　隼は険しい表情を隠しもせず、高村をにらみつけた。

「その手を放せ」

　命じられるがまま、意外にも素直に、高村は優莉の腕を放した。

「ちょうどよかったよ。霧生、お前に話があったんだ」

　解放されたものの、隼のそばに行っていいものか悩み、優莉は階段を駆け上がった。するとそこに騒ぎを聞きつけたのかマンションの警備員がやってきて、優莉をかばうように立つ。

「いったいどうやって榊原を丸め込んだんだ」

「丸め込む？　なにがあったか知らないが、彼がなにか高村に言ったのなら、それは彼自身が出した答えだろう」

　ふたりの間で、優莉にはわからない会話が繰り広げられる。

「もう俺には従えないと言ってきた。これまでのことを公にすると。どんな手を使って榊原を口説き落としたんだ」

　最初こそ冷静だった高村の声が徐々に荒々しくなっていく。

「どんな手もなにもない。ただ真摯に仕事に向き合っているだけだ」

「お前はいつもそうだ。綺麗事ばかり。俺がそれでどれだけ……！」

「強引な引き抜きや食品偽装、異物混入が高村のやり方だと言うなら、お前は永遠に俺に追いつけないだろうな」

「なんだとっ、ふざけるな！」

　怒りに任せて高村が隼に掴みかかる。

「隼さん！」

　優莉が悲鳴に近い声をあげた瞬間、高村は地面に膝をつき、「くっ！」と声を漏らした。手を捻ねじ曲げられ、隼に押さえつけられたのだ。

　あまりの早業に、見ていたはずの優莉にもなにが起きたのかわからなかった。

　すぐさま警備員が駆け寄り、隼に代わって高村を拘束する。

「自分の犯した罪をよく考えるんだな。悪いが、お前じゃ俺のライバルにもならない」

　高村を非情に見下ろす隼の目には静かな怒りが滲んでいた。

　優莉も、店からシェフが引き抜かれているのは知っていたが、食品偽装や異物混入については初耳。あのミニョンミネットがそんな卑劣な手段に出ていたとは。

　警備員に連行されていく高村はがっくりと項うな垂だれ、その目は虚うつろ。足取りもおぼつかないようだった。

「優莉、大丈夫だったか？」

　階段を素早く上がってきた隼が優莉の顔をまじまじと見つめる。

「大丈夫です……」

　隼を追ってきたソフィアが彼と並んで立った。

　もしかして、彼女と付き合うから別れてほしいと言われるのかもしれない。

　彼女がここに一緒に来た意味を考えて、心が悲鳴をあげそうになる。

　それをなんとか押しとどめ、まず言わなければならないことが優莉にはあった。

「今日は大変申し訳ありませんでした。私がお客様を疑ったせいで、せっかくのオープンが台無しに……」

　泣くつもりはなかったのに涙が滲む。涙は卑怯だとわかっていても声が震えた。

　こんなだから子どもっぽいと思われるのだ。強く逞しい大人の女性になりたいくせに、大事な場面で泣き落とし。最低だ。

「違うよ、優莉」

　うつむいた優莉の肩に隼の手がそっと置かれる。

「優莉は間違ってなんかいない」

「……え？」

「あのお客は、クールブロンで次々と異物を混入させていた男だったんだ」

　予想もしない隼の言葉に思考回路が追いつかない。

　優莉の目に浮かんだ涙を隼が指先で拭う。その優しい手つきをどう受け止めたらいいのか。

「もしかして、それを高村さんが指示していたんですか？」

　ついさっき隼が高村に放った言葉を思い出したのだ。

「ご名答。さすが優莉」

「食品偽装は？」

「そのお客が認めた。ミニョンミネットで使っている食材は偽装したものだとね」

「そうだったんですか……」

　あのお客が故意に異物を混入させていたのだとしたら、優莉の勘違いではなくなる。

「でも大騒ぎにしてしまい、本当に申し訳ありませんでした」

　もしも隼が先に発見していたら、もっとスマートに処理できただろう。あの場を騒然とさせずに静かに対処できたはずだ。

「優莉はなにも悪くないよ。だから謝らないで。むしろクールブロンを守ろうとしてくれたんだから。ありがとうな」

　優しく頭をポンポンとされ、引っ込んでいた涙が再びあふれそうになる。

　でもそこでソフィアの存在を思い出し、本題はまだこれからだと心が凍りついた。

　優莉の目線が、隣に立つ彼女に向いたのに気づき、隼が口を開く。

「ソフィアにどうしても優莉に会わせろって言われて」

　隼の口から彼女の名前が出た瞬間、優莉の体は金縛りにでもあったかのように硬くなった。

　会ってどうするつもりなのだろうか。隼の口からではなく、ソフィアから最後通告をされるのか。

　ソフィアが隼の隣で優雅に微笑む。優莉があまりにも怖くなって一歩下がったら、隼は「優莉？」と不思議そうに首を傾げた。

「ソフィアさんとお付き合いされるんですよね。だからこうしてここに」

　隼の口から聞くくらいなら自分から認めた方がいい。単刀直入に問いただした。

　ところが隼は目をまん丸にして「へ？」と顔を突き出す。

「いったい全体どこからそんな話が出てくるんだ」

「……違うの？」

「俺の恋人は優莉じゃないのか？」

　今度は優莉が目をまたたかせる番だった。

「優莉さん、私、結婚してるのよ？」

「……え？」

「ソフィアの旦那様はあちらでも有名なパティシエで、彼も後から日本に来る予定だ。彼には店のスイーツの監修をしてもらおうと思ってね」

　ソフィアは既婚者で、彼女の夫にもクールブロンの力になってもらうという。

　思いがけない話を聞かされて、全身から力が抜けていく。その場にへたり込みそうになった優莉を隼がとっさに支えた。

「隼からあなたのお話を聞いて、きちんと紹介してもらいたくてここまでついてきたの。なんだか誤解させてしまっていたみたいでごめんなさいね」

「いえ、私こそ変に勘繰ってごめんなさい」

　言いがかりも甚はなはだしく、恥ずかしくてたまらない。

「隼ったらね、あっちでずっと〝優莉が、優莉が〟って、あなたの話ばかり。帰りの空港じゃ、あれもこれもってあなたへのお土産を抱えきれないほど買い込んで」

「おい、やめろ」

　隼が遮ろうとするが、ソフィアは負けていない。

「早く帰りたいからさっさと決意しろなんてひどいと思わない？　こっちは人生を揺るがす選択を迫られているっていうのに」

　ソフィアは呆れ顔で隼を見てから優莉に笑いかけた。

　すべてを暴露された隼は、バツが悪そうに優莉から目を逸らす。

「だからね、そんなに愛しく想う優莉さんとお話がしたかったの」

「本当に申し訳ありません」

　そこまで気遣ってくれたソフィアに失礼極まりない。

「いいのよ。優莉さんも隼を大好きなのね」

「あ、えっとその……」

　直球で指摘されると反応に困る。堂々と隼を好きだと宣言するには気恥ずかしさの方が勝るのだ。

「それじゃ私はこれで。夫が来日したら四人で食事でもしましょうね」

　ソフィアは手をひらひらと振りながら階段を下り、颯さっ爽そうとした足取りで優莉たちの前から立ち去っていった。

「優莉」

　優しく名前を呼ばれ、真っ先に頭を下げる。

「ごめんなさいっ」

　隼はびっくりしたように目を見張った。

「私、ずっとふたりの関係を誤解してて……。クールブロンのシェフとして来日するのは、隼さんの恋人になるのが条件だって聞いたから」

「あぁ、何年か前にはたしかに彼女からそう言われたけど」

　やはりその話は本当だったのだ。

「でもそんな条件は俺ものめないから彼女の引き抜きを諦めたんだ」

「今日もスタッフルームの前でソフィアさんと会ったとき、彼女から敵対心みたいなものを感じてしまって。その後の隼さんの様子もなんか変だったから」

　疑いの眼差しで彼女を見ていたため、優莉の完全な勘違いだったのだろう。

　心の内を正直に言ってから、言い訳がましいと気づく。

「あっ、でもそれは全部私に自信がないからで……」

　隼とソフィアはなにも悪くない。

「不安にさせてごめん」

　隼は困ったように笑って優莉の髪を撫でた。

「今日のあれは、ソフィアが優莉に余計な話をするんじゃないかと思って焦っただけ。あんな話を暴露されたら、大人ぶってるのにカッコがつかない」

「隼さん、大人ぶってるんですか？」

　全然そうは見えない。いつも本当にスマートで素敵で。自分は本当にこんな人の彼女でいいのかと疑いたくなるくらいに。

「優莉にカッコいい俺を見せたくてね」

　隼は照れくさそうに鼻の下をこすった。

「でもソフィアに写真まで見られたのが失敗だったな。すぐに優莉だと気づかれた」

「写真って、まさかあの寝顔コレクションじゃないですよね？」

　嫌な予感が胸をかすめる。

「そ。あれ」

「ちょっ……！」

　あんな間抜けでかわいくない写真を見られていたなんて、次に彼女に会うときにどんな顔をしたらいいのか。

「俺のお気に入りのコレクションだからね」

　隼は得意げに笑った。

「さて、俺たちの家に帰ろう」

「今夜から一緒にいられるんですか？」

「待たせたね」

　今いる場所を忘れて隼に飛びつく。いきなりのうえ勢いが強すぎたのか、隼の体がぐらりと揺れた。

「すごく寂しかったです」

「俺もだよ」

「早く教えてくれれば、誕生日のお祝いの準備ができたのに」

　ずっとお預けになっているから早く祝いたかった。ふたりではじめて迎える隼の誕生日なのだから。優莉の誕生日にはとびきり甘い夜をプレゼントしてもらったから、そのお返しをしたい。

「じゃ、そのお祝いはベッドでじっくりと」

　甘い誘い文句にドキンと鼓動が弾む。

　隼は優莉をそっと引きはがし、片手でキャリーバッグ、もう片方の手で優莉の手をぎゅっと握り、エレベーターに乗り込んだ。

　つないだ手を引き寄せ、隼が甲にキスをする。部屋に着くまで待ちきれないのは優莉も同じ。はやる気持ちを抑え、玄関のドアを開けて中へ入ると同時にどちらからともなく唇を重ねた。

「これはフランスに行った夜の分。それからその次の朝のおはようの分」

　軽いリップ音を響かせながら、何度も何度も重ね合わせる。

　離れていた日数分のおはようとおやすみのキスを数え、最後にそっと食んでから隼の唇が離れた。

「まだまだ足りない。もっと俺に優莉を感じさせて」

　それは優莉も同じ。答える代わりに自分から隼にキスをする。

「ふっ、優莉からキスされるのはじめてだな」

　笑みを漏らした隼の吐息が唇にかかった。

「もうダメだ、優莉。今夜は手加減できそうにない」

　小さくうなずいた次の瞬間、隼がその場で優莉を抱き上げる。

「ひゃっ」

　隼の首にしがみついた優莉は、そのまま一直線に寝室へ連れ去られた。

　隼は優莉をそっとベッドに横たえ、ジャケットもネクタイも一気に脱ぎ捨てる。

　余裕のない彼の様子に優莉の胸はドキドキと高鳴るいっぽう。

　ワイシャツを脱いだ隼は優莉をベッドに組み敷いた。見悶えするほど熱く甘い視線で見つめられ、心も体も焼けつきそうになる。恋焦がれて、あふれた愛しさに溺れそうだ。

「優莉」

　囁く声まで熱くて甘いから、耳を伝って脳神経まで痺しびれる。

「愛してるよ」

「私もです」

　こんなにも誰かを愛しく想う気持ちがあることを優莉は知らなかった。家族や友達を大切に想うのとはまったく別物の感情。なんと言い表せばいいのかわからないが、優莉にとってかけがえのない、唯一無二の想いだ。絶対に手放したくないし、手放さない。

　落ちてきたキスから無限にあふれる想いを受け止め、優莉もそれに応えた。










エピローグ～プロポーズを待ちわびて




　ひと波乱あったオープンから三カ月が経過し、季節は夏目前。この頃は照りつける太陽も強さを増し、日に日に夏を感じつつある。

　隼は社長室で秘書の美保が淹れたアイスコーヒーを飲みながら、人事部長である大久保の報告に耳を傾けていた。

「ミニョンミネットに引き抜かれたシェフたちですが、うちに戻れないかと連絡が入っております」

　あれからミニョンミネットは榊原の内部告発により食品偽装が公になり、民事再生の手続きが進められている。高額な報酬をエサにシェフたちを引き抜いたものの、それが仇あだとなり、食品の偽装に手を染めたのだろう。

「戻ってもらおう。腕のいいシェフばかりだから、ほかに行かれるよりよっぽどいい」

　シェフたちは高村の口車に乗せられただけ。今までの分を挽回するつもりでやってもらえれば、それで十分だ。

「社長はそうおっしゃると思いました。あの榊原でさえ、うちで引き取るくらいですから」

「一から出直すと頭を下げているんだ。チャンスは与えてあげないとね」

　ミニョンミネットの問題が公になった後、榊原は恥を忍んで隼を訪ねてきた。内部告発をした人間というのは、どこでも疎うとまれるもの。病気の母親を抱えているため、やむにやまれず隼を頼ってきたのだ。

　シェフからの再出発ではなく見習いからにしてほしいという彼の謙虚な姿勢と、まっすぐな目を信じてみたくなった。

「では、早速彼らに連絡をしてみます。おそらく社長に直接お礼を言いたいという申し出があるかと思いますが」

「その必要はない。礼は仕事で返せばいいと伝えてくれ」

「承知いたしました」

　では、と立ち上がりかけた大久保を引き留める。

「俺からもひとつ報告があるんだ」

　腰を浮かせた大久保だったが、再度ソファに身を沈ませた。

「結婚しようと考えてる」

「結婚!?　社長ご自身がですか!?」

　体を弾ませてからソファにそっくり返る。

　脳天から突き抜けるような甲高い声で聞き返され、逆に隼の方がびっくりした。

「そんなに驚かなくてもいいだろう」

「いや、ですが、そのような気配はまったく……。特定の女性がいらしたんですね」

　その言い方には少し語弊があるのではないか。まるであちらこちらに手を出しているように聞こえる。いったいどんなイメージを抱いているのだ。

　不服そうにした隼に気づいた大久保が、「あ、いや、変な意味ではなくてですね」と慌てて訂正する。

「それでお相手は？」

　興味津々に体を乗り出した。

「あぁ……それは結婚が正式に決まってから話すよ」

　じつは優莉にプロポーズすらしていない。というのも、結婚は隼の一方的な考えに過ぎないからだ。

　なにしろ優莉はまだ二十三歳。結婚を考えられるような年齢ではないだろう。プロポーズをしても戸惑わせるだけだとわかっているため、どうしても躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　優莉を相手にすると、失いたくない気持ちから弱気な部分が顔を出すのだ。

「ですが、それならどうして私にお話を？」

　まだ決定していないのなら言わない方がよかったのではないかと言いたいのだろう。大久保は不思議そうに首を傾げた。

「逃げ道をなくそうと思ってね」

　誰かに話して自分を奮い立たせたいのだ。

「もし結婚となれば社内が少し騒がしくなるだろうから、事前に知らせておくという意味合いもある」

「まぁ社長が結婚となれば、それはそうでしょうね。おそらくすごい騒ぎになるかと思います」

　大久保は小刻みにうなずきながら言った。

「いや、俺がどうこうではなく相手が」

「まさか社内にいらっしゃると!?」

　またもや素っ頓狂な声になる。先ほど以上に驚いたのか、目も口もポカンと開く。

「そういうわけだからよろしく頼む」

「いやぁそうなんですか。まさか社内にね」

　まだ信じられないといった様子の大久保は首を捻り捻り、社長室を出ていった。




＊　＊　＊




　ストローから口を離すと、汗をかいたグラスの中で氷が涼しげな音を立てる。

「今、なんて言ったの？」

　優莉は目の前に座る明日美を食い入るように見た。

　涼を求めてカフェに集まった客たちのざわめきが、唐突に聞こえなくなる。

「だからね、私、結婚するかもしれないって」

「え？　明日美が？」

　優莉がしつこく聞き返すと、明日美は「何度言わせるの？」と苦い表情になった。

「結婚はまだいいっていつも言ってたから」

「そうなんだけどねー。なんかそういう流れに」

　同じ歳の明日美が結婚すると聞き、自分にはまだ遠い話だと思っていたものがいきなり身近になる。

　隼の婚約者としてあのマンションに住んではいるが、あくまでも偽り。結婚は現実味がなく、自分とは関係のないものだと漠然と考えていた。

　――それなのに。

　明日美を羨ましく思う気持ちがあるのに気づく。

　永遠の愛を誓い合うという、神聖めいたものへの単なる憧れなのかもしれない。でも、それだけではないのもたしか。大好きな人のそばにいる権利を得られる明日美が、心から羨ましい。

（でも隼さんはどう？　きっと私じゃ幼すぎて、妻にしたいなんて思えないよね）

　どう想像しても、自分は隼の隣に立つ妻のイメージではない。今の関係が良好だからこそ、結婚に踏み込むのが怖いというのもある。

「で、優莉はどうなの？　いつまでもはぐらかしているけど、その指輪の相手、どんな人なの？　いい加減に教えてよ」

　話の矛先が急に自分に向き、優莉が目を白黒させる。

「や、やだな、いきなりそんな」

　じつは明日美には隼と付き合っていると、まだ打ち明けていなかった。本当は正直に話してお互いの恋愛話で盛り上がりたいが、相手が相手だけにそうもいかない。会社のみんなにも当然内緒だ。

「ねぇどんな人なの？」

　焦る優莉にかまわず明日美は頬杖をついて首を傾げた。

「ごめん、明日美！」

　両手を合わせて謝る。

「もう少しだけ待って。ちゃんと話すから」

　でも今はまだダメ。隼が社内で秘密にしている以上、優莉がぺらぺら話すわけにはいかない。

「えぇ？　もう、しょうがないなぁ。いつかちゃんと話してよ？」

「うん、明日美にはきちんと話すから」

　出会いからこれまでの話を全部。きっと驚くだろうなと思うと心が弾む反面、そんな日が本当にくるのかなと疑問でもあった。




　明日美とのお茶を終えて帰宅したら、少し遅くなるかもしれないと言っていた隼が土曜出勤から帰っていた。

「隼さん、早かったんですね。おかえりなさい」

「ただいま」

　隼が優莉を抱き寄せ、軽く唇を重ねる。

「優莉は友達とゆっくりできたか？」

「はい、じつは明日美が――」

「優莉さん、こんにちは」

　結婚するんだってと言おうとした優莉は、そこで心臓が飛び跳ねた。隼の母親、佳乃がソファから立ち上がったのだ。

「お、お母様、こんにちは！」

　弾かれたように隼から離れ、取り乱しながら頭を下げる。まさか佳乃がいるとは思いもしなかった。

（……もしかして、キスしたのも見られちゃったかな）

　そう思うと恥ずかしくて顔から湯気が出そうになる。

「こんにちは。突然お邪魔しちゃってごめんなさいね」

「いえっ、私こそ出かけていてすみませんでした」

　前もってわかっていたら、おいしいケーキでも買ってこられたけれど。

「いいのよ、私が勝手に来たんですから」

　急いでキッチンへ行ってお茶の準備をしようとしたが、隼が「俺が淹れたから大丈夫」と優莉を引き留めた。

「優莉の分も淹れるから座ってな」

　肩を優しくトンとされ、言葉に甘えて佳乃の向かいに座る。

「この前、優莉さんがおいしいって言ってくれたから、また作ってきちゃったの」

「えっ！　もしかしてフォンダンショコラですか!?」

　思わず声のトーンが上がる。うれしくて肩も弾んだ。

「そうなの」

　佳乃が作ってきたショコラを優莉が皿にひとつずつ取り分ける。

「母さんが、ぜひ優莉に食べさせたいって」

　コーヒーを手に戻ってきた隼は優莉の隣に座った。

「わぁ、ありがとうございます」

「こうして喜ばれると作り甲斐があるわ」

　早速いただきますと手を合わせてフォークを入れたら、チョコレートがトロッと溶けだした。口に入れるとほのかに温かい。

「――んんっ、おいしい！　焼き立てですか？」

「そうなの。フォンダンショコラはやっぱり焼き立てが一番でしょう？　完成してすぐに持ってきたの」

　そんな心遣いが本当にうれしい。大好きなスイーツだから喜びは倍以上だ。

「それで、あなたたちはいつ式を挙げるの？　あれっきりなんの音沙汰もないから、それも聞きたくて来たのよ」

　ショコラに入れたフォークの手が止まる。

　佳乃にとって、優莉は隼の婚約者のままだ。明日美が結婚を決意したと聞き、一気に身近になったものが今またここで話題に上り、隼の手前どんな反応をしたらいいのかわからない。前回、佳乃にその話題を振られたときと今とでは、優莉と隼の関係性がまったく違うからだ。

「母さん、その話なら俺に任せてって言っただろう？」

　チラッと優莉を見た隼が慌てたように言う。その様子から困っているのが手に取るようにわかるから、優莉は隣で曖昧に微笑むしかできない。

「隼に任せていたらいつになるのかわからないんだもの。お父さんも優莉さんに会うのを楽しみにしてるんだから」

「わかってるよ」

「優莉さんの花嫁姿、隼も早く見たいでしょう？」

「あ、あのっ」

　返答に困っている隼をこれ以上放っておけず、優莉は思わず口を挟んだ。優莉との結婚を考えていない隼に余計な負担をかけたくない。

　ふたりの目が揃って優莉に向けられる。

「お母様、ご一緒に夕食はいかがですか？」

　話を逸らす作戦だ。

「でもいいの？　邪魔にならない？」

「邪魔だなんて全然。それじゃ、私すぐに準備をしますね」

　残りのショコラを一気に口に詰め込み、コーヒーで流し込む。最後は味わうどころではなかった。




　食事を終えて佳乃を見送り、ふたり並んで後片づけをする。夕食後にこうして一緒に皿を洗う時間が、優莉は何気に好きだ。せっかくあるのだから食洗器に入れれば楽なのはわかっていても、なんとなく使わずにいる。

「優莉、悪かったな、母さんが余計なことを」

「大丈夫です。婚約者って嘘をついたままですもん。気になってあたり前ですから」

　自分にも言い聞かせるつもりで言う。

　結婚したいと思っているのは隼に知られない方がいい。重い女だと思われたくはない。ひと回りも年下だから、まさか優莉が結婚を望んでいるなんて思わないだろう。

「優莉、それだけど」

「ほんとに大丈夫です。結婚なんて考えられないですもんね」

　隼の先回りをして言う。洗剤を追加してスポンジを泡立てた。

「優莉、こっち向いて」

　言われるままに向くと、隼がふっと笑みを漏らす。

「泡、飛んでる」

「え？　どこですか？」

　顔を突き出す。隼は濡れた手をタオルで拭いてから「ここ」と頬を撫でそのまま触れるだけのキスをした。不意打ちだったため、なんとなく照れくさい。

「本物の婚約者になろうか」

「……え？」

（本物って……）

　鼓動が密かに、そして着実に高まっていく。

「優莉、結婚しよう」

　自分ひとりだけ時間が止まったような感覚に包まれる。隼の口からその言葉が出てくるとは思いもしなかった。

「……あ、あの」

　急に言葉が不自由になったみたいに話せなくなる。口を動かしているのに声にならない。イエスが喉の奥に張りついた。

「優莉の年齢はわかってる。今すぐ結婚を考えられないのも承知のうえだ。でも、俺は優莉と結婚したい」

「隼さ――」

「返事は今すぐでなくていい。優莉にとって一生の問題だ。一度じっくり考えて、それから答えがほしい」

　いつも突然で強引な隼が、はじめて見せる慎重な姿勢だった。

　突然のプロポーズが優莉の胸を激しく揺さぶる。

　じっくり考えるまでもない。いくら考えても答えは同じだ。

「今すぐ答えさせてください」

　胸の高ぶりを抑え、ようやく声にする。今このタイミングを逃したくない。

　ところが、隼は手をひらりと振って牽制した。

「いや、後でいいから」

「後じゃ嫌です。今すぐ聞いてください」

「いいと言ってるだろ。じっくり考えるんだ」

　手のひらを優莉に向けて制し、今は聞かないとアピールする。

　どうしてそこまで頑かたくなになるのか。

「隼さんの気持ちが変わる前に答えたいんです」

　優莉まで必死になる。

　隼はもしかしたら、佳乃から結婚をせっつかれて気持ちが高ぶっているのかもしれない。明日になれば冷静になって、プロポーズを取り消すかもしれない。それなら今この場で答えて隼をつなぎとめておきたいから。

「……え？」

　隼は訝いぶかしげに眉根を寄せた。

「私も隼さんと結婚したいです。ずっとそばにいられる権利を私にください」

　この先もずっと、永遠に隼と一緒にいたい。

　想いのたけを言葉に込めたら、みるみるうちに隼の顔に喜びが満ちていく。優莉の腰を引き寄せ、唇が触れ合う距離まで顔を近づけた。

「絶対に逃がしてやらないぞ。それでもいいんだな？」

　頬に手を添え確認する隼の目に熱が灯る。

「絶対に逃げません」

　それだけは誓える。優莉が隼から離れるなんて百パーセントない。

　吐息を感じる距離で隼が微笑み、そのまま唇が重なった。優しくこすり合わせるキスが次第に熱を帯びていく。胸の奥から幸せな気持ちがあふれてどうにも止まらない。いつも以上に隼のキスが甘くてとろけそうになる。

　不意に隼に抱き上げられ、とっさにその首にしがみついた。

「じゃ、愛の誓いを実行に移そうか」

「実行に？」

「そ。言葉だけじゃなく体でも誓い合おう」

　隼がいたずらっぽく微笑む。

　想いを伝え合うのは言葉だけじゃない。

「優莉は俺だけのものだって、その体に刻み込むんだ」

「それなら私も。隼さんはこの先ずっと私だけのものですからね」

　ふふっと笑い合った吐息ごと、とびきり甘いキスにのみ込まれた。










番外編～密やかなジェラシー




「同期会？」

　夕食時、箸を持つ手を止めて、隼が向かいから優莉を見る。

「そうなんです。久しぶりにみんなで集まろうかって」

　優莉と一緒に入社した同期は全員で十二名。比較的仲がよく、たまに同期会と称して集まっている。今回の幹事は門倉だ。

「仲がいいのはなにより。楽しんでおいで」

　隼はにこやかに言って立ち上がり、ソファに置いてあったブリーフケースから財布を取り出した。なにをするのかと見ていると、彼はそこから一万円札を何枚か抜いて優莉に差し出す。

「え？」

　それをどうしろというのだろうか。

「これも足しにするといい」

「いえいえっ、そういうわけにはいかないです」

　隼にプロポーズされたのは、まだほんの二週間前の話。来週末に優莉の親に会い、正式に婚約をしてから社内に公表しようとふたりで話し合って決めていた。

　優莉が〝社長からいただきました〟とお金を出すのは、ちょっと不自然だ。

　隼は渋々といった様子で自分の財布にお金を戻した。

「帰りは迎えに行くよ。場所は？」

「やっ、ダメですってば。隼さんと付き合っているのはまだ内緒なんですから」

　隼の了承をもらい、ふたりの関係を話したのは明日美だけ。同期会に隼が迎えに来たら、大騒ぎどころではなくパニックになるだろう。明日美ですら驚きぶりは異常なほどで、何度も『嘘でしょ！　嘘だ！　なんで!?』と繰り返し、宥めるのにひと苦労したくらいだ。それでも最後には『おめでとう。幸せになるんだよ』と言ってぎゅっと抱きしめてくれた。

「ダメ出しばかりだな」

　隼が不満そうに眉根を寄せる。

「仕方がないじゃないですか。隼さんは普通の人と違うんですから」

「変人みたいな言い方はよせ」

　隼は腰をかがめて優莉の頬をムニッと摘まんだ。

「変人なんて思ってないですってばぁ」

　隼が変なところに突っかかるのがおもしろくてついニヤニヤする。隼は「笑うな」とわしゃわしゃと優莉の髪を撫でまわした。乱れた髪を見て隼もククッと笑う。

「もうっ隼さん、ひどい。ぐちゃぐちゃになっちゃったじゃないですか」

「大丈夫。優莉はどんな髪型になろうとかわいいから」

　そんなわけはないと思いながら、急いで髪を両手でなおす。かわいかったら笑うわけがないのだ。

「ともかく、同期会は楽しんでおいで」

「はいっ、ありがとうございます」

　最後に頭をポンとし、隼は優莉に触れるだけのキスをした。




　三日後、優莉は同期の仲間たちと会社にほど近いスペインバルへやってきた。

　幹事の門倉によれば、ここ最近人気急上昇の店らしく、たまたまキャンセルがあったため予約が取れたと言う。

　岩を模した壁や洞窟のような造りになっている個室は、それだけでも気分が上がる。

　早速注文したビールでまずは乾杯。音頭は幹事の門倉だ。

「なんとみんな、驚くなかれ！」

　乾杯の後、門倉は立ち上がったまま封筒のようなものをポケットから取り出した。

「じゃーん！　十万円の軍資金をゲットしましたぁ！」

　効果音付きで門倉がそれを誇らしげに高く掲げる。

「えぇ!?　十万円!?」

「そんなのどこから出てきたんだよー」

　驚きの声がみんなからいっせいにあがった。いったいどこで調達してきたのか、優莉も「すごーい」と手を叩きつつ門倉を見つめる。

「俺の懐からと言いたいところだけど、じつは霧生社長から飲み会の足しにするといいってもらったんだ」

「えっ!?」

　誰よりも早く反応した優莉は、思わず椅子をガタンと鳴らした。声も鼓動も大きく弾む。

　優莉より一歩遅れてみんなが「なにそれ、すごーい！」「社長、太っ腹！」とはやし立てる。

「でも、どうして社長が俺らの同期会を知ってたんだ？」

　ひとりが放った言葉に優莉はギクッとした。その情報源は紛れもなく優莉だ。

　バレるわけがないと思いながらも、ハラハラして体を小さく縮める。

「だよな。俺もそれは不思議だったんだけど」

　門倉も不可解そうに首を捻った。

　隣に座っている明日美が優莉の腕を小突く。彼女だけは優莉と隼の関係を知っているため、ニヤニヤと笑みを浮かべた。

「ま、なんにしてもお金をもらってラッキーでいいじゃないか？」

「そうだよね」

　最後には隼を称え、ありがたく軍資金を使わせてもらうことになり、優莉はホッと胸を撫で下ろした。




＊　＊　＊




　優莉の同期会と同じ日の午後六時。社長室を訪れていた取引先を見送り、隼がデスクに座ると同時にドアが勢いよく開く。

「社長！　ご結婚されるって本当ですか!?」

　入ってきたのは総務部の宇賀だった。よほど取り乱しているのかノックもなければ、秘書の美保を通すでもない。

「あっ、すみません。森尾さんがいらっしゃらなかったので」

　我に返ったようにハッとして頭をかく。

　彼女は来客時に出していたコーヒーカップを片づけに給湯室に行ったはずだ。

　隼は自分の唇に人差し指をあて、そっとソファを指差した。静かにするように目で訴える。宇賀は「ですよね。失礼しました」とペコペコしながらソファに座った。

「で、本当なんですか？」

　ぐいと近づけた顔は真剣そのものだ。

　宇賀はおそらく人事部長の大久保から聞いたのだろう。社内で公にするのなら社内報で発表してはどうかと提案したのは大久保だ。発表の仕方としては隼もそれに賛成だった。

「正式な婚約はもう少し先になるが、結婚は本当だ」

　隼もソファに移動し、ゆったりと腰を下ろす。

「うわぁ本当なんですね。しかもお相手が花崎さんだっていうじゃないですか。あの企画デートがおふたりを引き合わせたんですよね？」

　お尻をずりずりと前へ移動させ、隼に顔を近づける。

「まぁそうなるかな」

　あれがなければ、優莉との今はなかったかもしれない。接点のない彼女とは、あの企画がなければ出会わなかっただろう。

「だとしたら、僕はキューピッドみたいなものじゃないですか？　僕がいたからこそ、ふたりの距離がぐっと縮まったというか。ねぇ、社長」

　宇賀がニコニコと屈託のない笑みを浮かべる。

　ふわふわとしたパーマヘアはキューピッドに見えなくもないが。それを言うなら、あのパーティーで彼女の番号を引き当てた司会者こそそうだと言えるだろう。

　とはいえ、目の前でそう言って喜んでいる宇賀の機嫌を損ねる必要はない。

「そうだな。宇賀には感謝してるよ。ありがとう」

「いやぁ照れるな」

　宇賀は盛大に頭をかいて照れ笑いを浮かべた。

「あ、それから発表はもちろんですけど、結婚の特集も社内報で組ませてください」

「結婚の特集？」

「出会いからの軌跡ですよ。披露宴の様子なんかも掲載したいですねぇ」

「それは勘弁してくれ」

　隼は右手を大きく振ってソファに背中を預けた。

　そこまで大々的にしたくない。

「なにをおっしゃいますか！　なにしろ〝霧生社長とドキドキ!?　一日デート券〟を当てた花崎さんが、社長の妻の座まで射止めたんですから」

　鼻の穴を広げ、興奮しているのがありありと伝わってくる。この調子だと結婚式にも乗り込んでくる勢いだ。企画デートのときに半ば強引に撮影をした彼を思い返し、結婚式でも同じようにされる画が思い浮かぶ。

「その話はまた後でしよう。結婚はまだ内密だからくれぐれも頼むぞ」

「それはもちろんですよ。それにしてもどこに出会いが転がっているかわからないものですよねぇ。いやぁ本当にすごい」

　宇賀は何度もそう言いながら社長室を後にした。




　午後八時半。仕事を終えた隼は、ある場所へやってきた。

　縦列駐車している車に倣い、隼も路肩に車を停める。左斜め前方には、優莉の同期会が開かれているスペインバルがあった。

　迎えは必要ないと言われたが、遅い時間に優莉をひとりで帰すわけにはいかない。普段からあまりお酒を飲む方でなくとも、気心の知れた仲間とだったら多少気が緩むもの。なにがあるかわからない。

　保護者のような気持ちで優莉が出てくるのを待つ。みんながいる場所で声をかけるわけにはいかないため、【店の外で待ってる】とスマートフォンからメッセージだけ送った。

（盛り上がっている最中に邪魔だったか？）

　送信直後にそう思ったが、そうでもしなければ隼に気づかない可能性もあるだろうと開き直った。

　タブレットで明日の仕事の準備をしながら店の出入り口を気にかけていると、男女が入り乱れた団体が出てきた。その中に優莉の姿もある。

　どことなく頬を上気させているのは、やはりアルコールのせいか。門倉とじゃんけんをしながら楽しそうに笑い合い、勝った門倉は優莉の頬を軽くつねった。

　単なる遊びだとわかっているのに仲良くじゃれ合っているように見えるのは、優莉は自分のものだという独占欲から、目にフィルターがかかっているせいだろう。

　まさに嫉妬。保護者的立場でいたはずが、一気に恋人目線に切り替わる。

（もしかしてメッセージを読んでないのか？）

　真っ先に隼の車を探してもよさそうなのに、その気配がない。手元のスマートフォンを確認すると案の定、送ったメッセージは未読のままだった。

　優莉は門倉と再びじゃんけんをしながら歩きだした。隼の車の横を通り過ぎ、次第に離れていく。もしかしたらこの後、二次会に流れるかもしれない。

　考えるより先に体が動く。隼は車から降り立ち、ひと塊かたまりになった集団を追った。

「優莉」

　隼が名前を呼ぶと、一番うしろにいた社員から順番に振り返っていく。

「えっ、社長!?」

「なんで!?」

　口々に言いながら、みんながその目を驚きで丸くする。

　立ち止まり振り返った優莉は言葉も出ないほどだった。

「社長、どうしたんですか？」

　門倉がそう尋ね、何人かは「今、優莉って呼ばなかった？」とこそこそ囁き合う。

「彼女を迎えにね」

「彼女って……」

　みんなの視線が優莉に向く。

　優莉は「えっ、あ、あの……」と言ったまま固まった。どう反応したらいいのかわからず、完全に思考回路が停止した様子だ。

「驚かせて申し訳ないが、彼女とは近々結婚する予定なんだ」

　こうして優莉を引き留めた以上、もう黙ってはいられないだろう。嫉妬にかられてしゃしゃり出てきたが、かえっていい機会だ。暴露すれば、会社でも堂々としていられる。隼はむしろ晴れ晴れとした気持ちだった。

　みんなは口をポカンと開けたまま、数秒間放心状態になる。真っ先に反応したのは優莉だった。

「はや、――社長、なにを言ってるんですかっ」

　わざわざ社長と呼びなおし、優莉が慌てふためく。

「冗談は――」

「冗談じゃないだろう？　もう一緒に暮らしているんだから」

　優莉を遮って爆弾発言を投下した。

「マジですか！」

「きゃあー！」

「社長と花崎さんが!?」

　その場の全員が騒然となる。脇を通っていく通行人も何事かと目をむいた。

　隼は悠然と足を進め、優莉の隣に立つ。

「社内でも近々発表する予定だ。優莉は仕事を続けるから、これからも同期として仲良くしてやってくれ」

「やっ、ちょっ社長……」

　優莉は、なにをどうしたらいいのかわからずパニック状態だ。おろおろとしている様子がかわいくて、隼は思わずその肩を引き寄せた。

「おめでとうございます！」

「お幸せに！」

　拍手がわき起こり、激励が飛ぶ。

　みんなに見送られ、まだ戸惑いの真っ只中にいる優莉を車に乗せた。

「隼さん、どうして？　発表は正式に婚約してからって」

　困ったように眉尻を下げながら優莉が抗議する。

「どのみち結婚するのは間違いないんだから、早くても遅くても一緒だろう」

「それはそうですけどっ」

　拳を握った両手を懸命に胸の前で振る様子がかわいくてたまらない。

「みんな、びっくりしてたじゃないですか」

「そりゃあ、驚くだろうね」

「もうっ、人ごとなんですから」

　ぷぅと頬を膨らませる優莉に不意打ちでキスをした。

　優莉が目をぱちくりとさせる。

「それじゃ、正直に白状するよ」

「……白状？　なにをですか？」

　カクンと首を傾け、聞き返してきた。

「門倉と親しげにじゃれ合ってただろう？」

　ほかに言葉はなかったのかと自分にツッコミを入れる。感じたままを口にするなんて、余裕がないにもほどがある。

「じゃれ合って？　そんなのないです！」

　優莉は激しく首を横に振り、絶対に違うと言い張る。

「俺にはそう見えたんだよ。つまり嫉妬だ」

　隠し立てしたところで仕方がない。自分でも驚くほどに燃え上がるジェラシーだ。

「えっ……？　ヤキモチ？」

　優莉は呆ほうけたようにゆっくりと言いなおした。信じられないといった顔だ。

「そう。で、気づいたら車を降りて優莉を呼び止めてた」

　自分を制御できないほどの感情に動かされたのははじめてといってもいい。優莉が親しげにほかの男としゃべっていただけで、こんな状態になるとは思いもしなかった。

「……嘘みたい」

　なぜかうれしそうに両手を前に組み、キラキラした目で隼を見る。

「隼さんがヤキモチをやいてくれるなんて」

　連呼されるとカッコ悪さが増していく気がする。耳がやけに熱い。

　優莉は助手席から隼に抱きついた。

「おいっ」

「うれしすぎてもうっ」

　なんだかわからないが、嫉妬されてうれしいらしい。ぎゅっとしがみつく優莉を、隼もしっかり抱きとめた。

　隼自身、そんな感情とは無縁だった。そこまで強く誰かを想う経験がなかったのだと気づいたのは、優莉を好きになってから。これほど人に執着するなんて考えられなかった。

　優莉を引きはがし、その目をじっと見つめる。

「早く家に帰ろう。俺をそんな気持ちにさせたんだから優莉に責任をとってもらう」

「えぇ!?　なんですかそれ！」

　異議を唱える優莉に不敵に笑いかけ、隼はエンジンをかけた。

「シートベルト、しっかり締めて」

「責任ってなんですか？」

「それは帰ってからのお楽しみ」

　シフトレバーをドライブに入れ、車を発進させる。

「お楽しみってなんですかー！」




　翌日、ふたりの結婚は社内中に知れ渡ることとなったのだった。
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幸せなスイートハネムーン




　隼にプロポーズされた三カ月後、ふたりは結婚式を挙げて晴れて夫婦になった。

　式はそんなに急ぐ必要はないと呑のん気きに考えていた優莉だったが、隼に熱烈に急かされてトントン拍子に話が進んだためだ。

　子どもができるまでは仕事を続けるつもりでいるが、未だに社内は隼と優莉の結婚に騒然とした状態である。

　新婚旅行は絶対にフランス。結婚が決まったときからずっと胸に秘めていた優莉は、念願叶って隼とふたりでやってきた。

　隼は『フランスは何度も行ってるからべつの場所にしよう』と言っていたが、そこは譲れない。隼が仕事柄何度も行っているのはもちろん知っているが、優莉はフランスはおろか海外旅行も未経験。彼が何度も行っている場所だからこそ、はじめての海外なら一緒に訪れたいと思っていたのだ。

　優莉が熱心に口説いたおかげもあり、隼はこれまで自分が訪れた街をひと通り案内すると俄然張り切っていた。二週間かけてフランスを周遊するというちょっと贅沢なハネムーンは、優莉にとってとても特別なものになっている。

　ただひとつの難点をあげるとすれば、隼のスマートフォンに一日に一回は仕事絡みの電話連絡が入ることだ。忙しい彼を二週間も独占するのだから、仕方がないと諦めてはいるけれど。

　フランスも今日で五日目。飛行機でやってきたニースはバカンスムード一色で、大勢の人たちが太陽を求めて集まっている。海岸に沿って伸びる大通り『プロムナード・デ・ザングレ』のそばにあるホテルにチェックインしてすぐに水着に着替えた優莉は、隼の手を引っ張って夏真っ盛りのビーチに降り立った。

「わぁ！　気持ちいい！」

　ペールブルーの空にエメラルドグリーン色の海は、ガイドブックで見たままそのもの。砂浜ではなく、手のひらより少し小さめな石の浜には驚かされたが、青と白のビーチパラソルの花が咲き、優莉のテンションが一気に上がる。

　あまりにもはしゃいだため石に足を取られて危うく転びそうになり、隼にすかさず腰を抱かれた。

「優莉は浮かれすぎ」

「……ごめんなさい。ありがと、隼さん」

　でも綺麗な海を前にして心が躍るのも仕方ないだろう。優莉の実家がある沖縄の海ももちろん綺麗だが、憧れのニース。謝りながらも頬が綻ぶのは止められない。

　隼はふっと笑って、優莉の髪にキスを落とした。

　空いているデッキチェアに陣取る。早速ラッシュガードのパーカーを脱いで海に駆け出そうとして、隼に引き留められた。

「優莉、ちょっと待て。日焼け止めは？」

「あっそうだった」

　早くビーチに出たいがために案内された部屋すらまともに見ておらず、入り口でスーツケースを広げて水着に着替えたくらいだ。日焼け止めクリームも当然塗っていない。

「じゃあ、隼さんから」

「塗ってくれるのか？」

「はい。うしろを向いてください」

　バッグから取り出した日焼け止めを自分の手のひらに搾る。隼はパーカーを脱いでデッキチェアに腰を下ろした。

　引き締まった逞しい背中を目の当たりにして、ついドキッとする。何度も見ているはずなのに胸が高鳴るのは、隼がどこへ行っても誰よりも素敵に見えるせいだろう。

　それはフランスでも同じで、街を歩く外国人が霞かすむほど。現に今も、近くのパラソルの下にいる女性たちからチラチラと視線を感じる。

　自分はそんな隼の妻なのだと思うと誇らしく、ちょっとした優越感に浸れる瞬間でもある。

「じゃ、次は優莉。ここに横になって」

「うん、ありがとう」

　言われるままうつ伏せになる。彼の大きな手が、ゆっくりとした動きで優莉の背中にクリームを伸ばしていく。マッサージされているような心地よさに目を閉じていると、不意にビキニトップのホックが外された。

「えっ、隼さん!?」

　ハッとして彼を見るが、隼はいたって真顔だ。

「塗りづらいから外しただけ。こんな場所で妙な真似はしないよ」

「で、ですよね」

　海外にいるため解放的な気分になったから、もしや……と一瞬勘繰ってしまった。普段から人の目を気にせず優莉にスキンシップをする隼だが、さすがにそれはないだろう。

　隼を疑ったのを申し訳なく思っていると――。

「それとも優莉はしてほしい？」

　隼が優莉の耳元で意味深に囁く。

「ま、まさかっ」

　優莉が大慌てで否定したら、隼はククッと楽しげに笑った。

　完全におもしろがっている様子に唇を尖とがらせていると、隼の手が言葉と裏腹に怪しい動きをしはじめる。腰のあたりから脇の下までなめらかに移動した手が、胸の膨らみの端をかすめていくのだ。それも、どことなくエロティックなタッチで何度も。

　くすぐったさが今にも快感に変わりそうで、そのもどかしさからうっかり甘ったるい吐息が漏れた。急いで口を押さえても手遅れ。

「その気になっちゃった？」

　隼にわざとらしく耳元に息を吹きかけられ、優莉は急いで起き上がった。背中のホックは、なんとか手を回して留める。

「もうっ、隼さんの意地悪！」

　頬を染めて抗議する。

「優莉がかわいいからいけないんだよ」

　涼しげな顔をしてさらっと言わないでほしい。隼がそうして優莉をからかって翻弄するのは、企画デートをしたときからずっと変わらない。

「私、先に行ってますからね」

　隼に言い置き、石の上を駆け出した。――とそこでデッキチェアに寝転がり、燦さん々さんと太陽を浴びている女性に目が釘付けになり足を止める。すらっとした手足は言うまでもないが、トップレスだったのだ。身につけているのはビキニのボトムだけ。

　驚いてほかにも目を向けたら、惜しげもなく胸を晒している女性が何人もいた。どの人も年配だが、女の人には変わりない。

（嘘でしょ……！）

　大急ぎでデッキチェアのもとへ戻ってみれば、隼はふたり組の美女に話しかけられていた。グラマラスな体にブロンドの髪は、同性の優莉でもドキッとしてしまう。早速ナンパされているみたいだ。

　フランスへ来てからというもの、優莉が目を離した隙にこういった事態が何度となくある。日本に比べると積極的な女性が多いのも要因だろう。

（……そういえば抽選で当たった企画デートでも、水族館でナンパされていたっけ）

　素敵だから仕方がないとはいえ、優莉はやきもきさせられ通しだ。

　優莉に気づいた隼が『悪いね、新婚旅行なんだ』とフランス語で返し、女性たちを遠ざけた。

「どうした？　なにか忘れ物？」

　そう聞かれて大事なことを思い出した。

「隼さん、ここダメ！」

「ダメってなにが？」

「だって女の人が……！」

　そう言って優莉があちらこちらに目を泳がせると、隼がトップレスの女性の方に目線を投げかけた。

「あー！　隼さん！　見ちゃダメ！」

　飛びつく勢いで隼の目を手で覆うが、言うまでもなく強制的に取り払われた。

「おいおい、なんだよ」

「隼さんには見てほしくないの」

　ほかの女性の裸なんて、絶対に見させたくない。

「なにを」

「なにってその……」

　優莉が言葉に困るのは、子どもっぽいヤキモチにほかならないから。優莉よりもずっと大人の女性の裸を見てドキドキしてほしくない。

「もしかして、あれ？」

　察しのいい隼が横目でチラッと、トップレスの女性を見た。

　だからお願い、見ないで！という念を込めてうなずく。

　隼は呆れたような、それでいてどことなくいたずらっぽい目をして微笑んだ。

「心配するな。俺の体は優莉以外で反応しない」

　そう言って人差し指で自分の下半身を指差す。

　反射的にその指をたどっていった優莉は、カーッと頬が熱くなった。

「隼さんのエッチ！」

「そんな話題を持ち出したのは誰？」

　隼に軽く摘ままれ、「ふがっ」と鼻が鳴る。続けざまに唇が重なり、しかめっ面のままのキスになった。

　チュッと軽く音を立てて唇が離れ、隼がそっと微笑む。

「どんな美女でも反応しないの？」

　確認せずにはいられない。

「そうだね」

「……裸で寝転んでいても？」

　目の奥を探るように見つめる。男の人なら女性の裸は嫌いではないだろう。

「足を開いていてもね」

「やっぱりエッチ！」

　ついそんな場面を想像して頬が熱い。

「だから、言わせてるのは優莉だろう？　とにかく俺は、優莉以外に反応しないから心配するな。そうさせたのはキミだからな。昨夜だって……」

　こそっと耳打ちされた昨夜の〝営み〟のワンシーンが、優莉の顔をリンゴのように真っ赤にする。

「は、隼さん、やめてっ」

　恥ずかしくてたまらない。両耳を押さえて首を横に振る。

　隼は喜色満面で優莉を見つめ、頭をポンポンとした。

「さ、行こうか」

　隼が優莉の手を握ったときだった。隼がポケットに入れていたスマートフォンが、着信を知らせてヴヴヴと振動音を伝える。きっと仕事の電話だろう。

「ごめん、優莉。先に行ってて」

「なるべく早く来てくださいね」

　毎度のため、優莉も慣れっこだ。

　トップレスの女性たちを横目にしつつ、静かな波が打ち寄せる海に足を入れた。

「わぁ、気持ちいい！」

　少し冷たさはあるが、歩いてきた石が太陽で熱せられていたためかえっていい。砂が巻き上がらないせいもあるのか、透明度が抜群だ。

　膝あたりの水深でぴちゃぴちゃと楽しんでいたら、不意に声をかけられた。

『キミ、かわいいね』

「……えっ？」

　顔を上げれば、そこには長身の男性がふたり。ニコニコと優莉を見つめていた。

『ひとり？　友達と一緒？』

「あ、あの……？」

　フランス語なら多少わかるが、どうやらイタリア語っぽい。なにを言っているのかわからず、優莉はおろおろと目を泳がせる。

「ごめんなさい、イタリア語は話せなくて」

　とっさに英語も出てこず、日本語を貫き通す。

『喉渇かない？　なにか一緒に飲もうよ』

　男たちは優莉を両脇から包囲し、手を引っ張った。

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんですか!?」

　驚いて手を引っ込めようとしたが、まったく歯が立たない。足を踏ん張って、隼の名前を呼ぼうと振り返ったときだった。優莉の腰に手が巻かれ、強く引き寄せられる。

『俺の妻になにをするつもりだ』

　聞いたこともないほど低い声だった。しかもイタリア語だ。抱き込まれているため隼の顔は見えないが、声色からなんとなく不機嫌な様子は想像がついた。

　恐れをなしたのか、男たちの手がすんなりと離れていく。

『なんだ、男と一緒だったのか。いや、悪かった。かわいいからちょっと話がしたかっただけなんだ』

『気持ちはわからなくもないが、ほかをあたってくれ。さもなければ――』

『悪かったって。旅行を楽しんでくれ』

　男たちが軽い調子を崩さないまますごすごと退散すると、隼の腕から力が解かれる。優莉を振り向かせ、額にキスをした。

「ったく、油断も隙もない」

「隼さん、イタリア語も話せるんですか？」

「紳士のたしなみ」

　それをたしなみと言うのだろうか。

「って、今なにをされたのかわかってる？」

　隼が眉をひそめる。

「いえ、イタリア語はまったくわからなくて」

「ナンパされてたんだぞ」

「えぇっ、そうなんですか!?　私なんかが!?」

「優莉のかわいさは万国共通だって自覚しろ」

　それは夫である隼の欲目であって、決してそうではない。

　でもここで反論したら、優莉が照れまくる言葉を羅列されるのは予測できるため、あえて「はい」と素直にうなずき話を逸らす。

「仕事の電話、大丈夫だったんですか？」

「ああ。悪かったな、ひとりにして」

　険しい表情を解き、隼が優しく笑う。

「よし、気を取りなおして、もっと深いところまで行ってみよう」

　優莉の手を引いて、ずんずん歩きだした。




　ひとしきりビーチで遊び、ふたりは部屋に戻ってきた。

「隼さん、先にシャワー使ってください。私、荷物を中に運んじゃいますから」

　ついでに部屋も見ておきたい。

　今回の旅行はすべてスイートルームなので、ホテルを移動するたびに部屋を見るのが優莉の楽しみのひとつでもある。このホテルは、世界的にも有名なスターがこぞって宿泊していると聞いているため楽しみは倍増だ。

　優莉が入り口に置き去りにしていたスーツケースを起こすと、隼に手を掴まれた。グイッと引き寄せられる。

「ダメ。優莉も一緒に入ろう」

「えっ、でも私、先に部屋を見たいから」

　その腕の中でジタバタともがく。

「部屋は逃げないから後にしろ」

「じゃあ隼さんは逃げるの？」

「逃げないけど俺が優先」

「えぇっ！」

　結局、隼に引きずられるようにしてバスルームへ連れていかれた。

　隼が優莉の水着を脱がせようとしたため、慌てて手を止める。

「じ、自分で脱げますから」

「じゃ、先に入ってるよ」

〝絶対に来いよ。逃げたらただじゃおかないぞ〟といった目をして、隼は先にバスルームに入っていった。つくづく強引だ。

　でも、そんな隼は決して嫌いではない。ただ……。

「恥ずかしいんだけどな」

　隼には余すところなくすべてを晒しているが、何度経験しても一緒にお風呂に入るのはどうも苦手だ。とはいえ、隼を放って部屋に戻るわけにはいかない。潔く濡れた水着を脱いで扉を開けた。

　シャワーから上がる湯気で、バスルームは微かに煙けぶっている。おかげで裸がはっきりとは見えないのはありがたい。

「おいで。俺が洗ってあげる」

　隼自身は超特急で洗い終えたのか、髪の毛からも水が滴りシャンプーの香りがした。

「いえっ、自分でできますから」

　そうされると、そのまま先に……という流れになることが多々あるため、優莉はパッと身をかわす。ところがそれが通るわけもなく、あっさり隼に捕獲され腕の中に。

「海水でベトベトだな」

「やっ、ほんとに自分で……！」

　ボディシャンプーをつけた隼の手がさわさわと肌の上を滑っていく。全身やわらかい泡まみれだ。

「日焼け止め塗っても焼けちゃったな」

「ほんと？」

「ほら」

　隼が優莉についた泡を洗い流し、曇っていた鏡にシャワーをかけ、そこに優莉の体を映し出す。真っ赤にこそなっていないが、たしかに水着の痕がついていた。

「なんかいやらしい」

　鏡越しに隼の目が妖あやしく光る。

「そういう目で見るからいやらしいんですっ」

「仕方ないだろ。そういう目でしか優莉を見られない。おかげで〝こっち〟も素直に反応してるよ」

　ビーチでのやり取りから隼が指を差す先になにがあるのか察しがついたため、優莉はドキドキしてたまらない。

「……隼さんのエッチ」

　小さく呟きうつむく。

「優莉がいけないんだよ、かわいすぎるから」

「隼さんは〝かわいい〟を連発しすぎです」

　隼はもともと愛情表現がストレートな方だが、婚約してからはそれに輪をかけて甘くなっているような気がしてならない。しかも糖度まで増している。

「気持ちを素直に表現しているだけ。とにかく俺は優莉がかわいくて仕方がないんだよ。華奢なくせしてしっかりある胸も」

「ひゃっ」

　隼の手が胸に優しく触れてからお尻に移動していく。

「形のいいヒップも、なめらかな肌も」

「……っ」

「ほら、そんな顔も。普段あどけなくて愛らしいのに、俺が触れた途端、一気に色づいてセクシーな顔を見せるんだから。そんなに俺を翻弄してどうするつもり？」

　隼は素肌に手を這わせながら優莉の耳元で囁いた。

「体……ばっかり……っ」

　隼の手の動きに気をとられ、言葉が切れ切れになる。翻弄されているのは紛れもなく優莉の方だ。

「体だけじゃないよ。何事にも一生懸命でいじらしいところなんて、庇ひ護ご欲を大いにかき立てられる。つまり、優莉の全部を愛してるってことだ」

　隼の指先が優莉の敏感な部分に触れたため、体がピクッと跳ねる。

「あ、あのっ、隼さん……！」

　その手を掴んで引き留めるが、優莉の制止を隼が聞くはずもない。首筋に唇を這わせ、優莉の熱を煽ってくる。

　そこまでされて、優莉だって平常心でいられるわけがない。唇から甘い吐息が漏れ、白い湯気に溶けていく。

「ここでこのままする？　それともベッドがいい？」

　どちらにしても選択肢はひとつしかない。

「……ここでいいです」

　優莉自身も、ベッドに移動するのももどかしいくらい熱を発散させたくなっていた。

　恥ずかしさにボソッと答えると、隼が優莉をうしろから抱きしめる。

「ここでした後、ベッドでもしような」

「えっ？」

　驚いて振り向いた優莉の唇は、即座に塞がれた。と同時に、隼自身の熱を下腹部に感じ、優莉から甘い声が漏れる。

「優莉、愛してる」

　止まることなく注がれる愛に溺れそうだ。

　ううん、いっそ溺れてしまおう。隼の熱に抱かれて、永遠にずっと。

「……隼さん、私も……っ」

　隼に揺らされて言葉にならない〝愛してる〟の代わりに、振り返って見つめ合った瞳で伝えた。
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あとがき




　こんにちは。紅カオルです。このたびは本書籍をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。紙書籍ではなんと十三冊目になりました。そんなに出させていただいたのかとびっくりすると同時に、大変ありがたいです。




　本作は、前作【懐妊秘書はエリート社長の最愛妻になりました】のスピンオフですが、お気づきになられた方はいらっしゃるでしょうか。そのときのヒーローとヒロインも隼の友人として登場しています。

　今回のテーマは年の差恋愛。男性がひと回りも年上だと恋愛に発展しづらかったり引け目を感じたりして、なかなか一歩を踏み出せないものですよね。相手に合わせて背伸びして大人ぶった経験（結果は撃沈・泣）のある作者の私も、優莉を応援する気持ちで書きました。

　そして私の場合、意外と悩むのが書き下ろし番外編です。今回はなにを書こうかなと考え込んでいたところ、編集担当である井上さんの「フランスへの新婚旅行とかいいですねー」というひと言で即決。ニースのビーチが、砂浜ではなく小さな石を敷き詰めた浜だと初めて知りました！（笑）。いつか機会があったら行ってみたいです。

　そんな優莉と隼のラブストーリー、お楽しみいただけたら幸いです。




　今回もこうして無事に世に送り出せたのは、かかわってくださった皆様のおかげです。本作をサイトで発表した直後「超絶おもしろかったです！」と非常にうれしい感想をくださった編集担当の井上様、改稿に迷う私を的確に導いてくださった妹尾様、色気が滴る素晴らしいカバーイラストを描いてくださった憧れの石田惠美様、販売部や書店、その他諸々たくさんの皆様、本当にありがとうございます。

　最後に読者の皆様、いつもありがとうございます。これからも愛たっぷり、きゅんきゅんできる甘いラブストーリーを書いてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　またこのような機会を通してお会いできますように……。
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